















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　暗い闇の中で、パチンと指を鳴らす音がする。

　その音に応じるように、室内の明かりが一斉に灯ともった。

　雑然とした室内。作業用の机が一つと椅子が二つ。入り口への扉と奥へ続く扉。足の踏み場もないほどの道具や素材の数々。

　その部屋に雑然と放置されている素材だけでも、ちょっとした街を買い取れそうなほど高価な物がある。

　その室内を一いち瞥べつし、指を鳴らした男は小さく呟つぶやく。

「ふむ、久しぶりに防具でも作ってみるか？　確かミスリル鉱石がここに……あれ、無いな」

　一見すると年齢のわからぬ、不思議な男だった。口元に髭ひげを蓄え、髪をざっと後ろに流したラフなスタイル。

　年齢は三十から、ひょっとしたら五十にも見えるほど曖昧だ。

　やや若作りの中年か、それとも落ち着きのある壮年。どちらとも取れる風貌だった。

　彼は、部屋の隅に放置されていた素材を搔かき漁あさり、その中から糸巻きを一つ発見する。

　それを取り上げ、男は懐かしそうに呟いた。

「これは……あの騒々しい『あいつ』の物か。今頃になって出てくるとは、何かの暗示か？」

　糸を引き伸ばし、戯れにそれを振り回す。

　彼の脳内に浮かんだ『あいつ』と呼ばれた少年ほど自在に操れるわけではないが、操糸術と呼ばれる技術を使って、人の皮膚を切り裂く程度の威力は出せた。

「これはなかなか。俺も捨てたモノじゃないな。よし、素材集めは糸でやってみるとするか」

　何かを思い立ったように口にすると、壁際のチェストから手甲ガントレツトを一つ取り出し、調子を見る。

　さらにいくつもの防具を身に着け、念のために赤い斧おのも腰に吊つるしておいた。

　彼が今から採取に向かう先は、災害級と呼ばれるモンスターすら徘はい徊かいする、世界最大の迷宮の中である。

　準備を入念にしておいて、やり過ぎと言えないほどの難所だ。

「それにしても『糸使い』か。死んだと聞いたんだがな、あの未熟者が」

　懐かしそうに中空を見上げる。基本的に静せい謐ひつを好む彼ではあるが、『あいつ』を鍛えた数年の騒々しさは、嫌いではなかった。

　今はいない妻とのやり取りを思い出し、懐かしさすら感じていたのである。

　その『あいつ』が死んだと聞いた時は、それなりに落ち込みもしたほどだ。

　だというのに、その死から二十年もしてから、このような暗示が出てくるとは。

「糸はもう使わない予定だったからな。確かに邪魔にならないように仕し舞まったはずだったのに」

　仕舞うとは彼の中だけでの話で、『目につかないように部屋の隅に投げ込む』と同意である。

　その程度の整理だから、こうして転がり出てきてもおかしくはない。

「今さら出てくる……いや、今だから出てきたのか？　何やらまた騒々しくなりそうな予感がするな」

　大きく息を吐き、肩を竦すくめてから部屋を出ていく。

　完全武装した男の口元は、言葉に反してうれしそうに吊つり上あがっていたのだった。
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「レイドがいてくれると、繕つくろい物が捗はかどるわ」

　その少女はいつもそう言って、優しそうに微笑ほほえんでいた。

　そしてその視線が自分に向けられるのを、レイドは誇らしく思っていた。

　それが彼の、幼少期のすべてだった。

　半魔人。人の間で、ごく少数の割合で生まれてくる変異種。

　特徴的な角を持ち、身体能力や魔力的に優れた者も多いが、それゆえにモンスターの一種とみなされることも多い。

　だからこそ、生まれた直後に捨てられることもある。




　レイドはアレクマール剣王国という、大陸南東部に位置する国に生まれた。

　その土地の、結構名のある貴族の庶子として。それゆえに彼の存在は許されなかった。

　正室以外から生まれた息子。しかも半魔人となれば、その貴族にとっては存在自体が悪である。

　生まれた直後から両親に疎まれた彼は、街にある孤児院の前に、ゴミのように捨てられていた。

　彼を拾ったのはエリーゼという小さな少女だった。

　孤児院に所属する少女はまだ五つかそこらで、しかし孤児院の誰よりも耳が良く、門の前で泣なき喚わめくレイドの声を聞きつけたのだった。

　もし彼女がその声を無視していたなら、レイドという存在は人知れずこの世から消え去っていたことだろう。

　エリーゼの報告を受けレイドを発見した孤児院の院長は、彼女の熱心な説得もあり、レイドを受け入れることを決定した。

　半魔人であることから、彼の未来には、生まれた時から影がかかっている。それでも、幼さゆえの純粋さでレイドを救うように申し出たエリーゼに、院長は一いち縷るの望みを託した面もあった。

　そういった経緯で孤児院の住人となったレイドではあったが、予想通りというべきか、やはり他の子供たちから迫害を受けて育っていた。

　食事を奪われるなどは日常茶飯事で、事あるごとに暴力の標的にされ、憂さ晴らしの的となっていた。

　それでも彼が罪を犯さずまっすぐに育ったのは、姉代わりでもあるエリーゼの存在があったからだ。

「レイド、このジャガイモ運んでくれる？」

「いいけど、それすっげー重いんだぞ」

「ほら、わたしはハーブの籠を持ってるし」

「仕方ねぇなぁ」

　夕食用のジャガイモを厨ちゆう房ぼうに運ぶように言われ、不服を口にしながらも忠実に籠を運ぶレイドを見て、エリーゼはクスクスと含み笑いを漏らしていた。

　小さな身体であるにもかかわらず、両手いっぱいの荷物をよたよたと運ぶ彼の足取りは、どこか子犬のような印象を持たせる。

　まだ体の小さな子供の時代では、男女の筋力差などないも同然。それでも彼は、女性であるエリーゼに重い荷物を持たせまいと頑張っていた。

　そしてそれを、エリーゼもまた理解していた。

　レイドがこの孤児院に拾われてからすでに八年が経過していた。エリーゼも十三になり、その美しさは孤児院の中でも群を抜いて目立っていた。

　そんな美しいエリーゼは、レイドの誇りでもあり、理想の女性像の具現でもあった。

「お疲れ様、レイド。それじゃわたしは、先にお芋の皮を剝むいちゃうね」

「じゃあ俺は芋を洗う」

「お願い。レイドがいてくれて助かるわ。他の子は手伝ってくれないんだもの」

「あいつら、いつも遊んでばかりじゃん」

　食事の用意は子供たちでやる。こうすることで調理技術を身につけ、孤児院を出てからの仕事の助けにもなる。それがこの孤児院の院長の意向でもある。

　しかし世話好きで穏和なエリーゼが料理や家事全般など、頼まれればすべて引き受けてしまうため、それらの技術が他の孤児たちの身についていない状況でもあった。

　優しい性格であるがゆえの欠点とも言えよう。

　厨房でレイドがジャガイモを洗い、エリーゼがその皮を剝く。それを一時間ほど行い、ようやく人数分の料理の準備が整った。

　このアレクマール剣王国は、元々南部都市国家連合に属していたが、十数年前に独立を果たした。

　その結果、幾多の戦乱が巻き起こり、街には孤児があふれている状況だ。この孤児院も例外ではなく、かなりの数の孤児が引き取られている。

　その子供たちの料理を二人で作るというのは、かなりの重労働だった。

「あ、ソースがないじゃない」

「あー、前の時に使いきっちゃったかな？」

「まだ時間はあるわね？　レイド、院長様からお金を貰もらってくるから、お買い物に行きましょ」

「やった！」

　孤児たちは小遣いなどは貰えない。しかし食料の買い出しなどで、必要な経費を貰うことはできる。

　特にエリーゼは院長からの信頼が厚く、多少の釣り銭なら小遣いとして使っていいとまで言われていた。

　彼女についていくレイドはその恩恵にあずかれるため、買い物に行くというのは、彼にとって数少ない買い食いの機会でもあった。

「それじゃちょっと着替えてくるよ」

「早く戻ってきてね。時間があるといっても、そう長くあるわけじゃないから」

「わかってるって！」

　てってけ駆け出していく彼を見送り、エリーゼも微笑ましい気持ちになる。

　自分に純粋に懐いてくれるレイドは、彼女にとっても癒いやしだった。

　十を過ぎ、背が伸びて身体の各所が成長してくると、それまで『孤児風情が』と見下していた街の住人の視線も変わってきた。

　特に彼女は色白で、髪の色艶が優れていたため、好色な視線に晒さらされる機会も増えている。

　何かというと『息子の嫁に』、『俺の嫁に』と声を掛けられることも多くなった。

　しかしレイドを始めとした子供たちには、そういった欲がない。できるならずっとこの孤児院で働けたらとエリーゼは考え始めていた。




　街に出たレイドたちは、さっそく目的の物を買かい揃そろえた。

　ソースの類いは一定の大きさの陶器の瓶に詰められているため、大人数分を賄う孤児院では大量に買い込む必要がある。

　もちろんそれを十三歳のエリーゼが一人で持てるはずもなく、結局レイドの手を借りることとなってしまった。

「いつも悪いわね、レイド」

「いいよ、おかげで屋台の串焼きとか食べられるわけだし」

「厨房を預かる人間としては、数少ない利点よね」

「人間、か……」

　エリーゼの言葉に、レイドはポツリと呟つぶやいた。

　幼いながらに自分の境遇が、世間一般でいう人間の枠からはみ出していることは、理解していた。

　食事は半分が奪われ、服は破けていない物はなく、買い物すらエリーゼがいないと碌ろくにできない。彼女がレイドにとっての世界であり、母親であり、保護者でもある。

　そんな彼女に自分は何を返せるのだろうか？　最近はそんなことも考えるようになっていた。

「エリーゼってさ、何か欲しいモノ、ある？」

「ん？　なに、レイドがプレゼントしてくれるの？」

「いや、俺にそんな金があるわけないじゃん！　何かして欲しいこととか？」

「そうね……レイドが一緒にいてくれること、かしらね。あと危ない時はレイドが護まもってね」

「お、おう！　もちろんだよ」

　エリーゼを護る。人を護る。つまり彼女の騎士になる。これが幼いレイドの、最初の目標となったのである。







　それから二年の月日が流れ、レイドは十歳になり、エリーゼは十五歳になった。

　十歳ともなれば、それぞれの職業で本格的な見習い募集が始まる時期でもある。

　特に騎士を目指すレイドにとって重要だったのは、従士スクワイヤの募集であった。

　このアレクマール剣王国は、その名の通り剣という名の武力に重きを置いている。そしてその気風は、騎士という職業への人気にも直結していた。

　騎士を目指すレイドが従士の募集に応じたのも、当然の成り行きだった。

「レイド、本当に大丈夫なの？」

「大丈夫、大丈夫。さっさと合格して、エリーゼに楽させてやるから」

「生意気言うわね。あとエリーゼお姉ちゃん、でしょ！」

　従士の試験がある日、レイドはこっそりと孤児院から出ようとしていたところを、エリーゼに捕まっていた。

　半魔人であるレイドが騎士の試験を受ける。もちろん試験を受けるための費用が必要になるのだが、その金は彼が買い物のたびにこっそり貯ためていたお小遣いである。

　それがバレると、他の孤児たちに奪われてしまう。だから人目を避けるように試験に行こうとしていた。

「レイドは運動神経がいいから、きっと受かるわよ」

「そう言ってくれると気が楽になるよ。それじゃ行ってきます」

　クシャリとレイドの頭を一ひと撫なでするエリーゼの手を払いながらも、レイドは明るくそう返した。

　そしてその夜、彼は落胆して戻ることになる。

　反射神経が良く、俊敏で器用なレイドだったが、騎士に必要なのは腕力と体力だ。

　従士は騎士に従う、いわば騎士見習いである。彼らに付き従うには、何よりも体力が必要だった。

　鎧よろいを着たまま戦場に出るために必要な筋力も、それを着たまま走り続けるための体力も、レイドには無かったのである。

　夜になってからこっそり戻ってきたレイドに、厨房で夕食の残りを振るまいながら、エリーゼはその頭を優しく撫でる。

　今まで様々な挫折を経験してきたレイドだったが、本格的に挫折したのは今回が初めてと言える。

　夢を打ち砕かれた彼は、理想の女性の前だというのに涙を流して悔しがっていた。

「模擬戦さえあれば、俺だって……なのにランニングだけで不合格なんて……ぐすっ、体格が違い過ぎて無理じゃんかよぉ」

「レイドは可愛かわいいから、しかたないよ。でもほら、マッチョな身体になったら、私が困るし」

「なんで？」

「だって、好みじゃないし」

「エリーゼは、筋肉嫌いなの？」

「嫌いというか程々でいいというか……今のレイドくらいがちょうどいいかな？」

「骨と皮ばっかりじゃん！」

　栄養が足りていないレイドは、同世代の子供たちに比べて一際小柄だ。しかしそれを補って余りある俊敏性を持っている。

　しかしながら、それは騎士に必要な要件ではない。いや、必要ではあるのだが、最重要ではなかった。

「いいよ、もう。騎士になれなくても、エリーゼ姉ちゃんは俺が護るから」

「あら、うれしい。じゃああと五年護ってくれたらお嫁さんになってあげるね」

「そ、そんなの、お断りだし！」

　顔を赤くして手を振り回すレイドを、エリーゼは軽く笑ってその頭を抱き寄せた。

　エリーゼの冗談で、いつの間にかレイドは泣なき止やんでいた。レイドはそれをこの時、ようやく悟ったのだった。




　試験に落ちたからといって、レイドたちの日常が終わるわけではない。

　まだまだ子供のレイドには時間が残されていたし、来年、再来年と従士の募集は途切れずにある。

　一度落ちたからといって諦める必要なんて何もないと開き直り、彼はエリーゼを手伝いつつ日々鍛錬に励んでいた。

　その日も荷物持ちと称した筋力鍛錬に励み、休憩がてら街の広場にある噴水の淵ふちに腰かけ、屋台で買った串焼きを堪能していた。

　行きかう人の視線が、さらに美しさを増したエリーゼに向かうのを誇らしく感じながら、レイドは鳥の串焼きを咀そ嚼しやくする。

　彼女はこの二年でさらに身体付きが大人っぽくなり、ときおりレイドのような子供でもドキッとするような艶あでやかさを見せる時がある。

「ほら、レイド。口の周りが汚れてるわよ」

「いいじゃん、後で舐なめとけば」

「わたしの騎士様がそんな汚れてちゃ、みっともないじゃない。それに他の子に見つかったら、またイジメられるわよ」

「それは、困る」

　この至福の時間まで奪われるのは、レイドとしても看過できない事態である。

　大人しく口元を拭われながら、レイドは周囲に視線を飛ばした。エリーゼに面倒をみられる自分を羨む視線、それを確認するために。

　半魔人の孤児。世間で言えば最下層の身分にある自分が優越感を感じられる、数少ない瞬間だ。

　事実、彼に向けられる男性の視線の大多数は、嫉妬にまみれたものばかりだった。しかしその中でレイドは、奇妙なものを発見することになる。

　庶民が行きかう、憩いの場。そんな広場の片隅にやたらと豪ごう奢しやな馬車が停とまっているのを。

　無論、そのような馬車が全く来ない場所というわけではない。しかしそういう馬車を使う貴族は、大抵この場を通り過ぎるだけで、停まるということはほとんどなかった。

　だというのにその馬車はずっと停車していた。レイドたちがその場を離れるまで、ずっと……




　それから数日して、孤児院からエリーゼの姿が消えた。

　姿を消す直前に、妙に身なりのいい男が訪れていたので、エリーゼを身請けしていったのだと、他の子供たちは判断していた。

　しかしそれはレイドにとって、納得のいくものではなかった。

　なぜなら、通常はそういう話は本人の耳にも入るため、エリーゼがレイドに話さないわけがなかったのだから。

　しかし他の子供たちには、そんな情報が流れることはない。

　エリーゼは孤児院においても高嶺の花であり、その美貌があればどこかの貴族に見み初そめられてもおかしくないと思われていたから。

　その時がついに来た、そう思われていただけだったのである。

「院長様、エリーゼはどこに行ったんです!?」

　エリーゼの姿が消えた翌日、さすがにレイドは孤児院の責任者でもある院長に、その身の行方を尋ねていた。

　しかし院長は渋い顔をして、はっきりとした答えを返せずにいた。

「答えてください、エリーゼはどこに？」

「それを知って、レイドはどうするつもりかね？」

「もちろん、逢あいに……」

「行けるはずなかろう。相手は貴族様だぞ。お前のような半魔人では、訪れただけで首を刎はねられる」

「それは──！」

　院長はわざときつい口調でレイドを責めた。こうでも言わないと、この一いち途ずな少年は本当に押しかけかねないと思ったからである。

　問題なのは、それだけではない。エリーゼの身請けをした貴族というのが、非常に評判の悪い貴族だった。

　院長としては、もちろん断りたい話だ。しかし、それはできない相談だった。

　たかが一孤児院の院長風情が、貴族の要望を足蹴にするなど、それこそ致命的な問題になってしまう。

　場合によっては、即座にこの孤児院自体が閉鎖され、保護している子供たちが路頭に迷う結果になりかねなかった。

　だからこそ、断れる筋の話ではなかった。そしてそれは、当のエリーゼも承知していた話だった。

　彼女はすべてを承知でこの話を受け、孤児院から姿を消したのだ。

「レイド、悪いことは言わない。エリーゼのことは忘れるんだ」

「そんなの、納得できねぇよ！」

「この孤児院が無くなってもいいのか！」

　それだけのことができる貴族が相手なのだ。エリーゼのことは可愛がってもいたし、信頼もしていたが、たとえ院長といえど、断れない相手だった。

　それが子供のレイドには、理解できなかった。

　ただ悔しくて視線を落とし、それから振り返って部屋を出ていこうとした。その時、見慣れない袋が目についた。

　戸棚に置かれた小さな袋。そこに描かれたドラゴンの紋章。それはただのドラゴンではなく、首が二つある特殊なドラゴンの紋章だった。

　それだけを記憶し、レイドは院長の部屋から飛び出していく。そのまま孤児院を出て、夜の街に駆け出していった。

　そんなレイドを、不思議なものでも見るかのように窓から眺める他の子供たち。

　貴族のもとに身請けされるというのは、彼らにとっては最高の就職先だ。内心ではさすがエリーゼと褒ほめ称たたえていたくらいに。

　その貴族が雇った町娘は、数日すればボロ雑巾のようなありさまになって捨てられると評判の、鬼畜と呼ばれる貴族だと知らずに。




　夜の街に飛び出したレイドは、記憶にある紋章を探して、平民が住む区画から貴族が住む区画へと移動していた。

　その境にはもちろん監視する兵士などが配置されていたが、レイドは自慢の操糸の能力で壁を乗り越え、隠おん密みつの能力で誰にも気付かれることなく貴族街に忍び込んでいた。

　そして貴族街の屋敷を隈くまなく見て回る。屋敷にはそれぞれの貴族の紋章が掲げられており、どの屋敷がどの貴族のものか、一目でわかるようになっている。

　院長室にあった小さな袋。あれほど小こ綺ぎ麗れいな袋は孤児院には存在しない。

　しかも紋章の刺し繡しゆう入りなんて手の込んだものなら、なおさらだ。

「……あった」

　レイドの予想通り、双頭のドラゴンの紋章を掲げる貴族の屋敷は、貴族街に存在していた。

　アレクマール剣王国の首都に屋敷を構えるだけあって、庭は狭いが建物はかなり立派だった。

　剣王国ではかなりの数の貴族が首都に屋敷を構えている。その密集度ゆえにあまり大きな庭を持つ貴族はいない。

　これは、剣王国が戦時中のため、即座に命令を伝達できるよう、一部の貴族を持ち回りで首都に住まわせているという事情もある。

「ここにエリーゼが……待ってろ、今助けてやるからな！」

　孤児院から持ち出した毛糸を使い、屋敷の塀をよじ登る。

　小柄な体格で、まだ子供のレイドなら毛糸の数本もあれば、身体を支えることができる。

　そうやって三メートルはあろうかという屋敷の塀をよじ登って、敷地内に降り立った。

　そこは狭いながらも芝生がきっちりと植え付けられ、丁寧に刈り込まれたいわゆる『金のかかった庭』だ。

　幸いにして人目もなく、レイドの持つ隠密のギフトを使えば、誰にも見つかることなく庭を横切ることができた。

　すでに深夜を回っており、屋敷内から漏れ出る明かりはほとんどない。

　窓もきっちりと施錠されており、外部から侵入することは不可能に思えた。ただし一階からは。

　レイドは屋上まで糸を飛ばし、よじ登る。そして厨ちゆう房ぼうの煙突の中に身体をねじ込み、そこから屋敷内に侵入した。

　夜間ゆえに厨房を使う者もおらず、かまどに火の気がないからこそできた芸当である。

「くそ、煤すすだらけになっちゃった」

　煙突内を潜くぐり抜ぬけてきたのだから、レイドの身体は煤だらけで真っ黒になっていた。

　しかしそこは考えようで、この汚れはある意味闇に紛れやすい。そう考えて手足だけを洗って、厨房を出る。

　手足を洗ったのは、侵入の痕跡を残さないためだ。

　厨房を出たレイドは、隠密のギフトの力を使い、上の階を目指す。こういう屋敷の場合、えらい人間ほど上に住むというのは、レイドにとって常識だった。

　もちろん、そうでない貴族もいるのだろうが、子供の発想ではこの辺りが限界である。

　使用人はすでに眠りについている時間のためか、廊下で人とすれ違うようなこともなかった。

　そうして順調に三階まで上がり、ようやく明かりがついている部屋を発見する。

「あそこにエリーゼがいるとは限らないけど……」

　エリーゼが使用人として連れてこられたのなら、すでに就寝しているはずである。

　しかし主人が起きているのなら、その周囲に使用人が侍はべっていてもおかしくない。そう考えて、レイドは行動していた。

　実際は子供のレイドが思いもつかないことが行われている可能性があり、だからこそこの時間まで起きている可能性が高かった。

　これは偶然の結果だが、彼は運よく正解を引き当てたと言える。

　隠密のギフトを使用したまま、ゆっくりと扉を開ける。

　気配を消せる能力ではあるが、直視されてはさすがに気付かれてしまう。だからこそ、慎重に扉を開けた。

　薄く開かれた扉の向こうには、ランプの明かりを贅ぜい沢たくに使った明るい室内が広がっていた。

　油も光明ライトの魔道具も高価な孤児院では、こんな時間に明かりをつけるなど考えられない贅沢である。

　煌こう々こうと照らされた室内は信じられないほど広く、レイドたちが食事する食堂ほどの広さがある。

　その窓際にはベッドがあり、そこからだらりと、人の首が垂れ落ちていた。

「エリーゼ!?」

　それはレイドにとっては見慣れた、そして見知らぬ表情を浮かべたエリーゼの顔だった。

　いつも優しく笑みを浮かべていたエリーゼ。だがその表情には、何の感情も浮かんでいなかった。

　いや、生気すらそこには存在しない。レイドが見たことないほどに青白い肌は、レイドに明らかな死を感じさせていた。

　矢やも楯たてもたまらず、室内に飛び込んだレイドは、そこで完全に息絶えたエリーゼと対面することになる。

　その服は剝はぎ取とられ、身体中痣あざだらけで、顔には殴られた痕跡すらある。

　下半身は血に染まり、そして首には明らかに人の手で絞められた跡があった。

「エリーゼ、エリーゼ！　起きて、迎えにきたよ!?」

　彼女はすでに死んでいる。それを認められず、レイドは大声で彼女に呼びかける。

　激しく肩を揺するが、エリーゼは何の反応も返さなかった。

「エリーゼ、起きて。起きてよぉ……」

　涙を流し、歪ゆがむ視界の中でレイドは呼びかけ続ける。しかし深夜にそれだけ騒げば、怪しまれないはずもなく。

「誰だ、貴様？」

　開け放した扉から、固太りした男が姿を現した。

　みっちりと詰め込まれた筋肉の上にたっぷりの脂肪を纏まとった中年の大男。手には槌鉾メイスを持っている。

　そして何より、全裸だった。

　それが何を意味するのか、幼いレイドに正確には理解できなかったが、この男がエリーゼを死に追いやったことだけは理解できた。

「おま、えが……お前が、エリーゼをぉぉぉぉ!!」

　叫び、ベッドのそばにあった椅子を手に殴りかかるレイド。しかしそれは、あっさりと男の手によって押さえ込まれる。

「エリーゼ？　ああ、そこの人形のことか。あっさり壊れおって、張り合いのない」

「やっぱりお前、殺してやる──」

「それより貴様、どこから入ってきた？　ここをジェイコブ伯爵家と知って潜り込んだのか？」

「うるさい、よくもエリーゼを……」

「話もできんか、役立たずめ。うん？　貴様、半魔人か？」

　そういうと男は押さえていたレイドの手を放し、代わりに槌鉾を振りかぶった。

「半魔人の侵入者なら、遠慮なく叩たたき潰つぶせるな」

　言うが早いか、容赦なく振り下ろす。レイドは反射的に手に持った椅子でそれを防ぐが、無残にも破壊される。

　その勢いは椅子を破壊するにとどまらず、レイドの横面に叩き込まれ、体重の軽い彼は木こつ端ぱのように吹っ飛ばされた。

「ぐぎゃ！」

　まるで蛙かえるのような声を上げて、レイドは壁まで跳ね飛ばされる。そのまま力なく、壁際にへたり込む。

　その顔が見る見る腫れ上がっていくところを見ると、頰ほお骨ぼねが折れたのかもしれない。

　かろうじて意識を繫つなぎ、歯を食いしばってジェイコブを見上げるレイド。その我慢強さと反骨心は子供とは思えないほど強かった。

「まだ意識があるか、面白い。もっとワシを楽しませてくれ」

　レイドの前に立ちはだかり、再び槌鉾を振り上げるジェイコブ。その一撃はレイドの頭ではなく、敢あえて肩に落とされた。

「がっ、ぎゃあああああぁぁぁぁぁぁ！」

　今度こそ、耐えられず悲鳴を上げるレイド。涙を流し、それでも憎しみの視線を向ける姿は、驚嘆に値する。

　しかしそれはジェイコブの嗜し虐ぎやく心しんを刺激するだけだった。

　糸を扱う能力では、この純粋な暴力に対抗できない。

　自分はどうしてこうも無力なのか。なぜエリーゼが死ななければならなかったのか。

　理不尽な状況にすべてを呪わんばかりの視線を向けることしかできない。

「いいぞ、その悲鳴、ぞくぞくする。さっきの人形とは大違いだ。もっと鳴け、叫べ！」

　再び振り上げられる槌鉾。ジェイコブの視線はレイドの足に向かっていた。

　今度は足を潰すつもりかと、混濁する意識の中で、どうにか理解する。

　理解したところで、子供のレイドではどうすることもできない。肩を潰され、顔は腫れ上がり、視界が半分塞がっている。

　こんなところでエリーゼの仇すら討てず、朽ち果てるのかと思うと、悔しさで涙が流れ落ちる。

　それでも、レイドは反撃をしようと微かすかに指を動かす。その時、入り口から新たな侵入者が現れた。

「間に合わなかったのか、間に合ったのか、よくわからん状況だな」

　新たに現れたのは背の高い年とし嵩かさの男だった。

　三十以上なら、どの年齢を言われても納得できそうな、摑つかみどころのない容貌。

　口くち髭ひげを蓄え、髪を後ろに流したスタイルは、どこか飄ひよう々ひようとした印象を与えてくる。

　体格はジェイコブと正反対に細く、しかし鍛え込んでいることがよくわかる。

「今日は来客が多いな。どいつも招待した記憶はないが」

「悪いが仕事だ。少しばかりやり過ぎたようだな、豚」

　ずかずかと室内に入り込み、ジェイコブを無視してベッドの上のエリーゼを一いち瞥べつする。

　その顔には明らかな嫌悪が浮かんでいた。

「いい歳としして、女の扱い方すら知らんか。豚で屑くずとは救いがない」

「言いたい放題言ってくれるな、不ふ埒らち者ものが！」

　不用意に近付いてきた男に、ジェイコブは容赦なく槌鉾を叩きつけた。それを男は半歩下がって躱かわし、逆にジェイコブの腹に膝を叩き込む。

　ドンと、重い何かが衝突するような音を立てて、床と水平に吹き飛ぶジェイコブ。壁に衝突し、胃液を吐いて這はいつくばる。

「覚悟しろ、豚。貴様は楽には死なせん」

　そういうとレイドを放置したまま、男は戦う構えを取った。

　新たに現れた男は、軽く腰を落とし、肩口まで手を上げて構えを取る。

　明らかに武器を扱うのではなく、格闘を主軸とした構えだった。

　それを見てジェイコブは鼻で笑う仕草を返す。

「格闘？　そんな戦場で使い物にならん技で、ワシをどうにかしようと思っておるのか？」

「その使い物にならん技で、貴様は這いつくばったんだがな」

　痛いところを突かれたジェイコブは、顔を真っ赤に染めて男に襲い掛かる。

　その隙にレイドは、エリーゼのもとに駆け寄っていた。

　彼女をどこかへ避難させようというのではない。彼女はすでに死んでいる。それはレイドにもよくわかっている。

　それでもジェイコブは自分の手で倒したい。エリーゼの仇を討ちたいという衝動からの行動だった。

　彼女の手は抵抗できないように、針金で縛られていた。これは言うなれば、金属でできた糸である。

　肉に食い込んだそれが、彼女の抵抗の激しさを物語っている。それを知り、レイドは一層怒りを募らせた。

　対してジェイコブは、男に殴り掛かっては躱され、足を引っ掛けられては転ぶという無様な戦闘を繰り広げている。

　そのたびに蹴りを撃ち込まれ、反へ吐どを吐いては立ち上がっていた。

「ちょろちょろと逃げ回りおって、貴様それでも戦士か！」

「暗殺しに来た者に、何を言っているんだ、お前は。頭の中身まで豚並か？」

「貴様あぁぁぁぁぁ！」

　完全に逆上し、男に殴り掛かろうとするジェイコブ。レイドはその背後から首に針金をかけ、そのまま窓から身を躍らせた。

「ぐっ、なに、を……」

「うるさい、死ね！　お前なんか死んでしまえ！」

　動かない片手で必死に針金を摑み、自重のすべてを使ってジェイコブを締め上げる。

　もちろんジェイコブが窓から墜おちれば、レイドも助かる見込みはない。たかが三階と言えど貴族の館は一階ごとの天井が高い。

　三階の窓でも十メートル以上の高さがあり、子供ならば普通に死ぬ高さである。

　それでもレイドは、自分の行為に後悔はしていなかった。

　足を壁にかけ、まるで地面を踏み締めるかのように壁を蹴り、ジェイコブを窓の外へ投げ出そうとする。

　ジェイコブが窓から落ちればよし、たとえ落ちなくとも首を絞めて殺すことができる。

「ほぅ……？」

　そんなレイドの覚悟を見て、男は感心したような声を漏らした。

「やめ……落ち、死……ぐふっ」

　たとえ子供とはいえ、その全体重を仰のけ反ぞった不安定な体勢で受ければ、抗あらがう術はない。

　ましてやレイドは、壁を蹴ってさらに中空へと身を躍らせようとしている。

　直前まで腹を強打され、胃液を撒まき散ちらしていたジェイコブでは、耐えられようはずもなかった。

「エリーゼの、仇いぃぃぃ！」

「あぐあぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　全力で壁を踏ん張り、針金を引くレイド。そしてついに耐え切れず窓から宙に投げ出されたジェイコブ。

　そのまま重力に従い、落下を始めたレイドの足を、男が乱暴に引っ摑んだ。

　そしてレイドが手放した針金と、その先に繫がったジェイコブは一人落下を始め、地面に叩たたき付つけられることになる。

　グシャッと鈍い音が響き、地面にジェイコブが倒れ伏しているのが見えた。

「ハァッ、ハァッ──」

「よくやったな、少年。多少泥臭くはあるが」

「お前……殺し屋か」

　荒い息を吐き、逆さに吊るされながら男を見るレイド。この男が真に暗殺者ならば、目撃者は消されるはず。

　そこに考えが及ぶ程度には、レイドも世の中を知っていた。

「本職ではないがな……あの豚、想像以上に手が早かったようだ」

「なんで、もっと……早く……」

「もっと早くというのなら、無理な話だ。なにせ仕事を引き受けたのが三十分前だからな」

　たった三十分でここまで到着し、ジェイコブの私室まで乗り込んできたのだから、この男の力量は底が知れない。

　男はレイドを引き上げると、エリーゼの遺体を抱き上げた。

　そしてへたり込んだままのレイドも肩に担ぎ上げ、もう一度窓に寄る。

「あ、まだ、生きて……？」

　眼下では倒れ伏したはずのジェイコブが、その場から逃げ出そうと這いずっているのが見えた。

　手入れの行き届いた芝生と柔らかい土が、致命傷を避けさせたらしい。

「この高さで下が土だから、頭から落ちなければ、そうそう死にはすまいよ」

「くそ、トドメを……」

「お前では無理だ。見ていろ」

　言うが早いか、男の周囲に風が舞い、かまいたちとなってジェイコブに襲い掛かる。

「ぎゃあああぁぁぁぁぁぁああああああ!!」

　全身の皮膚を浅く切り刻まれ、ジェイコブは絶叫を上げた。

「悲鳴が好きなのだろう？　自分の悲鳴も堪能しろ」

　続けて男はさらに別の魔法を使用する。

　風がジェイコブの方から吹き掛かり、血生臭い臭いを運んでくる。地面の芝生も、ジェイコブとは逆方向にそよいでいた。

「が、ぐがががが、げぶぶぶぶうぶぅぅぅっ!?」

　やがてジェイコブは、喉を搔かき毟むしり、ビクビクと悶もだえだす。

　そこへ叫びを聞きつけた使用人たちがやってきた。

「ぎゃぶっ！」

　同時にジェイコブの身体が弾はじけ、先ほど付けられた傷口から内臓をぶちまけて息絶えた。

「旦那様!?　ひ、ひゃああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

「あ、あれは……うぶっ」

　使用人の叫びが庭に響き渡る。同時にあまりの凄惨な死に様に、レイドは必死に吐き気を堪えていた。

　男はまるで気にしていない素振りで、レイドの質問に答えた。

「周囲の空気を遠ざけて、真空に晒してやっただけだ。普通なら膨らんで死ぬ程度なんだが、皮膚というのは意外と頑丈でな。だから前もって切り口を付けておいた」

「ひでぇ」

「屑には相応の死に様だろう」

　同時に眼下の使用人たちが、こちらに気付いたように指差してくる。

　それを見て男は軽く地面を蹴り、同時にレイドの視界が歪んだ。

　気が付けばそこは、レイドが見慣れた孤児院の前だった。

「ここは……」

「お前と、この娘の『家』だな」

「家？　そっか、家……でも、俺……帰れない」

　貴族の屋敷に乗り込み、あまつさえ、その貴族の殺害に手を貸してしまった。

　そしてそれは使用人たちに見られている。少なくとも顔は見られていた。

　この孤児院に手が回るのも、時間の問題のはずだ。

　なら自分はもうここに戻れない。それはジェイコブを倒した後から、朧おぼろ気げながら考えていた。

「お前を帰しにきたわけじゃない。この娘を送りにきたんだ」

「エリーゼを？」

「ああ。届けてやれば、ここの院長はこの死に様を見ることになる。自分の判断がどういう結果を招いたか、目の前に突き付けられるわけだ」

「そう、だな。こんなの、忘れられるはずがない」

「死ぬまでこの娘の死を背負う。それが院長の罪に対する罰だ」

　そういうと、院長の私室に再び転移し、執務机の上にエリーゼの亡なき骸がらを横たえた。

　室内に残されていた外がい套とうを取り、そっとエリーゼの亡骸にかける。

　そしてレイドの方を振り返り、告げた。

「お前はここを出るつもりなのか？」

「ああ。もうここにはいられない」

「なら、ついてこい。せっかく助けたのに、野垂れ死にされたら虚むなしいからな」

「お前のところに？」

　レイドの言葉を聞き、男は少しばかり眉をひそめた。

「男と同居する趣味はないな。ちょうどいい空き家があるから、そこを好きに使え」

「おい!?」

　言うが早いか、男はレイドの顔面をわし摑みにする。そしてまた転移魔法を発動させた。

　高位の魔法をこうも連発できるとは、かなりの魔法の達人に違いないと、レイドは悟る。




　三度、目を開いた時、そこは深い山の中だった。

　森の中の少し開けた場所で、なぜか地面に半分埋まった家が複数存在していた。

「ここは一度滅びた村があった場所だ。半分以上埋まっているが、使える家もあるだろう。そこを使え」

「い、いいのか？」

「かまわん。ほとぼりが冷めるまで好きにしろ」

　そしてレイドの肩に手を置く。そこでレイドは気が付いた。

　先ほど顔面を摑まれた時、頰ほおの痛みが引いていたことに。そして今も、砕けたはずの肩の痛みが消えている。

「いつの間に治癒魔法を……？」

「治癒はあまり得意ではない。不具合が出たらすぐに来い。俺はこの先の洞窟の奥に住んでいる」

「こんな山の中に？」

「転移テレポートが使えれば、そう不便でもない」

　言うが早いか、男はくるりと背を向ける。そのまま何も言わず、森の中へ足を踏み入れていた。

　転移魔法が使えるこの男が、わざわざ歩くというのだから、その方向に件くだんの隠れ家があるのだろう。

　ともあれ、この激動の一夜はようやく終わろうとしていた。エリーゼを失い、心身ともに疲弊したレイドは、ふらつく足取りで一番近い民家に潜り込む。

　その家は地表に出ていたのは二階部分だけだが、窓があるため、内部に入り込むことができた。

　中に入ると意外としっかりした形を残している。今は風雨を凌しのげるだけでもありがたかった。こんな山中で野外で力尽きたりしたら、確実に獣の餌にされてしまうだろう。

「エリーゼ……ごめん……」

　レイドは涙を流しながら嗚お咽えつし、そしていつの間にか気絶したかのように眠りに落ちたのだった。




　翌朝、レイドは目を覚ますと同時に涙を流した。

　いつもなら年とし嵩かさのエリーゼが、子供たちを起こして回る声が聞こえてくる時間。だというのに今のレイドの周囲にはエリーゼの声どころか、子供の寝息すら聞こえない。

　暗い廃屋の中、一人で目を覚ます孤独感に、絶望しそうになっていた。

「エリー、ゼ……もういないんだ」

　寂しさを紛らわせるため、敢あえて口にするレイド。よろめく足で廃屋から這はい出だし、改めて陽ひの光の下で周囲を見回す。

　そこはかつて村があった場所に、大量の土砂が流れ込んできたのだろう。山頂に向けてゆるやかに傾斜する上り坂は、今では半ば森に吞のまれかけていた。

　その様子から、廃村になったのはかなり昔らしいとわかる。山頂へ向かう斜面には、すでに大木が立ち並んでいたのだから。

「水……ないじゃん」

　村があるのだから、かつては井戸もあったかもしれない。しかし土砂が流れ込んで村が埋まったのなら、井戸も土の下になるはずだった。

　近くに川などがない限り、今のレイドに水を得る手段はない。

「あの男、手回しがいいようで抜けてやがるな」

　エリーゼはすでにいないが、レイドはまだ生きている。生きていれば喉が渇くし腹も減る。

　すべてを投げ出して彼女の後を追うという選択肢もあるが、幼いレイドにはその選択肢に考えが及ばなかった。

　とりあえずこの状況で最も頼りになりそうだった、昨夜の男のもとに向かうべく、森の中に足を踏み入れる。

　生い茂った雑草を搔かき分わけ十分ほど進んだところに小さな崖があり、その崖の麓に男が言っていた洞窟が存在していた。

「ここ、かな？　そういやあのオッサン、なんて名前なんだろ？」

「オッサンではない」

「ひゃっ!?」

　突如背後から声を掛けられ、レイドは垂直に十センチほど跳ね上がった。

　振り返ると、昨夜の男がいつの間にか背後に立っていた。

　手に焼けた芋を二つ持っているのが、どうにも格好がついていない。

　男はその一つをレイドに差し出し、仏頂面のまま、言い放った。

「食え、朝飯だ」

「その前に水が欲しいんだけど。顔とか洗いたいし」

　レイドの言葉に男は少し眉をひそめ、洞窟の脇に視線を飛ばす。

　その瞬間、直径一メートルほどの穴が地面に開き、続いて内部から火柱が吹き上がった。

「う、うわっ！　なんだよ、急に」

「穴を開けて内部を焼いてガラス状にしただけだ」

　続いて中空に水が生まれ、その穴の中に流れ込んでいく。

　無詠唱で立て続けに魔法を使う。それがどれほどの技量を必要とするか、この時のレイドには理解できなかった。

　それでも、男が半端ではない力量の持ち主であることは理解できた。

「水場だ、さっさと顔を洗え」

「雑だな……そういやオッサン、名前なんて言うんだ？」

「あぁん？」

「お、お兄さん」

「お前は暗殺の場面を目にした。そんな相手に名前を言うと思うか」

「暗殺って……思いっきり人に見られてたじゃないか」

「わざと見せたんだ。余計な手出しをしてこないようにな」

　あれだけ派手な死体を人目に晒さらしておけば、確かに腰が引けて手出ししてこなくなるだろう。

　そうなればエリーゼを調達したあの孤児院に疑惑が向いたとしても、余計な反撃を受けずに済む。

「そこまで考えていたんだ？」

「俺のことは『お兄さん』と呼べ。もしくは『オジサマ』でもよい」

「それ本気か？」

「冗談だ」

　全く冗談に見えない顔で、男はそう述べる。しかしそれでは何と呼べばいいのか、わからなくなる。

「本気でどう呼べばいいんだよ？」

「好きに呼べばいいさ」

　水場のそばの岩に腰掛け、手に持っていた焼いた芋を齧かじり出す。

　レイドはそんな男の横で顔を洗い、貰もらった芋の皮を剝むく。黙々と二人で芋を齧り、ふと思い出したようにレイドは男に向かって頭を下げた。

「ありがとう、昨日は助けてくれて」

「礼を言える程度の分別はあったか」

「それくらい！　それに、エリーゼのことも……」

「間に合わなかったのだから、そっちについては礼はいい」

　レイドは頭を下げたまま、続いて願いを口にする。

「それで、頼みがあるんだ」

「ん？」

「俺を、弟子にしてくれ！」

「だが断る」

　男はレイドの頼みを、速攻で却下した。

　ほとんど条件反射並みの速度で、弟子入りを却下されたレイドは、頭を下げた状態のまま、硬直していた。

　一拍置いて跳ね上がるように頭を上げ、男に食い下がる。

「なんでだよ！」

「これ以上の面倒は断る。それに男に興味はない。どうせ弟子を取るなら女がいい」

「エロ親父」

「山から追い出すぞ、このガキ」

　二人でしばし睨にらみ合あっていたが、やがて男の方が根負けしたように視線を外した。

「いいか？　人は正道に拠よる生き物だ。俺のような日陰者に弟子入りして、真っ当に生きられるはずがないだろう？」

「でも、俺はもっと強くなりたいんだ……エリーゼみたいな人をなくすために！」

「そんなことは神でも不可能だ。ましてや人の手の届く範囲など、たかが知れている」

「それでも、自分の目の届く範囲くらい！」

　拳を握って力説するレイドを見て、男は大きく息を吐いた。

「泣くな」

「な、泣いてないし！」

　力説しながらも涙を流すレイドに、疲れ果てたような声を掛ける。

　この様子を見ると、同じような状況に陥れば、また命の危険を冒しかねないと考えていた。

「俺の知ったことではないが……くそ、これだから子供は嫌いなんだ」

「頼む、お願いします……俺、強くなりたいんだ」

　今度こそ本格的に土下座を始めたレイドに、男は力なく語り掛ける。

「いいか？　強さを手に入れたいなら、騎士団にでも入ればいい」

「それはもう落ちた」

「……そんなガリガリじゃ、しかたないな。それ以外でも町道場に通うとか、方法は色々あるだろう？」

「道場みたいに正面から戦うやり方じゃ、絶対に勝てない」

「正面から、か」

　確かに道場での戦い方は、一対一で正面から対たい峙じした時を想定したものが多い。

　しかしそれでは実戦に対応できない場面も多い。むしろそんな場面の方が多いと言える。

　道場の力自慢が戦場であっさり命を落とすのが、そういう理由だ。

「俺はあんたの戦い方を学びたいんだ」

「そんな大したものは見せていないはずなんだがな」

　男はそう言っていたが、実戦経験のあるジェイコブを軽くあしらう技量に無詠唱魔法の腕など、明らかにタダ者ではないことはレイドにも理解できていた。

　それをこの歳としで理解したレイドの素質も、尋常ではない。

　それに男にしても、気になることがあった。

「そういえばお前、どうやってあそこまで行った？　あの針金を首に巻いた技も気になる」

「俺、ギフトが二つあるんだ」

「ほう？」

　百人のうち数人しか持てないというギフト。それを二つ持つとなれば、万に一人という確率にまで下がる。

　有用なギフトを二つ持っているのだとすれば、それこそ国が身柄を確保しにくるほどの逸材だ。

「ちなみに、どんなギフトだ？」

　本来ギフトの内容は、個人の切り札になり得る。それはおいそれと人に話せる内容ではない。

　それを知っていて、男はレイドに尋ねた。

「操糸と隠おん密みつ」

「それで隠れながらあそこまで……それにその組み合わせでは使い勝手が悪そうだな」

「だから国から見逃されていたのかもしれないって、エリーゼが言ってた」

「ふむ？　しかし使い勝手は悪そうだが、使い方次第で面白いことになりそうだ」

「え？」

　男はそう言うと立ち上がり、レイドに向かって告げた。

「いいだろう。これからは俺のことは『師匠』と呼べ」

「師匠……？」

「ああ、お前に戦い方と生き延びる術を叩たたき込こんでやろう」

「いいのか!?」

「まずは言葉遣いから教えるべきかな？」

　勢い込んでレイドも立ち上がる。その頭を軽く叩いて、男は溜ため息いきを吐いた。

「いいか？　俺が教えるのは戦い方だ。だが稼業的に名前を知られれば、厄介なことになりかねん。だから俺はお前を『弟子』と呼ぶ。名前を知れば、それがどこで漏れるかわからんからな」

「そんなもんか？」

「そんなもんだ。知らなければ答えようがないからな。そうと決まれば、さっさと修業に取り掛かるぞ。早く芋を食え」

「あ、うん」

　ガフガフと芋を口の中に詰め込むレイド。すぐに喉を詰まらせ、胸を叩きながら水場に駆け寄っていく。

　その様子を見て、『師匠』は改めて大きく息を吐いたのだった。




　それから、レイドは死んだ方がマシというような特訓を積んでいた。

　実際、死にかけたことは何度もあった。しかしそのたびに、『師匠』がその傷を癒いやしていく。

　たとえ手足が千切れようが、次の瞬間には元の通りに治してしまうのだから、師匠の特訓は際限なくエスカレートしていった。

　しかしそれに応えるかのように、レイドの実力も上昇していく。

　そして五年後、彼は山を下りる決心をした。

「行くのか、弟子」

「ああ、ここでこのまま鍛えていたらもっと強くなれるんだろうけど、それじゃ誰も救えないからな」

「救う義理なんかないだろうに」

「まぁ、そうなんだけどな。でも俺はエリーゼを救えなかった。エリーゼの英雄になれなかった。だから今度こそ、誰かを助けられるようになりたいと思ってる」

「ふん……勝手にしろ。これは餞せん別べつだ」

　師匠はいつの間にか、手に手甲を一式持っていた。彼がいつも付けている物と似通った、しかし微妙にデザインの違う装備。

　サイズはレイドの手にぴったりと合う大きさだった。

「指先にミスリル糸の射出機構を取り付けてある。その代わり装甲としてはかなり脆ぜい弱じやくになったがな。今のお前にはちょうどいいだろう。せいぜい敵の攻撃から逃げ回るがいい」

「最後までそんな憎まれ口を……だが、感謝する」

　腕に装着し、カシュッと音を立てて、糸の具合を確かめる。早く、滑らかに射出される糸。それを巻き上げる速度も申し分ない。

　レイドは一つ頷うなずくと、そのまま師匠に背を向けて歩き出す。

　まず目指すのはマレバの街。師匠に別れは告げない。

　どうせこの手甲の整備をしてもらいに、何度も足を運ぶことになるだろうから。
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　翌日、俺はマクスウェルの理事長室に転がり込み、例によって書類仕事に勤いそしむ爺じいさんに縋すがり着くように助けを求めた。

　マクスウェルもそんな俺を放り出すわけにはいかず、溜め息を吐いて対応してくれる。

「で、今度はなんじゃ？」

「いや、昨夜な……」

　俺は昨夜のコルティナの暴走について、多少大おお袈げ裟さに説明する。

　ハウメアという『謎の女性』がレイドだと思い込んでいること。いや、あながち間違いじゃないのだが……そこに到いたる推測の内容も含め、マクスウェルに包み隠さず話してみる。

　事情を聞いたマクスウェルは、力尽きたかのように机の上に突っ伏していた。そばにあったティーカップが倒れなかったのは、幸運と呼べるほどの勢いである。

「呆あきれた連中じゃな……いや、さすがコルティナというべきか。微妙に正解にかすっておるのがなんとも言えん。姿を変えていて正解じゃったな」

「そうか？　余計に話がこじれているようにしか見えないんだが」

「まあ、結果的にレイドという存在をお主から引き離せたんじゃから、害はあるまいて」

「いや、確かにそうかもしれないが……いいのか？」

「ハウメアはすでにこの街におらんことになっておる。コルティナやエリオットがいくら後を追ったところで、発見される恐れはない」

　確かに当人である俺がここにいるのだから、幻の姿をいくら追ったところで辿たどり着つくことはできない。

　だがその糸が途切れたわけではない。マクスウェルという発端が存在する限りは、彼女たちは諦めないだろう。

「その代わりにお前に詰め寄ってくるんじゃないか？　言い逃れできるのか？」

「む？　確かにそうじゃな……エリオットはともかくコルティナの追及は厳しいからのぅ」

「それにハウメアの姿は、街の人間にも目撃されているぞ。結構話題になってるかも」

　俺が街中を歩いていると、ハウメアと勘違いして声を掛けてくる店の主人とか結構いるのだ。

　俺はあまりあの姿では街を出歩いていなかったのだが、エリオットと一緒に買い物したりはしていた。それに襲撃時も、あの姿で街中を歩いている。

　声を掛けてきた相手は体格の違いですぐに人違いと気付いていたのだが、それでもたった数日街中にいただけなのに、ここまで有名になるとは思わなかった。

「ふむ。そういえば、エリオットにはプリシラ嬢ちゃんも付いておったの」

「ああ、いたな」

「それを含めれば、厄介なのはコルティナよりも、むしろエリオットかもしれぬ」

「なぜだ？」

「プリシラ嬢ちゃんは優秀な密偵だからじゃよ」

　俺から見れば結構未熟なあの少女だが、マクスウェルは結構高く買っているようだった。

　そういえば、エリオットも彼女には気を使っている雰囲気があったな。

「あの嬢ちゃん、よく知っているのか？」

「ん？　ああ、エリオットは妹のように彼女と接しておってなぁ。その縁でワシも結構目をかけておったのじゃ」

「まだまだ甘いと思うが」

「お主を基準に考えるでない。あれはあれで、年齢のわりにはかなり優秀な部類じゃぞ」

　確かにエリオット救出に関しては、勲章ものの機転を利かせていた。だがそれならそれで、主人が誘拐されるような状況を作るなと言いたい。

　その辺がまだ甘いと俺は思うのだが……まあ、あの時はエリオットのわがままで動いたわけだし、責任を問うのも酷な話か。

「そうなると問題は、お主の騒動の処理じゃなぁ。こればっかりは上から押さえつけても、どうにもならん」

「エリオットがプリシラを使って調査してくる可能性があるってことか」

　未熟と感じてはいるが、仮にも密偵相手となると、俺も気が抜けない。ましてや相手はマクスウェルが推す俊英。できる限り早急に対処したい。

「そうじゃな、対応策は四つあるかの」

「お、四つもあるのか！　どんな手だ？」

　まさか複数の解決策が提示されるとは思っていなかったので、俺は乗り出すようにマクスウェルに詰め寄った。

　そんな俺に、ニヤリと黒い笑みを寄こし、指を一本立てるマクスウェル。

「一つ。実際に姿を消せばよい」

「それは俺にこの街を出ろと？」

　確かに追っているのが俺なわけだから、この街から姿を消せば、少なくともコルティナの追及は逃れられる。

　それにプリシラもエリオットの護衛が本職なのだから、この街を離れるわけにはいかない。街を出れば、その追及の手は確実に途絶えると見ていい。

　しかしそれをすると、俺の魔法の勉強が止まってしまう。俺の最終目的は、あくまで男に戻ることだ。

「却下だ、却下！　魔法修業が途絶えるのは看過できん」

「では二つ目。注目をより注目される存在へずらす。つまりもっと美人を用意して、エリオットの目をそっちに注目させればよいのじゃ」

「その美人はどこから調達するんだ？」

「お主が幻覚で作るしかないわな」

「大却下だ、バカ野郎！」

　美人と話題になっている俺から目を逸そらすために、より美人を作るということは、矛先が逸れるだけでまったく問題の解決になっていない。

　逸れた先が別人ならともかく、どっちも俺では状況がまったく変わらない。

　何度も繰り返せば、カラクリがばれる可能性だって高まる。

「では三つ目。これは二つ目の発展形じゃな。大きなイベントを起こして興味の矛先を逸らすのじゃ」

「具体的に言うと？」

「祭りを主催するとかじゃな。幸い魔術学院はこの街でも注目度は高い。そこでイベントを起こせば、お祭り騒ぎになって教員のコルティナもエリオットも忙しくなる」

「悪くないな……どんな祭りをやればいい？」

「市民受けする武闘大会なんてどうじゃろ？」

「俺が優勝するに決まってるだるぉ!?」

　魔術学院に入学する生徒はエリートとはいえ、しょせん子供である。熟練の技を持つ俺の敵ではない。

　ブッチギリで優勝してしまったら、下手をすれば俺の正体にまで辿たどり着く者も出るかもしれない。

　わざと下手な振りをする手もあるが、熟練者の体たい捌さばきというのは、素人とは圧倒的にモノが違う。足の運び一つとっても、見る者が見ればわかる。

　わざと弱い振りをしていれば、逆に怪しまれてしまう可能性が高い。

「なら四つ目しかないな。しばらくほとぼりが冷めるのを待つ」

「……結局、それしかないか」

　一時的な狂乱ならば、時間をおけば冷静になって目も覚めるはず。

　その案は実に的確ではあるが、いくつかの問題もある。

「問題はどれくらいの期間、どこへ身を隠すか、だな」

「ふむ……レイド、お主確か手甲を壊しておったな？」

「ああ、あれも修理しないといけないんだが──」

　だがあの手甲はアレクマール剣王国に隠れ住む、俺の師匠であり、腕利きの鍛冶師が作った一品物。おいそれと手を出せる品ではない。

　その精密無比な構造は、下手な鍛冶師が手を出せば、再生不能な障害を受ける可能性もある。

　しかし左の手甲などは、すでにぐしゃぐしゃに壊れている。その砕けた手甲が緩衝材となってくれたおかげで、俺の左腕は無事だったとも言えるのだが、放置するわけにもいかない。

「アレを直すには、作った鍛冶師のもとに行かないとな」

「それはどこじゃ？」

「む？」

　いくら仲間とはいえ、口外できない問題もある。

　特に師匠は超が付くほどの腕利き鍛冶師であり、俺の武器を作った人物。その腕前が知られれば、確実に面倒ごとに巻き込まれる。

　だからこそ、俺も師匠も、お互いの存在を口外無用という約束で、これまで生きてきた。

「できるならば話したくないんだけどな」

「別にワシは構わんが……その鍛冶師の居場所は今のお主が行ける場所なのか？」

「……まず不可能だな」

　アレクマール剣王国は、大陸南東部に位置する国だ。

　元々は南方全域を支配していた都市国家群が三つに分かれ、その時に独立した地域でもある。それ故に南方三国は互いに睨にらみを利かせあっており、今でも少々不穏な雰囲気が漂っている。

　何より距離の問題もある。ラウム森王国からアレクマール剣王国までは、徒歩でおよそ一か月はかかる距離がある。

　俺の足ではさらに倍はかかるだろう。そんな長期間家を空けるわけにはいかない。さすがにコルティナに心配をかけてしまう。

「まあ、お前を信頼してるから言うが、こいつを作ったのはアレクマール剣王国にいてな。南方三国は今も不穏な空気が漂っている。俺一人でそこに向かえば、なにか問題も起きかねない」

　コルティナの養い子でもある俺は、悪党から見れば『商品価値の高い子供』に見えるだろう。そういう問題はできるだけ避けておきたい。

「剣王国か……ふむ、ではこうしよう。校外学習の行き先に選んでしまえばよい」

「はぁ？」

　マクスウェルの提案に、俺は呆れた声を返すしかなかった。

　元々、魔術学院は富裕層や貴族の子弟が多く通うため、寄付などが多く集まり、資金は潤沢に存在する。だからといって運営側がすべてを懐に入れていては、これも問題視される。

　なので、校外学習と称して旅行に出かける機会を、多く設けていた。こうすることで、生徒たちは見識を広め、儲もうけ過すぎという批判を避けることができるらしい。

「予定されておった旅行ではないが、幸い学院の予算はまだまだ余裕がある。四年以降の上級生を各地に旅行に送るだけの余力はある」

「四年以降？　俺たちの学年だけでいいじゃないか？」

「それだとお主の学年だけ贔ひい屓きすることになるじゃろ。旅行に連れ出すなら全員じゃ」

「なら低学年も連れていってやれよ」

「低学年はさすがに幼過ぎてな。お主ほど物分かりの良い子は少ないんじゃ。それに親元から離れるのをまだ嫌がる生徒もおる」

　各地の貴族が通う学院は、寮も設置されているほど、住み込みの生徒が多い。

　だがそれがすべてというわけではない。地元の貴族や富豪……マチスちゃんのような生徒も一定数存在する。

　そういった生徒の中でも幼い連中は、親元を離れて旅行するのを怖がる者も多いらしい。

　それに分別がつかない年齢では、旅行先で問題行動を起こさないとも限らない。

　旅に出るなら、ある程度自分を律することができる年齢にならねば、厄介ごとの方が多くなってしまう。

「なるほど。で、各地ってのは？」

「旅行先がどの学年もアレクマール剣王国になってしまえば、彼の地に何かあると勘ぐる輩やからも出てくるじゃろ？」

「確かに飛び込みで発生した旅行で数学年まとめて剣王国に旅行ともなれば、何かあると考える連中も出てくるな」

「だから旅行先はあちこちに分散させておくのじゃ。最高学年は大陸東部のマタラ合がつ従しよう国こく、五年は大陸北部の三か国連合という風にな」

「で、俺たちは『偶然』アレクマール剣王国に旅行に行くと？」

「それならば、違和感を覚えられることはあるまい」

　複数の学年が、大陸の各地に旅行に出るのだから、その一つに俺の故郷が紛れていてもおかしく思われることはない。

　しかし数百人を各地に送るとなると、莫ばく大だいな額がかかるはずなんだが。

「金は大丈夫なのか？」

「むしろ余り過ぎて困っておるよ。ラウム魔術学院の名声は、ちょっとしたブランドにまで高まっておるからの」

「つまりまだまだ余裕がある、と？」

「あと二、三回は飛び込み旅行に放り出せるぞ」

「予想以上に大儲けしてんな、オイ!?」

　およそ三百人近い数を各地に送り込める資金があることに、俺は驚いた。寄付金だけで、そこまで儲かるとは思えないのだが。

「景気のいい話だが、そこまで寄付金が集まるとかおかしくないか？」

「それなんじゃがのぅ。ほら、お主のおかげでもあるんじゃよ？」

「俺？」

「そうじゃ。ライエルとマリアの子。それが魔術学院に通っておる。これを機にお近付きになろうという貴族は多い。お主が入学してから、貴族連中の志願者が激増じゃ。おかげでウハウハじゃぞ？」

「俺を客寄せの珍獣扱いすんな」

「さらにレティーナ嬢の市し井せい人気も捨てがたい。高貴な血筋なのに気さくで愛らしいと評判での。ぜひ同じ学院へという富豪も出てきておるよ」




　街中では『暴れ馬』などと揶や揄ゆされることも多いレティーナだが、その評判は好意の裏返しでもある。そんな彼女が元気に暴れ回っている学院に、我が子を通わせたいと思う親が出てきてもおかしくはないところか。

　それに、マクスウェルのいうこともわからなくはない。俺という存在は、この世界においてかなりの重要人物になることは間違いない。

　ライエルとマリアはこれから衰えが見え始めると思われているが、実際のところは破戒神より譲り受けた薬のおかげで、あと数十年は現役でいられるだろう。

　マクスウェルも老齢とは言え、残る寿命は下手な人間よりも遥はるかに長い。コルティナとガドルスも、まだまだ先はある。

　そんな彼らに太いパイプを持つ俺は、まさに世界の重要人物になりうる存在。

　そういった人脈を持つ俺と、お近付きになっておこうと考える貴族が増えるのも、当然の結果だ。

　近い年頃の子息を持つ貴族なら、こぞって魔術学院に送り込もうとするだろう。

　幸いというか、レティーナが優秀な防波堤になってくれているので、俺の今の生活は脅かされていない。

「まあ、そんなわけでな。予想外に儲けは出ておる。それにお主の生活を守ってくれておるレティーナ嬢にも、恩返しをせんとなぁ」

「それがこの旅行か？」

「侯爵令嬢である彼女が社交界にデビューしてしまえば、そう簡単に遠方に旅をする機会などあるまい。遊ぶなら今のうちじゃよ」

「ふむ……」

　一緒にいると忘れがちな事実だが、彼女はれっきとした侯爵令嬢。卒業した後は社交界にデビューして、この国の貴族を相手にせねばならなくなる。

　今は放任主義のヨーウィ侯爵の教育方針のおかげで、俺と冒険者の真似まね事ごとをできているが、それだって長い期間ではない。

　彼女が自由に羽を伸ばせるのも、今のうちだけだ。

　だからこそ、マクスウェルはできるだけ楽しめる旅行を提供したいと考えているのだろう。

「そうだな、悪くないか。それで……冒険者支援学園の方はどうするんだ？」

　具体的に言うと、ミシェルちゃんの扱いである。彼女だけ留守番というのも可哀かわい想そうだ。

「それなんじゃがなぁ……あちらはあまり収益が出ておらんので、旅行費を出すのが難しいんじゃ」

「まあ……そうだろうな」

　魔術学院の収益は、俺という客寄せの副次効果に過ぎない。冒険者支援学園の方にはその効果は波及していないため、利益は増えていないだろう。

　それに冒険者支援学園というだけあって、根無し草の冒険者を両親に持つ者も多く、そこからの寄付はあまり多くない。

「魔術学院の資金から捻出してやるわけにはいかないか？」

「さすがにそこまで自由に金は動かせん。ワシ一人で運営しておるわけではないからのぅ」

　マクスウェルは渋い顔で俺の提案を却下した。この辺りは気ままに振る舞っていても経営者というところか。

　奴やつの言うことも一理あるので、ここは大人しく引き下がっておくことにする。

「今回はミシェルちゃんは留守番ということになるか……」

「特例として連れ出すことはできるが、それは教育者として、あまり良くはないのでな」

「お前個人の予算を回すことはできないのか？」

「今年だけのイベントならともかく、一度やってしまうと来年もという意見が出るじゃろうし、定例イベント化も考えておかねばならん。そうなると、まずは様子見というところになる。ひと息にあちらも、とはいかんじゃろうな。なにより資金の混同は良くない」

　しかめっ面で茶をすするマクスウェル。

　こういうわけで、俺とマクスウェルによるアレクマール剣王国への旅行が決まったのだった。




　とりあえずマクスウェルと、今後の予定を取り決めた後は、先日の事件について話し合うことになった。

　まずは捕らえられたタルカシール伯爵の、その後について尋ねる。

「そういやあのクソ貴族はどうなった？」

「それなんじゃがのぅ……」

　珍しくマクスウェルが言い難にくそうに口くち篭ごもる。

　それもそのはずで、タルカシール伯爵は捕縛された次の日の晩──つまり昨晩、何者かによって暗殺されたのだそうだ。

「警備は万全なはずじゃった。魔術的な監視網を構築しておいたわけではないが、衛え士じたちが厳重に見張っておったはずなのじゃ」

「それなのに、なぜ殺された？　何時いつ？　犯人は？」

　マクスウェルに矢継ぎ早に問い詰める。どうやら昨夜の宵の口、監視の交代の隙を突かれて殺害されたらしい。

　警備に人員は割いていただけに、刺客はよほどの腕前と見える。

「今の状況で、一番怪しいのは……お主じゃな」

「なんでそうなる!?」

「動機は無視して、『監視を搔かい潜くぐれる者』と想定した場合、真っ先にお主が思い浮かんだだけじゃよ」

「俺に動機はないだろ。それにその時間はフィニアと一緒に風呂に入っていた」

「ほぅ？　相変わらず仲良くやっているようで何よりじゃな。で、感触は？」

「聞くな!?」

　不ま味ずい。いや、フィニアたちと風呂に入っているのは、マクスウェルも知っていることではあるのだが。

　フィニアは大きくはないが、実に柔らか……いや、なんでもない。とにかく話を戻す。このままでは際限なく話が脱線するから。

「そもそも捕らえたのは俺だぞ。殺す気なら、あの時にさっさとやっている」

「そうじゃな。つまり犯人の目星は全く付いておらん」

「なんだよ、頼りねぇな」

　俺はマクスウェルの、珍しい失態に吐き捨て、理事長室を荒らし始めた。

　いつものことなので、マクスウェルももはや咎とがめるような真似はしない。俺の探索は荒らした後にきちんと片付けるので、掃除の必要はないからだ。

　むしろ、大おお雑ざつ把ぱなこの爺じいさんの部屋が逆に片付くくらいである。

　書棚の分厚い百科事典の裏に、珍しいビスケットを発見。ゴマを練り込んで香ばしく焼き上げた、街の有名店の品だ。

　この爺さんは、まるでリスが冬備えをするかのように、食い物を隠し持つ癖がある。

　これは王家にいた時代、毒見が済んだものしか口にできなかったので、美味うまいものを確保しておく癖がついたせいだと言っていた。

　もっとも視線を逸らして言っていたので、怪しいところではある。

「こういうのを独り占めすんなよ」

「勝手に荒らしておいて何を言うか。まったく……」

　持ち込んだ弁当を理事長室の机に広げ、その脇にデザートとしてビスケットを完備。

　そんな俺にお茶を振る舞いながら、マクスウェルは続けた。

「交代の隙を突かれ、監視の目が緩んだ時間があったのは否定できん。ワシはエリオットとプリシラに付きっきりじゃったし、牢ろう獄ごくの警備についていた者を、ワシらと比べるのは酷というモノじゃ」

「そりゃ……なぁ」

　唐突に警備体制が変わったため、逆に隙ができるということは、よくある。

　しかし、それを補えるほどの人数が動員されてなお、監視網を搔い潜られている。

　それをこなせる者の心当たりを考え、真っ先に俺を思い浮かべるのは、マクスウェルならばしかたない。

　俺が現役の時代、敵やモンスターの目を堂々と搔い潜る場面を、何度も目にしているのだから。

「つまり俺並の隠おん密みつ能力を持つ誰かってことか」

「数はかなり限られそうじゃな。今、裏社会に詳しい連中から情報を集めているところじゃ。一般人としては精一杯の警備だったと、ワシは判断しておるよ。むしろ、手早く暗殺者を送り込んだ相手の方が一枚上手だったと褒めるべきかもしれん」

「ってことは、逃げた仮面の男の正体も……？」

「わからずじまいじゃなぁ」

　タルカシールが捕縛されたその日のうちに刺客を送り込んできているところから見て、子飼いの暗殺者の可能性もある。

　そういったネットワークを持つには、結構な時間がかかるはずだ。

「なら、仮面の男はこの街に詳しい奴ってことになるな」

「そうじゃな。それと貴族。タルカシールの奴はことのほか権威主義の塊じゃ。自身に近付く平民など許すはずがない」

「この街にある程度住んでいて、そこそこの位を持つ貴族か。しかし、それだけじゃ到底絞り切れない」

「まあ、少しずつ包囲網を狭めていってやるわい。逃がしはせんて」

「そう願うね」

　肩を竦すくめてみせるマクスウェル。結局、仮面の男には見事に逃げ切られたようだった。




　マクスウェルにより、急きゆう遽きよ計画された校外学習で、俺たち四年生はアレクマール剣王国へ向かうことになった。

　旅行の周知と参加者の募集、そして準備があるので、それまで一か月程度の時間がかかるらしい。

　一か月も経たつと、もう七月。例によって水練の授業も始まり、最近特に性差の出てきたクラスメイトたちが肢体を晒さらす羽目になる。

　そしてその視線は、俺にも向かってくることになる。

　特にこの時期、男子の視線に色が混じってきているので、正直気持ち悪い。

「まさか俺がこんな視線に晒されるなんて……」

　水練場の遊泳池でざっぱざっぱと水を搔かき分けながら、俺はそんなことを考える。

　三十メートル近い距離を泳ぎ切るのは、俺の体力では少々厳しいが、水に入った瞬間気絶してた入学当時を考えると、格段の進歩である。

　それに水の中だと視線に晒されずに済む上に、余計なことも忘れられるので、むしろ陸上より気が晴れる。

「おー、ニコルちゃんも結構泳げるようになったわね」

　泳ぎ切った先で、コルティナが俺を出迎えてくれた。

　寿命が長めの猫人族だけあって、四十が間近な年齢にもかかわらず、その肢体は凄すさまじく若々しい。二十歳前と言われても充分に通用しそうだ。
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　特に露出の多い水着姿だと、眼福極まる。

「って、それだと男子と変わらないじゃない」

「ん？　いくら泳げるようになったといっても、さすがにそこまでは無理なんじゃないかなぁ？」

　俺は自身の視線について述べたのだが、コルティナは俺の水泳技術のことだと思ったらしい。

　この年齢になってくると、男女で運動能力にも差が出てくるので、男子の方がわずかに速く泳げるようになってきていた。

　もちろん、糸を使って筋力強化すれば、それに負けない速度で泳ぐことができるのだが……いや、むしろ全身を糸で操る訓練になるか？

　次に泳ぐ時は、水で見えなくなるような糸を使って試してみよう。

「ふぅ」

　水から上がり、髪を纏めていた帽子を脱ぎ棄すて、タオルを取る。早く拭かないと、体が冷えてしまうからだ。

　帽子から長く伸ばした髪が流れ落ち、身体に纏まとわりつく。その感覚が妙に不快だった。

　滴る水滴を用意しておいたタオルで拭き取っていく。ごしごしとこするのではなく、丁寧に押さえるように。そうしないと髪が傷むと、フィニアにしつこく言われている。

　森の中のじっとりとした空気に、照り付ける太陽が重なり、蒸し暑さが襲い掛かってきた。

「この時期って、立ってるだけで体力消費しちゃうね」

「いやー、ニコルちゃんのそれは、それが理由じゃないと思うんだけど」

　水から上がった俺の足は、疲労でプルプル震えていた。体力不足はやはり如何いかんともしがたい。

　しかも少し肌が赤くなってきている。日焼けに対してもかなり弱い。今夜の風呂は沁しみるかもしれない。

「うぬぅ、これでも大分マシになってきてるし」

「うんうん。昔は水に入っただけでクラゲみたいに浮かんでたものね？」

「これも成長期の成果」

「そうね。水着も二回買い替えたものねぇ」

　入学当初から俺の身長は三十センチばかり伸びていた。水着も相応に用意する必要があったため、何度か街に買いに行く羽目になった。

　なぜ『羽目になった』かというと、そのたびにコルティナとフィニアに着せ替え人形にされたからである。

　水着を買いに行ったはずなのに、なぜかドレスを着せられたのは少しばかり困った。店の人も困ったような顔をしていた。

「じゃあ、元気なニコルちゃんはもう一本行っとこうか？」

「……まあ、いいけど」

　もう一本泳ぐのはさすがにきついが、好奇の視線に晒される方がつらい。

　水から上がった俺に向かって、男子どころか女子の視線まで飛んできている。思わずどこかおかしなところがあるのかと、自身の身体を見下ろしたくらいだ。

　まだ平へい坦たんな胸、筋肉の付かない手足、真珠のような輝きを放つ爪、赤ん坊のように水を弾はじく、張りのある肌。

「うぬぅ……」

　くそう、どう見てもお子様じゃないか。隣に立つコルティナの色気ある肢体と比べると、悲しくなってくる。

　彼女は競技用の水着に身を包み、細身ながらも女性をしっかりと感じさせるスタイルを惜し気もなく晒していた。

　俺が男のままだったら、間違いなく興奮を覚えていたところだ。いや、今でも興奮は覚えるが、それが『表』に出ることはない。俺の愛棒は……もういないのだ。

「コルティナ、嫌み？」

「なんでそうなるのよ？」

　呆あきれたように返してくる彼女から逃げるように、俺は遊泳池の縁に立つ。

　ひょっとすると、男子生徒は俺じゃなくコルティナを見ていたのかもしれない。きっとそうだ。そういうことにしておこう。

「じゃあ、いってくる」

「え、ほんとに？　自分で言っといてなんだけど、気を付けなさいよ。ニコルちゃん、そろそろ体力が限界でしょ」

「なんでそこで驚くの……」

　そう聞き返してくるところを見ると、俺に『もう一本行っとけ』と言ったのは冗談交じりだったのか。

　俺はコルティナに一言返した後、もう一度水の中に飛び込んだのだった。




　　　　◇◆◇◆◇




　勢いよく遊泳池に飛び込んでいくニコルを見て、コルティナは大きく溜ため息いきを吐いた。あれは、どれだけ自覚を持っているのだろうか、と。

　彼女はこの三年──いや、四年目に入るが、コルティナのもとで大きく成長していた。

　手脚はスラリと伸び、体付きも丸みを帯びて艶あでやかさを増している。

　水泳用に髪を纏める帽子を取った時など、青銀の髪がまるでシャワーのように体に纏わりつき、女性である彼女ですら生唾を飲み込んだほどだ。

　男子生徒が食い入るように彼女を見つめていても、多少は仕方のないことだと、コルティナも納得している。

　しかし彼女ニコルにその自覚はない。自身が平均以上の容姿を持っているという自覚はあっても、それが早くも傾国の美女に匹敵する美貌だとは思ってもいない。

　無防備で、明け透けで、まるで少年のような気安さで接してくる。それがどれほどの勘違いを周囲に撒まき散ちらしているのか、把握していなかった。

「もうちょっと、自覚を持たせた方がいいんだけどなぁ」

　無論、通り一遍の授業は受けさせている。

　十歳にもなれば性教育の時間もある。ニコルもそれを受けてはいたが、いかにも生臭い物を見るかのような態度で、興味はなさそうだった。

　おそらくはマリアとライエルが──おまけでフィニアも──大事に、丁寧に、箱入り娘に育てたせいで、性関係に潔癖な性格に育ってしまったが故だろう。いや、多感な時期は自分が育てていたのだから、自分のミスか。

　コルティナはそう考え、勢いよく遊泳池を泳ぐニコルに視線をやる。そこには少女とは思えぬほど綺き麗れいなフォームで水を搔き分ける姿がある。

　それを見ながら、しかし意識は別の方向へと向かった。

　周囲で休息をとる男子生徒も、まるで美しい花を見つめるかのように、ニコルを眺めていた。否、男子だけではない。女子の大半も、憧憬の篭こもった視線を送っている。

　この魔術学院で、彼女は呆れるほどに注目を集める存在になっていた。自覚が無いのは本人だけである。

「もっと自分が『美少女である』って自覚を持たせないと、トラブルに巻き込まれちゃうわね」

　うんうんと頷うなずき、腕を組むコルティナ。そこへ生徒の切羽詰まった声が飛んできた。

「コルティナ先生！　ニコルちゃんが！　また浮かんでる!?」

　ハッとして視線を戻すと、意識を外した一瞬でニコルは溺れ、クラゲのように漂っていた。

　やはり彼女の体力で五十メートルはきつかったようだ。コルティナは慌てたように水に飛び込み、救難に向かったのである。




　　　　◇◆◇◆◇




　今回の旅程は三泊四日と、この歳の学生としてはそれなりの長旅になる。

　そのため、冒険者ギルドにある転移魔法陣を使用するのかと思ったのだが、魔法はマクスウェルが使うらしい。

　転移魔法陣は冒険者ギルドが独占している施設で、使用するには非常に大量の魔力を消費する。そのため、かなり高額な料金設定がされていた。さすがに今回も数百人分の資金を出すのは、景気のいい魔術学院でも難しかったらしい。

　とはいえ徒歩で向かうならば、一か月かかる距離をこの期間で往復できるのだから、転移魔法というのは便利極まりない。

　各国がこの魔法の使用に、神経を尖とがらせる理由もわかるというモノだ。

　俺以外の生徒にとっては観光旅行のようなものなので、魔術学院はかなり浮かれた雰囲気が漂っていた。

　レティーナもまた、旅行先で着る服を選ぶために俺を引っ張り出していた。

「なぜ服を？」

「初めて行く土地ですのよ？　舐なめられないようにきちんとした服装で向かわないと」

「行事中は制服だし、寝る時は運動服だよ？」

「自由時間は私服も可能でしょう？」

「わたしはその時間も制服のつもりだったのだけど……」

「そんなの、わたしもコルティナ先生も許しませんわ！」

　こんな調子でショッピングに引っ張り出され、街中を駆けずり回る羽目になっていた。

　相変わらずレティーナの母親のエリザさんは付いてきていない。それだけ俺が信用されているということなのだろう。

「エリザさんは今日もお留守番？」

「お母様は今日はアイニ公爵のお茶会に招待されてますの」

「公爵様かぁ」

　このラウムでは公爵は王家の親族に与えられる称号でもある。つまりマクスウェルの血縁に連なる者であり、国の重鎮でもある証あかしだ。

　そんな人物に招待されたら、よっぽどの事情がない限りは断れない。

「あ、この靴可愛かわいい！」

　レティーナは俺の感嘆を無視して、靴に夢中だった。

　しかし靴まで持っていくのか……？

「向こうで靴まで履き替えるの？　荷物多くなるよ？」

「た、多少なら大丈夫ですわ！」

「冷や汗かいてるよ」

　想定された荷物の量を思い出して、ダラダラと汗を流すレティーナ。

　彼女の衣装を考えれば、三泊の旅行に衣装ケース三つ分以上の量を持ち込むことになる。

「さすがにそれはマクスウェルも怒ると思う？」

「……服はまたの機会に着るとしましょう」

　六英雄の大ファンであるレティーナは、その一言であっさりと諦めた。

　一応俺も、その一員なのだが、どうにも納得がいかない気分だった。




　そんな感じで時間は過ぎていき、出発の日になった。

　なおその間、マクスウェルは必死にコルティナの追及を避けていた。しかし、顔を見かけるたび転移魔法で姿を消すのはどうかと思う。

　さすがのコルティナも、神出鬼没なマクスウェルは追いきれなかったようで、追及しきれずにいたようだ。

　そして出発当日。早朝から学院の校庭に三百人近い人数が集まり、出発に備え待機している。

　今回は学年ごとに目的地が違うので、冒険者ギルドの転移魔法陣を使用できない。ギルドでも三百人の転送は無理だったらしい。

　なので、魔法はマクスウェルが使用することになる。転移門ポータルゲートの魔法を範囲拡大して使用し、約百人を一気に目的地に送り込むらしい。

　正直言うと、高位の魔法をさらに範囲拡大するなど、普通ではあまり考えられない魔力の浪費振りだ。しかもそれを三度も行うのだから、マクスウェルの魔力の強大さがうかがい知れる。

「ワクワクしますわね！　わたし、アレクマール剣王国には行ったことがありませんの」

「南の方だから、気候からしてかなり違うよ」

「あら、ニコルさんは訪れたことがありますの？」

「うっ、その……話に聞いただけ」

「ああ、ライエル様とマリア様なら訪れたことがありそうですわね」

「そういうことにしておこう」

　実際、俺たちは北の邪竜退治に駆り出されたので、南方のアレクマール剣王国には訪れたことはない。単に俺がその地方で育っただけの話だ。

　この方面で活動していたコルティナと俺は確実だが、大陸中央のフォルネリウス聖樹国出身のマリアが剣王国を訪問した経験があるかどうか、俺にはわからない。ライエルも南方出身だが、奴やつは南西部に位置する国の出身なので、剣王国からは離れている。おそらく訪問したことは無いと思われる。

　だが、転移魔法が使えるということは、マクスウェルは訪れたことがあるのだろう。転移魔法の発動条件に、『転移先に訪れたことがある』という条件が存在するためだ。

　いつもよりテンションの高いレティーナだが、よく見るとベレー帽に花を模かたどったブローチが飾られていたりする。

　どうやらできうる限りのオシャレはしてきているようだ。

　対する俺はいつもの制服姿に、いつものがっちりしたブーツ。規定の制服のベレー帽の上には、カーバンクルのカッちゃんが乗っかっている。

　荷物も最小限に抑えているので、周囲の生徒たちの中でも飛び抜けて少なかった。

「ほれ、最後は四年じゃ。アレクマールにはワシも一緒に行くからの」

「ええぇぇぇぇ!?」

　出発の直前になって、マクスウェルが爆弾発言をした。だが俺は事前に聞いていたので驚かない。これも理由あっての発言だった。

　俺たちが宿泊する予定なのは、アレクマール剣王国の首都マレバ。

　手甲を直すための目的地は、そこから数時間ほど歩いた山中に隠れ住む師匠のもとだ。だが、俺の体力では単独で山登りをするのは、いささか不安がある。

　そこで転移魔法が使えるマクスウェルが付き添うことで、その不安を解消しようという考えだ。

「ちょっと、マクスウェル。私は聞いてないわよ？」

　そんなマクスウェルに真っ先に嚙かみ付ついたのは、案の定コルティナだった。というか、彼女くらいしか六英雄にして理事長のマクスウェルに反論できる者はいない。

「内緒にしておいたからの。当然じゃ」

「内緒もクソも逃げ回ってたじゃない、アンタ！　それに宿の都合とかもあるのよ？」

「そんなもん、ラウムに戻れば問題なかろう」

「……ああ、そうだったわね」

　転移魔法を使えるマクスウェルは、いざとなったらラウムに帰還して休むことができる。無理にマレバに泊まる必要はない。

「これだから転移魔法持ちは……気の向くままにあちこち飛び回るんだから」

「ワシだってたまには息抜きしたいんじゃよ。老骨をこき使いおって」

「そりゃ、理事長の仕事にニコルちゃんの魔法訓練。最近じゃ治安の方でも忙しいし、疲れてるのはわかるけどさぁ。生徒が緊張するじゃない」

「お主がそれを言うか？　同じ六英雄じゃろ」

「私はいいのよ。生徒も慣れてるから」

　確かにコルティナは教師として日頃から接しているので、六英雄として向けられる敬愛は少なめだ。

　生徒も尊敬はしているが、他の教師に接するような気安さも存在している。

「そんなわけじゃからワシのことは気にせず楽しんでくるといい」

「無む茶ちや言うな！」

　理事長で、六英雄のマクスウェルが同行して緊張するなというのは不可能だ。

　周囲を見ると、やはり生徒たちはもちろん、教員までも緊張の面持ちをしている。そこで俺はあることに気付いた。

「あれ、エリオット先生は？」

　教員たちの中にエリオットの姿が無い。もちろん、プリシラの姿も無かった。

「ああ、彼は今回は同行できんのじゃ。ほら、この間の事件があったじゃろう？　護衛の目の届かぬ場所に足を延ばすのは、ちょっとな」

「なるほど……」

　この街にはプリシラ以外にもエリオットの護衛がいる。しかしアレクマール剣王国に旅行となると、護衛たちがついて来られない。

　なので、今回の同行は見合わせることになったらしい。これは俺にとっても、僥ぎよう倖こうである。

　付きまとわれて、こっそり手甲の修理に向かえなくなる可能性もあったからだ。

「それはそれで、可哀想な気もしないでもないけど……しかたないか」

　エリオットは、かなり無理を押してこのラウムにやってきている。その上急きゆう遽きよ決まった旅行にまで同行するのは、さすがに無理があった。

　こうして俺たちは、マクスウェルの魔法でアレクマール剣王国へと旅立った。




　例によって転移の光が収まると、周囲の光景が一変していた。

　今回の転移先はマレバの近く。ギルドの施設を利用したわけではないので、転移場ではない。

　広々とした草原が広がり、街の西には険しい山が聳そびえ立っている。

　師匠の話ではあの山はかつて噴火したことがあるらしく、寄り付く人はいない。しかも破戒神ユーリの聖域でもあったらしい。つまり、俺のご先祖様の故郷というわけだ。

　そんな神の聖域であり、噴火の危険もあるため、街の近場でありながら、ほとんど人が寄り付くことはない。

　だからこそ……そこに世捨て人の師匠が住み着くには、都合が良かった。

「……変わってねぇな」

　前世の俺が死んでから二十年。その光景は全く変わっているようには見えない。

　郷愁に囚とらわれ、ポツリと呟つぶやいた俺とは対照的に、レティーナはパタパタと自分の服を叩はたいていた。

「なにしてるの？」

「ニコルさんは感じません？　なんだか……空気が変？」

　そう言われて俺も、服を叩いて空気を取り込み、その感触を確かめた。そしてすぐに得心が行く。

「ああ、これはここが樹海じゃないから」

「何か違いますの？」

「ラウム森王国は国全体が深い森に覆われているからね。じっとりとした湿気がどうしても纏わり付いてくるの。でもこのアレクマール剣王国はそれほど森が深くない。だから服が張り付くような感触が無いでしょ」

「そういえば、緑の匂いじゃなく、土の匂いがしますわね」

「そこまで酷ひどくはないんだけど……ラウムと比較するのは可哀想かな」

　アレクマール剣王国は森が深くないとはいえ、自然が少ないわけではない。

　だが隻腕の戦神アレクを崇あがめ、剣術を至高とする武の国であるため、鍛冶も発達している。

　それに応じて各地で森林の伐採や、鉱石の採掘が進んでおり、森林面積は減少気味だった。前世では。

「この国は豊富な水と木材を利用した鍛冶が盛んなんじゃ。鉱石だけは大半をマタラ合がつ従しよう国こくから輸入しておるがの」

　俺たちの会話を聞き、マクスウェルが割り込んできた。彼もこの地を訪れたことがあるなら、昨今の世情についても詳しいはず。

「マクスウェル様!?　あ、そっか、ついてきてたんだ」

「そんなオマケみたいに言わんでも」

「これは失礼を！　それにしても、マクスウェル様はともかく、ニコルさんも詳しいんですのね」

「パ、パパから聞いたし……？」

「なぜ首を傾かしげながら答えるのかしら？」

「なんとなく！」

「そう？」

　ぐっと拳を握り締め、強弁する俺。その勢いに押されて、はぐらかされたことに気付かず、仰のけ反ぞるレティーナ。

　そんな俺たちの頭を、マクスウェルは笑いながら撫なでる。ちなみに俺の頭にはカッちゃんガードが付いているので、髪型は無事だ。

　ぐしゃぐしゃと頭を搔かき回され、レティーナはうれしいような悲しいような、微妙な表情をしてみせた。

　貴族令嬢として、女子力の高さを標ひよう榜ぼうしている彼女にとって、髪を乱されるのは悲しい出来事だったのだろう。同時にマクスウェルと触れ合えるという喜びの狭はざ間まで揺れているように見えた。

「まあ、鍛冶が盛んと言っても、本場であるマタラには敵かなわんがのぅ。じゃが隠れた名工が潜んでいる可能性はあるぞ」

「そんな方がおられるのですか？」

「ワシも知らんよ。だから『隠れた』名工なのじゃ」

「そんな適当な」

　呆あきれた顔で見上げるレティーナだが、マクスウェルが言いたいのは俺が訪ねに来た師匠のことだろう。

　俺が知り合ったのも偶然の産物だったのだが、本当に様々な絶技ともいうべき技を持つ、精密な魔道具を作る鍛冶師だった。同時に格闘術の達人で、魔法の腕もとんでもなかった。ひょっとしたら、魔法もマクスウェルに匹敵する腕かもしれない。

　あれから二十年も経たっているので、まだ生きているか不明ではあるが、あの若作りの師匠なら生きていても不思議ではない。

「ちょっと、マクスウェル！　そこで道草食ってないで、さっさと街に行くわよ！」

「おう、そうするかの。コルティナを怒らせると怖いからのぅ」

「ぁんですってぇ!?」

　いつものやり取りを始めた二人だが、生徒たちも学院でよく見かける光景なので、最近は慣れてきている。

　俺が来る前までは、コルティナとマクスウェルは、少し疎遠な関係になっていたらしいので、当初は驚かれていたようだ。

「とにかく、この後は騎士団の見学とかいろいろあるんだから、さっさと行くわよ！」

「へぃへぃ」

　せっかくアレクマール剣王国という剣術の本場に来たのだから、それを見学させたいというマクスウェルの入れ知恵だった。

　ここの騎士団は俺も前世の子供の頃に憧れていたのだが、体力がなく筋肉がつかない体質だったため、入団試験に落第した過去がある。

　体力試験の持久走では、本当に反へ吐どが出るほどしごき抜かれた。体力のなかった俺はそこで落とされたが、そういった地獄を切り抜けた連中こそが、この国で最も尊敬される騎士になれる。

　それを今になって見学できるというのだから、奇妙な巡り合わせと言わざるを得ない。

　ちなみにこの後のスケジュールは宿にチェックインした後、騎士団の歴史について講義してもらい、昼食。それから訓練を見学させてもらう予定である。

　その後夕食と入浴を済ませ、就寝。俺はその間に、師匠のもとを訪れる予定だ。

　これにはマクスウェルもついてくるので、帰りは楽になりそうだった。




　マレバの街に入り、コルティナの先導で俺たちは街でも結構大きめな宿に案内された。

　そこは俺の知る限り、マレバでも有数の高級宿だったはずだ。列から離れ先導するコルティナのもとに駆け寄り、こっそりと耳打ちする。

「あの、コルティナ」

「こら。学院では先生と呼びなさい」

「あ、うん。コルティナ先生、ここって結構高い宿なんじゃ？」

「ん？　それもマリアたちから聞いたのかな？」

「あ、いや……」

　うっかりしてた。伝聞でしかこの国を知らないはずの俺が、宿の価格まで知ち悉しつしているはずがない。

　こういうところからでもコルティナは矛盾を摑つかんでくるので、気を付けねばならない。

「んー、まあ気にすることはないわよ？　どうせお金出したのは、マクスウェルの爺じいさんだし」

「寄付金って聞いたのに？」

「それはすでにどう使うかの配分が決まってるから、勝手に使えないはずよ。どうせ適当な理由を付けて、遊びに行きたかったのよ」

　予算の配分が年度ごとに決まるのは、政治の世界と同じか。

　となると今回の突発的な旅行は、マクスウェルのポケットマネーから出ているということか？

「ニコルは気にすることはないぞ？　どうせ、来年度の理事報酬で補える範囲じゃ」

「そこまでして遊びに力を入れなくてもいいでしょうに」

「何を言う！　老い先短い身の上じゃぞ？　今楽しまんでいつ楽しむ」

「あんたの老い先、まだ百年以上あるでしょうが！」

　二人のいつもの口くち喧げん嘩かを聞きながら、ぞろぞろと宿に入っていく。俺も付き合いきれないので、無視して列に戻っておく。

　生徒たちはそのまま宿の大ホールに案内され、そこで今後の行動の説明をコルティナから受ける。

　彼女は一教員でありながら、その発言力は他のどの教員よりも強い。全員をホールに整列させた後、彼女が代表してスケジュールの説明をしていった。

「はい、傾聴～。この後、騎士団の講義を聞いた後、そこの食堂で昼食をいただく予定だから。騎士団の配給食っていうのを経験してもらうのが目的ね」

　パンパンと手を叩いて注目を集め、よく通る声で端的に述べる。

　軍を率いていただけあって、彼女の声は声量も豊かで声質も実によく通る。大きな声なのに不快にならないというのは、実に珍しい。まるでオペラ歌手のような声質だ。

「その後、実際に騎士団の訓練を経験してもらう予定だから、部屋に入ったら運動服に着替えてくること。寝巻にも使うから、ちゃんと二着持ってきてるわよね？」

「はぁい！」

　コルティナの問いに元気よく返事する生徒たち。こういうところを見ると、育ちは良くともやはり子供である。

　生徒たちは魔術学院の生徒ということもあって、将来的に文官方面を目指す者が多い。しかし戦場に出る騎士の現場を知ることは、文官として重要な経験になるだろう。

　それにやはり騎士というのは男子の憧れの職業だ。その訓練風景を見学できるとあって、期待した視線を送る男子生徒も多い。

　かくいう俺も、うずうずとした感覚を覚えている。

　かつては騎士団の入団試験に挑み、玉砕した身でもある。その経験があるから正面から戦うことを避け、暗殺術を学び、そしてその道に進んだとも言える。

　今の俺が騎士たちと正面から戦ってどこまで通用するのか、それを一度試してみたいと思っていた。

「マクスウェルも、たまにはいい計画を立ててくれるじゃないか」

「え、何か言いました？」

　カクンと首を傾げるレティーナに、俺は首を振って答えておいた。一応コルティナの説明中なので、私語は厳禁なのだ。




　マレバはアレクマール剣王国の首都であり、最大の都市だ。

　しかし王城のようなものは存在せず、街の四方に騎士団の施設を配置し、そこに四つの騎士団が駐留することで都市部を守る形になっていた。

　北東には騎士団宿舎、南東には歩兵訓練場、北西には騎兵訓練場、南西には弓兵訓練場。さらに都市内に管理指揮所と、資材保管所等々。

　軍の機能を分散させることで、一気に無力化される危険を避けている……らしい。

　王城がないとはいえ、王国である以上、王は存在する。彼らの住む場所はやはり大きな建物で作られており、それがこの国の王城代わりと言っても過言ではなかった。

　国の行事などは、別途専用の施設があり、そちらで行うようにしている。

　王国とは名ばかりで、どちらかというと民主的な施政に近いかもしれない。




　俺たちが訪れたのは南東の歩兵訓練場。とは言ってもだだっ広い広場ばかりで、特殊な施設は存在しない。

　強いて言えば、食事や小休止を取るための宿舎が設置されているくらいだろうか。

　生徒たちは最初に騎士団の成り立ちを講義してもらうことになっていたので、食堂を兼ねた宿舎に案内されていた。

　一学年四クラスでも百人程度の人数しかいないので、食堂でも充分に収容できる。

「皆さん。よくいらっしゃいました。それでは、まずはこの国の騎士団の成り立ちを学んでいただき、それから食事、そして訓練を経験していただく予定です」

　生徒たちの案内を引き受けたであろう年配の騎士が、意外と優し気な対応で俺たちに説明してくれる。

　巨大な黒板を食堂に持ち込み、わかりやすいように図解しつつ地勢を説明し、歴史の流れを解説してくれた。

「かつてこの街に、後に剣聖と呼ばれる少年、アレクがいました。彼は野犬に片腕を食われ、それでも挫くじけることなく剣の道を志し、その道を極めたのです」

　後に戦神として崇あがめられることになる隻腕の剣聖アレク。だがその逸話は、眉唾な面も多い。なにせ彼が冒険者を引退してこの街の騎士団に仕官した時、剣を両手で受け取ったりしていたからだ。

　しかし神話とか昔話というのは、曖昧なものが多い。そういう存在がいたとだけ、覚えておけばいいだろう。

　この地は他にも、風神や破戒神の逸話も豊富だったりするので、意外と歴史好きには好評な街でもある。風神自ら造り上げたという逸話を持つ橋が、街の西に存在するくらいだ。

　そういった名所の紹介なども交え、意外と飽きさせることなく説明していく騎士。どうやら学のある騎士を案内に付けてくれたようだ。

「それでは話も一段落しましたので、騎士団の野営食を体験してもらいましょう。これはその名の通り、野営時に提供される食事で……正直いって美味おいしくありません。覚悟してくださいね？」

　騎士の説明に、生徒たちから苦笑が漏れる。その後提供された昼食は、騎士の言った通り、あまり美味くはなかった。




　野営食という名の、ただの串焼きを口に押し込んだ後は一時間ほどの食休みの時間があった。

　日頃美食に慣れている育ちのいい生徒たちは、胃もたれでぐったりした様子を見せていた。この食事でもびくともしない胃腸を持つことも、騎士の資質の一つというわけだ。

　その後、訓練場に出て、実際に騎士の訓練を体験することになっている。なっていたのだが……

「なぜいる？」

「それはひどくないかな、マイハニー？」

「パパ、キモい」

「ぐはぁ!?」

　俺たちの前に立ちはだかったのは、ライエルとマリア、それにガドルスの六英雄の三人。

　こいつら、揃そろいも揃って、何しにきやがった？

「ラウム魔術学院の生徒諸君。本日は特別ゲストとして、邪竜殺しドラゴンスレイヤーの御お三さん方かたにも見学していただけることとなった。いつもより熱の入った訓練になると思うので、存分に経験していってもらいたい！」

　左目付近にざっくりと斬り傷の跡を残した、いかにも歴戦という雰囲気の騎士がそう宣言した。

　その後十人程度の班に分かれて、各小隊と同じメニューを体験していく。とはいえ、俺たちはまだ子供だ。騎士団の訓練について行けるはずもない。

　最初の準備運動のランニングの段階で、脱落者が出るようなていたらくだった。続々と脱落していく生徒たちを、俺は冷めた目で見ていた。

「ふふん、たあいもない」

「そういうニコルは、真っ先に倒れちゃったけどね？」

「ママ、それは言わないお約束」

　俺はマリアに膝枕されながら、訓練場の日陰でぐったりと倒れ伏していた。

　身体的にスタミナのない俺は、ランニングを半周終える前に脱落したのだ。いや、この訓練場の周りを回るって、結構な距離があるぞ。

　訓練場の敷地は一辺が三百メートルはあるだろうか？　一周でおよそ千二百メートル。それを五周もするとなると、六キロメートル近い距離を準備運動で走ることになる。

　生徒たちの中で二周走れた生徒はいない。十歳児という事実を考えれば、一周半を走ったレティーナは大したモノだろう。

　軽々と五周を走り切った騎士たちに、男子は羨望の視線を送っていた。

　彼らは軽甲冑を着たまま、その準備運動を終えたのだ。まさしく体力バカと言えよう。

　そんな彼らを尻目に、六週目に突入している極まった体力バカが二人。

「ほほう、ガドルスもなかなか粘るようになったじゃないか！」

「タフさで人族に負けるわけにはいかんのでなぁ！」

「引退したんだから、とっととリタイアしてもいいんだぞ？　ドワーフの短い脚では俺の速度はキツかろう？」

「ほざけ！」

　俺たち生徒が全滅し、騎士たちが揚々とランニングを続けるのを見て、何かに火が着いたのだろう。

　ガドルスとライエルは三周遅れでランニングに参加し、騎士たちよりも早く五周を走り終えていた。その速度はもはや全力疾走と言っても過言ではない。

　しかしタフネスのギフトを持つライエルについて行けるのだから、ドワーフ族のスタミナも相当なものだ。

　もっともタフでなければ、パーティの壁役タンクなんてできやしないだろうが、それでも驚きよう愕がくのタフさである。

　騎士たちが既定の距離を終え、ダウンストレッチを終える頃には十周を走り切り、ようやく満足して戻ってきていた。

　さすがにガドルスは息を乱しているが、ライエルは息一つ乱れていない。

　そんな二人に、まさにバケモノでも見るかのような生暖かい視線を送る騎士たち。この頃には生徒も大半が復帰していた。

「い、いや……その……さすが六英雄ですね？」

「ん？　ああ、すまない。訓練に飛び入りしてしまって」

　戦慄の表情で二人にタオルを渡しに行った騎士に、ライエルは平然と返す。その爽やかな表情に、騎士は秘ひそかにドン引きしていた。

　一周で千二百メートル。それを十周。軽く走り切れる距離ではない。

　それなのにライエルは、ちょっと庭先を走り回った程度の疲労しか感じていなかった。

「さもありなん」

「あの人はタフだものねぇ。私も大変だったわ、夜とか」

「そんな生臭い話は聞きたくないし。むしろガドルスが異常」

「耐久力では昔っからライバル視してたからね。巨人にわざと殴られて、どっちが耐えきれるかなんて勝負もしてたのよ？」

　俺とマリアの脇にコルティナもやってきて呆あきれた声を上げている。

　その場面は俺も見ていた、というか参加した。そして一発で気絶し、マリアに怒られながら癒された記憶がある。

　普通巨人族の一撃を受けたら、俺のように気絶する。というか死なない方がおかしい。死ななかった俺を褒めていただきたい。

　そんな打撃に、あいつらは平然と耐え続けたのだから、呆れるばかりだ。最後は殴ってた巨人の方が涙目になっていた。

「えー、その……続いて素振りだ。各自武器を取って振り下ろし百回に斬り上げ百回」

　傷面の騎士が次の指示を騎士たちに与えていた。俺たち生徒にも模擬剣が渡され、希望者はそれに参加することができる。

　無論俺も参加したのだが──

「も……無理……」

　ぐったりと倒れ込んで、またマリアの世話になった。与えられた模擬剣は小振りなものだったが、それでも俺が使うカタナよりはるかに重かった。

　そもそも俺は短期決戦型で、百も剣を振る機会なんてほとんどない。そんな俺が、頑張って五十回は振ったのだから褒めてほしい。

「糸が使えれば、もう少し振れたのに」

「ん？　何か言った？」

「な、なんでもない！」

　俺の腕をマッサージしながら、マリアが聞き返してくる。

　俺はブンブンと首を振って、ごまかしておいた。

「そういえば、コルティナ。ママとパパがいるってことは、フィニアも？」

「そういえば、そこんところどうなの、マリア？」

「え、連れて来てないわよ？　だってあなたの家を管理する必要もあるでしょう？」

　今回も彼女はお留守番のようだ。いや、そもそもにして勝手についてくること自体が異常なのだ。

　やがて騎士たちは、各種素振りを終えて完全に準備を終えた。

「ようし！　それではまずは一対一の乱取りから始める。それぞれ相手を見つけて模擬戦を始めろ！」

　その号令に従い、騎士たちは各々相手を見つけ、斬り結び始めた。もちろん模擬剣なので、当たっても怪け我がすることは、あまりない。

　それでも頑丈な木の剣。当たりどころが悪ければ即死もありうる武器だ。故に騎士たちの表情も真剣そのもの。

　さすがにこの訓練に、生徒は参加できない……と俺も思っていた。

「生徒の皆さんも参加してみますか？」

　騎士の一人が用意したのは、よく撓しなる竹のような物質に綿を巻いた模擬剣だった。

「これなら当たっても痛くありませんし、怪我の心配も無いですよ」

「へぇ、こんなのもあるんだ？」

　コルティナは興味津々でその模擬剣を見ていた。確かにこれなら怪我をすることもない。

　それを学院の授業に採り入れられないか考えているのだろう。

「マクスウェル。これ面白いから、学院でもやろう」

「お主、簡単に言ってくれるな……いや、ワシも面白いと思うが」

「だったら採用しなさいよ。あんたならポケットマネーでもいけるでしょ？」

「それはお主でも同じじゃろうが!?」

　かなり無む茶ちやを言っているが、後に結局マクスウェルはコルティナに押し負け、この模擬剣を購入する運びとなった。

　経費で落としてやるとか言っている辺り、微妙にケチなのかどうかわからない。

　旅費をポンと出したりするくせに、こんなところでケチるのだから、爺じいさんの経済観念は理解不能だ。

　とりあえず、俺たちは本来魔術師候補生なので、剣を使った戦いというのは本職じゃない。

　しかしそれでも、剣というのは男子の心の琴線に触れるものがあるのか、男子生徒は楽しげに訓練──という名のチャンバラごっこに興じていた。

　女子は男子ほどではないが、叩たたかれても痛くない剣というのが珍しいらしく、恐る恐るという態ていで訓練に参加していた。

　それも最初だけの話で、やがて訓練に熱が入っていき、男子のように歓声を上げながら叩はたき合いを始めていく。

　レティーナも例外ではないらしく、興味深げに訓練用の模擬剣を手にし、それで休憩中の俺の頭をぺしぺし叩いて調子を見ていた。

　頭が定位置のカッちゃんは、慌てたように背中に張り付くことで攻撃を回避する。

「ふむー？」

「にゃっ！　みゃっ!?　痛いレティーナ」

「オモチャみたいな声上げますのね」

　どうやら俺の反応が楽しいらしく、次第に連打の速度が上がっていく。

　だが俺も、叩かれてばかりというのは面白くない。
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　体たい捌さばきを使って身体ごと攻撃を躱かわし、レティーナの膝を強したたかに打ち据えてやった。

　模擬剣は予想以上に撓しなって、パスンと迫力の無い音を鳴らす。しかしレティーナは何事もなかったように立っていた。

「本当に痛くないんですのね。これは確かにコルティナ先生が目を付けるだけはありますわ」

「そだね」

　よく見ると、内部の芯に使われているのは、竹ではなくて動物の毛のような代物だった。それは非常に弾力に富み、そしてある程度の硬さも持ち合わせている。

「この中の……何かの毛かな？」

　ぽつりと漏らした言葉を、近くにいた騎士は聞き漏らすことなく拾い上げた。俺のそばまでやってきて、肩に手を置きながら説明してくれる。

「よく気付いたね、お嬢ちゃん。それは街の近くで繁殖しているケラトスの髭ひげだよ」

「ケラトス？　あの二足歩行のトカゲみたいなやつ？」

　ケラトスはこの大陸全土に生息しているモンスターの一種だ。

　直立したトカゲのような恰かつ好こうをしており、性格は凶暴。数匹で群れて行動する性質を持ち、一般人にとっては非常に危険な生物である。

　しかし冒険者にとっては、おいしい獲物だ。その皮は皮鎧などの材料になるし、骨も矢の鏃やじりに使われるくらい頑丈。

　肉も淡白で鶏に似た風味を持っている。身体全体、余すところなく使える、おいしい獲物だった。

　駆け出しを卒業するくらいの冒険者ならば数人で一匹は対処できるので、群れが発見されると数パーティがこぞって狩りに出ることもある。

　ラウム近郊にも出没しており、冒険者の貴重な生活の糧となっていた。

　冒険者の労働の成果か、ラウム近郊に出没しているにもかかわらず、商人や旅行者が襲われるという事件は起きていない。

　俺たちのパーティでも対応できる相手で、レティーナやクラウドだけでは少々厳しいが、俺とミシェルちゃんが参加するならば充分に相手できる程度の強さだ。

　懐が寂しくなったら、ぜひ戦いたくなるモンスターである。

「でも、確かケラトスの髭はこんなに太くないはず？」

「お嬢ちゃんは本当にものを知っているな。一本では確かに細過ぎて役に立たないけど、こうやって縒よることで太さと強度を確保しているんだ」

「へぇ？」

　ケラトスの髭のこういった使い方は、俺も初めて見た。

　この模擬剣ならば、ラウムでも作れるんじゃないだろうか？　と思ったが、マクスウェルは気にしていないようだった。

「そこの騎士。うちの娘に何か用かな？」

　感心の声を上げて騎士を見上げる俺たちに、どこか怒りを含んだ声が掛けられた。見るとライエルが模擬剣を肩に担いで騎士の背後に忍び寄ってきていた。

「あ、パパ」

「パパ？　じゃあ、君があの六英雄の──」

「キミィ、うちの娘とずいぶん親密そうに話をしていたじゃないか、んん～？　俺だってそんなに話してくれないんだぞぉ」

「い、いえこれは……誤解です、模擬剣の構造を説明していただけで!?」

「それなら俺から説明しておくよ。ほら、あっちへ行った！　それとも俺の娘に何か下心でも──」

　胡う乱ろんげな視線を騎士に向けるライエル。これはどう見ても言いがかりである。騎士もその誤解を解くべく、手を上げて釈明を続けた。

「そんなつもりは毛頭ありませんよ、畏れ多い！」

「なんだと、うちの娘は眼中にないというのか？　こんなに可愛かわいいというのに！」

「それは認めますが──」

「やはり下心があったのだな！」

「どう答えろっていうんですかぁ!?」

　まるで酔っぱらいの言いがかりのようなライエルの態度に、俺は溜ため息いきを吐く。

　俺が愛されているのは理解できるが、これでは過保護極まっている。そもそもこの場まで駆け付ける段階で、クレームを叩きつけたい気分だったのだ。

　おろおろと狼ろう狽ばいする騎士の脇からライエルの横に滑り込み、その太ふと股ももに模擬剣で一撃入れる。

　パシンという派手な音と共に、ライエルの説教は一時中断した。

　それに先ほどの一発はなかなかいい音がしたな？

「おお、さすがライエル様の娘様。もう模擬剣を使いこなしていますな」

「えっ？　そうなの？」

　話題を逸そらすべく、騎士が驚嘆の声を上げる。

「模擬剣は怪我を避けるためによく撓しなるように作られていますが、その分きちんと当てることが難しくなってしまったんですよ。まるで鞭むちのように扱う要素もありますので」

「ああ、なるほど」

　騎士の説明で俺は納得した。剣よりも手に馴な染じむ感触は、糸に近い鞭のような性質があったからだ。

　糸を鞭のように扱う俺にとっては、剣よりも相性がいい。

　だとすれば……実は今がチャンスなのではないだろうか。思い立ったが吉日とも言うし、ここはさっそく挑戦してみるか？

「そうだ、パパ。ひさしぶりに剣の稽古をつけて？」

　そう、この剣ならば、前世からのライバルであるこいつに勝てるかもしれない。

　剣ではついぞ勝てなかった相手に、模擬剣とはいえ剣で勝利を収めることのできる、千載一遇のチャンスだ。

　俺の申し出に、ライエルは最初戸惑いの表情を浮かべていたが、娘と遊べるチャンスと知るや否や、パァッと顔を輝かせ、それを受け入れたのだった。




　魔術学院の生徒と、生ける伝説の六英雄。本来ならば敵かなうはずもない取り合わせ。

　しかし、それが父と娘となれば話は変わる。その二人が対たい峙じするとあって、訓練場にはさわさわと困惑の波が広がっていた。

　六英雄のリーダー的存在、ライエル。その彼に対峙するのは十になったばかりの可か憐れんな美少女──つまり俺。

　本来ならば勝負にすらならない取り組み。だが魔術学院の生徒も、ライエルも、俺の力は承知している。

　無論、彼らの知る力とは俺の操糸の能力を抜いたもので、本来の俺の強さはマクスウェルしか知らない。

　俺もこんな人前で本来の力を発揮するわけにはいかないので、十全とはいかない。

　それでもライエルよりは、遥はるかに有利だ。

　手に持つ武器はお互い怪我を避けるためにケラトスの髭製の模擬剣。この性質は俺に向いており、ライエルはその性質を体感できていない。

　軽く撓しなる、使い慣れない武器。それを把握していない奴やつと、使い慣れた糸に似た感触を実感できる俺ならば、圧倒的に俺の方が有利なのだ。

「本当に模擬戦をする気かい、ニコル？」

「むろん。今日こそ覚悟するがいい」

「確かにこれならあっちの模擬剣よりマシかもしれないけど、怪け我がしても知らないよ？」

「怪我したらママに治してもらうし。むしろパパがお世話になるといいのだ」

「ほう、我が娘も言うようになったじゃないか……どうよ、俺の娘はかっこいいだろう！」

　会話の最中にくるりと首を巡らせ、騎士たちに謎のアピールをするライエル。

　正面から対峙しているのだからこっち見ろ、この野郎！

「むぅ、舐なめてかかると本当に怪我させちゃうんだから！」

　俺が精いっぱいの威厳を込めて威嚇しても、ライエルはなぜかほっこりとした表情を浮かべるだけだった。

　それどころか、騎士たちも『何かかわいいモノを見た』的な表情をしてなごんでいる。

　コルティナに至っては鼻血を吹きそうな顔をしていた。ちなみにマリアはいつも緩んだ顔をしているので、感情が把握できない。

「ああ、ニコルってばマジ天使。お前らニコルに手を出したら承知しないからな！」

　再び騎士に向かって、今度は威嚇の声を上げるライエル。騎士たちも汗を流し、手を振って否定していた。

「もういい！　しんぱん、早く開始の合図」

　俺は不機嫌を隠そうともせず審判に促した。

　どうもこの身体、感情が露骨に表れやすいうえに、精神が乱れると口調が子供っぽくなってしまう。

　不機嫌になると自然と膨れっ面になるのは勘弁してもらいたい。

「あ、はい。では模擬戦一本勝負、はじめ」

　ライエルに絡まれていた騎士が、緊張感無く開始の合図を告げる。

　それもむべなるかな。本来ならば俺が勝てるはずのない試合だ。しかし今この瞬間にこそ、俺は勝機を見み出いだしている。

　使い慣れない武器の違和感を、ライエルが悟る前……そしてそれに適応する前ならば、今の俺の身体能力でも──勝てる！

「とりゃああああぁぁぁぁぁぁぁ！」

「おっと」

　俺の大上段からの打ち込み。これに対し、ライエルは軽く模擬剣を掲げて受け止めようと動く。

　しかしその考えは甘い。

　模擬剣は予想以上の撓しなりを見せ、ワンテンポずれた攻撃をライエルに見舞っていた。

　そしてそれを受け止めるべく動くライエルの剣も、大きく撓り、ワンテンポのずれを発生させていた。

　ライエルほどの達人になると、防御の動きですらそこらの剣士より速い。その速さに模擬剣がついていけていない。

　撓りを計算に入れた俺の攻撃はライエルの防御を搔かい潜くぐり、その頭部を襲う──はずだった。

「あぶなっ、予想以上に撓るな、これ」

「ふぉ!?」

　俺の剣は……いや、俺の腕はあっさりとライエルによって捕らえられていた。

　剣の撓りで防御が間に合わないと判断したライエルは、そのまま反射的に逆の腕を差し出し、俺の手首を摑んで攻撃を止めたのである。

　本来ならば、撓りを感知した頃にはもう遅い。

　防御をすり抜けた俺の攻撃が強したたかに頭部を打ち据えて、勝負がついたはずだった。

　しかしライエルは防御のズレを感知した瞬間に逆の手を差し出し、別の防御策を取った。

　これは奴の長年の経験と、戦闘における勘の良さを表している。

　剣に馴染むまで時間がかかる。そう一瞬で判断した奴は素手での戦闘を視野に入れてスタイルを変更してのけた。これが戦闘術のギフトの効果か。

「ぐぬうぅぅぅ、はぁなせぇぇぇぇ」

　手首を摑まれ、俺はブランと吊つり下さげられた状態になっていた。

　なまじ頭部を狙ったが故に、跳躍する必要があり、その瞬間にライエルに捕獲されてしまったからだ。

　如何いかに俺が大人顔負けの敏びん捷しよう性せいを持っているといっても、それは地に足がついた状態での話。

　全盛の俺の体格ならば、このような醜態を晒さらすこともなかったのだが、今は圧倒的に身長が足らない。

「ハッハッハ、マリア、見てくれ。大物が獲とれたぞぉ」

　まるで釣れた魚を見せびらかすようなライエルの行動に、マリアは頰ほおに手を当てていつもの笑みを浮かべている。

「あなた。そんな扱いをすると、またニコルから嫌われてしまいますよ？」

「なにっ!?」

　実際ライエルの行動は、俺が言うのもなんだが実にがさつだ。

　前世の俺ならば普通に感じたのかもしれないが、女の子というのは実に壊れやすく繊細である。そして俺は他を圧倒する繊細さを持っていた。

　それを知るライエルは、慌てて手を放す。

　ほんの一メートル少々という高さから落下した俺だが、着地と同時に地面を転がるようにして後方に退避。

　後転の要領で、後ろに転がりながら同時に地面を蹴り上げ、砂を蹴立てて目潰しを仕掛ける。

　もちろんこんな小手先に惑わされるライエルではない。目潰しは効かず、だが視界を塞がれた状態で距離を詰めるような愚も起こさない。

　その隙に俺は体勢を立て直そうと画策したのだが──ガツン、と……後頭部に衝撃が走った。

　どうやら後転した際、地面に転がっていた石ころに頭を強打したらしい。

　俺は後転を途中で中断し、地面にひっくり返ったカエルのような格好のまま、気を失ったのだった。

「せめてもう少し、はしたなくない格好で……」

「ニ、ニコル!?」

　気を失う寸前、かろうじて俺はそれだけを言い残した。
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　暗い闇の中、鼻を突く異臭によって俺は目を覚ました。この独特の臭気は、俺も覚えがある……酒だ。

「むぇっ!?　エホッ、ケホッ」

　前世ならどうということのない匂いだったが、極端に酒に弱い今の身体では、アルコール臭はそれだけで毒だ。

　俺はすぐさま目を覚まし、跳ねるようにして飛び起きた。

「あ、目を覚ましたみたい」

「ニコルってば、最近気絶癖がついたのかしら？」

　横になっていた俺を心配気に覗のぞき込こむレティーナと、酒瓶を抱えたマリア。

　野外の訓練場だったはずなのに、天井が見える。どうやら気を失っている間に宿舎の救護室に運び込まれていたようだ。

　マリアは、どう見ても旅には向いて無さそうな、高級そうな酒瓶を、何気なくカバンに仕し舞まっている。

　それを見て、悲しそうな、なんとも言えない表情を浮かべたのは、騎士の一人。

「ママ、それおしゃけ？」

「ええ、そうよ。気付けに宿舎のとっておきをいただいたの」

「あ、いや。差し上げたわけじゃ……いえ、なんでも……」

　つまり俺の気付けに騎士たちから酒をガメて、それを問答無用で分捕ったのか。

　そんな真似まねをされても六英雄のマリアには、反論できない騎士が可哀かわい想そうだ。後、俺の滑舌がかなり怪しい。どうも匂いだけで酒気に中あたったようだ。

「人のモノをとっちゃダメなんらよ？」

「大丈夫よ。これは頂き物だから」

「ううっ、もはや何も言うまい」

「哀れな……」

「どうせ無理を捻ねじ込こんだマクスウェルが、代わりに振る舞い酒でも差し入れてくれるわよ」

「ワシ、そんなことは一言も言っておらんのじゃが？」

　そのまま何気ない仕草で再びカバンから酒瓶とカップを取り出し、旅用のカップに酒を注ぐ。

　それを問答無用でマクスウェルに突き出した。あれは飲めという仕草だ。そして強引に巻き込もうという算段だ。

　無論マクスウェルも、その意図は把握していた。把握した上で……溜ため息いきを吐いて、一気に飲み干す。

「まあ、酒瓶の一ダースくらい、誤差の範はん疇ちゆうじゃ。別に構わんじゃろ。ニコルの件で世話になったしの」

「そのしぇつは、たいへんもうしわけにゃく」

　どうも頭を打った後遺症か、視界がグネグネと揺らいで見える。そもそも生前の俺だったら、あんな石ころで頭を打った程度で気絶したりしない。

　問題ないと無視した石ころで深刻なダメージを受けるなど、俺らしくなかった。マリアの言う通り、どうやら気絶という行為に馴な染じみ過ぎてしまったかもしれない。

「もちょっと、ねてりゅ」

「そうした方がいいわね。少し酔ってるみたいだから」

「うん」

「でもまさか匂いだけで酔っぱらうなんて、ニコルちゃんはお酒ダメなのねぇ。これは『お持ち帰り』されないように教育しなきゃ」

「その辺の教育はコルティナに任せるわ。私はどうも、平穏な田舎に慣れ過ぎちゃったみたいで」

「アンタほど腹黒い人間が何を言っているのやら……」

　そう言えば以前、香りを嗅いだだけで酔い潰れて朝を迎えたことがあったが、その体質は変わってなかったらしい。

　コルティナの言う通り、男に酔い潰されるなんて冗談じゃない。俺は男と酒を飲まないことを心に誓いながら、再び目を閉じた。




　夜になって俺はぱっちりと目を覚ました。

　時間で言うと夜の十時くらいだろうか？　いつもならば、まだ元気に騒いでいてもおかしくない時間帯だが、他の生徒は昼の疲れからか、すでに全員が部屋で眠りこけていた。

　レティーナも例外ではない。そもそも児童に気絶するまで訓練を受けさせるなど、さすが噂うわさに名高い剣王国である。日頃の鍛錬も、そのスパルタ振りは噂通りだと実感できた。

「目を覚ましたのだな？」

　子供たちが眠るのに邪魔にならないように明かりを落とした暗い室内で、場違いなほど渋い声が響く。この声には聞き覚えがあった。

「マクスウェルの使い魔？」

「左様。覚えていたのだな」

　自我を持つ、高位の使い魔。それが部屋の窓辺にちょこんと留まっていた。

　その横で、微妙な緊張感を漂わせるカーバンクルのカッちゃん。なぜかその毛並みは揃そろってボサボサだ。

「その毛は？」

「……子供たちに、ちょっとな」

　珍しく疲れたような声を漏らす鳩はと。

　子供の部屋に猫モドキのモフモフだの喋しやべる鳩だのがいれば、そりゃオモチャにされよう。

　しかし使い魔がいるとなると、俺が目を覚ましたことはマクスウェルから両親やコルティナに伝わるはず。いや──

「伝えない可能性もあるか」

　今夜、俺は師匠のもとを訪れ、愛用の手甲を修理してもらわねばならない。

　ハードな訓練で、他の生徒が寝入っている今こそ、千載一遇のチャンスと言える。俺がそう判断したと同時に、鳩からマクスウェルの声が聞こえてきた。

「ニコル、起きたかの？」

「マクスウェルか。ああ、いま目を覚ましたところだ」

「そりゃよかった」

　マクスウェルの説明によると、彼も今一人らしい。

　マリアとコルティナは女同士で、毎度の飲み会を自室で行っているようだ。ライエルとガドルスは騎士たちと意気投合し、宴会場に雪な崩だれ込こんで酒盛りを始めたらしい。

　マクスウェルはその隙を突いて逃げ出してきたのだろう。

「というわけで、今がチャンスじゃ。目的地はここから近いのじゃろ？」

「ああ、目的地まで三時間もあれば着くはずだ」

「ならば善は急げじゃ。そっちも皆寝入っている様子じゃからな」

「……考えてみれば、お前今、女子部屋を使い魔を使って覗のぞいてる状況だよな？」

「不穏当な表現はよすのじゃ!?」

　日頃から、からかわれているのだから、これくらいの反撃はさせてもらわないとな。

　俺は他の生徒たちを起こさないように、こっそりと服を着替えておく。余計な荷物は持ち出す余裕がなかったので、学校指定の運動服だ。

　暑い夏場なので、ふともも剝むき出だしの夏用運動服に山歩きに備えて膝上丈の靴下。学院指定の頑丈なブーツに、髪は紐ひもで大おお雑ざつ把ぱにまとめて帽子をかぶる。

　この姿で街中を歩くと、どこからどう見ても……夜遊びに抜け出したお子様にしか見えない。

「こんなので街に出て大丈夫なんだろうな？」

　どう見ても夜の街に繰り出して良い格好ではない。

　無論、師匠の家は街中にはなく、近くの山の中に隠いん遁とんしているので、街を出れば格好を気にする必要なんてない。

　ないんだが……街を出るまでに問題を呼び込みそうだ。

「まあ、今回は保護者が付いているから大丈夫か。それにマクスウェルなら、多少悪い噂が立ったところで──」

　国政に携わる前から、外聞の悪いイタズラを頻繁にやってきた爺じいさんだ。今更、友人の娘を夜中に連れ出すくらいの噂は、気にも留めないだろう。

　問題があるとすれば、その後に襲撃をかけるライエルだろうが……そこまでは知ったことじゃない。

　抜け出したことがバレないようカッちゃんを身代わりに仕立てておく。カッちゃん一匹では質量が足りないので、マクスウェルの使い魔も追加しておいた。

　これで毛布には子供一人が寝ていると思われるふくらみができた。

　ここであまりごそごそとしていたら、クラスメイトを起こしてしまう可能性がある。特にレティーナは俺と実戦的な冒険を繰り返しているため、眠っていても音には敏感だ。

　しかしそこはそれ。俺はこう見えても生前は最高位の暗殺者だ。

　子供の目を搔かい潜くぐっての偽装工作など、本来ならば朝飯前である。

　部屋を出て宿の裏口を経由し、裏庭の待ち合わせ場所に向かう。この場所は使い魔から事前に聞いていた場所だ。

　マクスウェルは先に来て、木陰に佇たたずんでいた。黙って立っているだけなら、エルフにしては背の高い彼は非常に絵になる存在だ。

「来たか、レイド」

「ん？　お前、部屋じゃニコルって呼んでたよな？」

「あんな誰が聞いておるかわからぬ場所で、お主の旧名を呼べるかい」

「ああ、一応気は使ってくれていたんだな」

　あの場は、眠っているとはいえ、他の生徒もいた。話し声に目を覚ます生徒がいる可能性も、わずかながら存在する。

「気を利かせついでにマントでも貸してくれよ」

「マントを？　なぜ？」

「この格好で街中を歩くと、絶対怪しまれるぞ」

　今の俺の格好は、体力練成の授業を受ける生徒そのものだ。

　そんな子供を夜中に連れ回せば、あらぬ噂が舞い上がる可能性もあるのは、先も告げた通り。

「それはさすがに、ワシも遠慮したいの。ほれ、これでも着るがよい」

　マクスウェルは自身の羽織っていたローブを脱ぎ、こちらに渡してくる。彼と今の俺では身長差があまりにもあるので、ずるずるなんてレベルの話ではない。

　しかしマントなんて持ってきていなかったから、贅ぜい沢たくは言っていられない。

　裾をからげる程度では済まないので、腹回りで二度捲まくり上あげて長さを調整し、ようやく着ることができた。

　正直、親のドレスを無む理り矢や理り着込んだ子供のように見えて、非常に格好悪いのだが致し方ない。

　逆にマクスウェルは、引き締まった体たい軀くに野伏レンジヤーのような部分鎧ポイントガードをローブの下に仕込んでいたので、熟練冒険者のような勇ましい雰囲気をしていた。いや、熟練冒険者で間違いはないのだが。

「不公平な……まあいい、それじゃ行くか。街の西側のあの山なんだが、飛べるか？」

「いや、あそこには行ったことがないので無理じゃな」

「ならば歩いて行くしかないか」

　転移テレポートの魔法は、本人が一度訪れた経験のある場所にしか飛べないという欠点がある。

　むしろその程度のデメリットしかないのが恐ろしい。

　ともあれ飛べないのならしかたない。俺とマクスウェルは連れ立って夜の街へと繰り出していく。

　短剣と部分鎧で武装した老人に、ずるずるローブをドレスのように着ようとして失敗した感じの俺は、行き交う人の目をさすがに集めていた。

　だが予想以上に威圧感を発するマクスウェルに声を掛けてくる者もいない。

　チラチラとこちらを見てくる相手を無視して、足早に街を抜け……足早──

「マクスウェル、ちょっと待って。キツイ」

「おい、早くもバテたのか……？　そんな様子で山登りなんてできるのか？」

「こう見えても、体力はちょっとだけ増えてるんだぞ」

「とてもそうは見えんのじゃが」

　呆あきれたような声を上げると同時に、俺を持ち上げ、そのまま小麦袋のように肩に担いだ。

　これではまるで人ひと攫さらいに攫われる幼女の図である。

「おい、この担ぎ方はないだろう！」

「贅沢な奴やつじゃのぅ」

　くるりと俺の身体を反転させる。すると俺の腰が奴の肩に当たるので、そのままそこに座る体勢になれた。

　そのままマクスウェルは魔術師とは思えぬほどの健脚を発揮し、街の西の草原を駆け抜けていった。

「こりゃいい。今度からお前が俺を担いで運んでくれよ」

「ちょっとは老骨を労いたわらんか、この小娘」

「小娘言うな。いつか男に戻るんだからな！」

「それまでに孕はらまされんように気を付けるんじゃな。お主は守りが薄過ぎるわぃ」

「恐ろしいことを言うな!?」

　そのままほどなくして、街の西に聳そびえ立つ山に辿たどり着つく。このマレバ山はマレバのいわば名所の一つである。

　結構大きな山なのだが、連峰を作らず、単独の山としてそこにある。

　この山は中腹から麓までが深い森に包まれており、そこには様々なモンスターや猛獣が住み着いていた。

　昔は樵きこりや猟師、炭焼きがいたらしいのだが、大昔にあった噴火で全滅したらしい。

　そんな山なので、現在は住み着いている人間はいない……ただ一人を除いて。




　マクスウェルはわずかな獣道を辿りながら山頂方面に向かっていく。

　あの師匠はこの山に住んでいるのに、そこに至る道が全く整備されていない。生活必需品はすべて転移魔法で街まで飛んで調達するので、道ができないらしい。

　深い下草を搔かき分け、マクスウェルはズイズイと登っていく。その豊富な体力も、俺にとっては謎だ。

「おい爺さん、ちょっと異様な耐久力じゃないか？」

「おう。強化魔法をかけておるからな」

「そんな魔法があるのかよ？」

「荷役カーゴの魔法じゃよ。元々は荷役用の労働者のために開発された魔法じゃな。疲労を軽減させる効果がある」

「それ、すげぇじゃん。教えてくれよ」

「残念じゃが操魔系の魔法じゃ」

「……じゃあいいや」

　操魔系はゴーレムなどを扱うための系統だ。おそらくは自分の身体をゴーレムに見立てることで、長い行動時間を稼いでいるのだろう。

　干渉系しか使えないというのは、こういう時に不便だ。

「おっと、そこの脇に進んでくれ」

　俺は一見深く見える茂みを指さし、方向転換をさせる。

　そうやって俺の指示で何度か方向を変え、ようやく辿り着いた先には……巨大な岩壁が存在していた。




　そこは森の中にあって、唯一緑が途切れている場所だった。

　まるで何かを避けるかのように植物の繁茂が途絶しており、一種異様な空間を生み出している。

　広さはせいぜい十メートル四方。広場というほど広い場所ではない。しかし緑に慣れた目では、それでも充分に広いと実感できる。

　そして広場の一方……北側は山の斜面が削り取られたようになっていて、崖が形成されている。

　崖の表面は黒ずんだ石で覆われており、高熱によって焼き固められている様子が窺うかがえた。

「レイド、ここが目的地なのか？　見たところただの崖……いや？」

　マクスウェルは周囲を一いち瞥べつし、崖と断じかけた言葉を飲み込んだ。それは明らかに、周囲の様子に違和感を覚えている。

「おっ、さすが魔法のスペシャリスト。気付いたか？」

「これは魔法で構成された壁か？　しかもかなり術式が古いように感じられるのぅ」

「ああ。なんでも古代遺産級の術らしいぞ」

　俺はマクスウェルの肩から飛び降り、崖に向かって歩いていく。

　そのそばに転がっていた、黒ずんだ石の中でも特に黒い──黒曜石のような漆黒の石を拾い上げ、壁にめり込んでいたやや赤みがかった石に叩たたき付つける。

　一度。そして二度。さらに四度。そして一度。

　夜闇の中に石と石がぶつかり合う、甲高い音が響き渡る。

　音に驚いた野鳥が飛び立ち、羽虫たちが地面から飛び出してくる。その他にも、ざわざわと森の中の動物たちが目覚める気配。

「おいレイド。いくら夜中とはいえ、派手な物音は……」

　マクスウェルの危惧も当然だ。森の中には、どんな危険生物が潜んでいるかわからない。闇雲に刺激を与えるのは愚か者のすることだ。

　しかし、俺はその言葉を無視して、様子を見ていた。するとしばらくして、岩壁の一部が砂のように溶け崩れ、その奥の通路が姿を現した。

「これは……隠し通路か！　しかし人目を忍ぶだけならば、幻術でも良いじゃろうに、大仰な」

「幻術だと視力の弱い動物や虫が入ってくるんだとよ」

「ふむ、そういう問題もあったか。現地に住む者はさすがに着眼点が違うの」

　目の前に開かれた洞窟の中に俺は躊ちゆう躇ちよなく足を踏み入れていく。

　その洞窟内は光明ライトを付与された魔道具で照らされており、足元の不安はない。

　奥は入り口からは見通せないほど深く、そして壁や通路はしっかりと補強されていた。

「通路や壁にも頑強タフネスの付与魔術がかけられておるな」

「そうなのか？　そっちは気付かなかったな」

「しかも外からは魔力が感知されないよう魔力感知阻害カウンターセンスもかけられておる。隠れ住むにしても、いささか大おお袈げ裟さな造りじゃ」

「へぇ。師匠は魔術もかなり得意だったけど、そこまで念を入れてたとはな……っと着いたぞ」

「師匠？　これから会う鍛冶師はお主の師匠なのか？」

「そうだよ。言ってなかったっけ？」

「聞いておらんわ！」

　マクスウェルは憤慨したようにそう怒鳴るが、説教は長く続かなかった。洞窟は行き止まりに達したからである。

　洞窟の通路は突き当たりに到達し、そこには古びた木製の扉が据え付けられていた。

　よく見ると扉の周辺には壁があるのも見て取れる。実は家が一軒、丸ごと地中に埋まっていたのだ。その扉を俺は乱暴にノックする。

　入り口の解除で気付いているだろうが、この隠れ家に住む師匠は、非常に偏屈で人嫌いでもある。

「ひさしぶりだな、師匠、俺だ！　あんたの愛まな弟で子し！」

　ガンガンと叩いても、中からの反応は薄い。

　一人、扉を強打する俺に、マクスウェルが白い視線を送り始めていた。

「おい、いるんだろ！　返事してくれよ!?」

「帰れ。俺の知る弟子はそのような甲高い声をしていない」

　だが中から返ってきたのは、想像していない答え。いや、実に理に適かなった反論ではあったが。

「事情があるんだよ!?　頼むから開けてくれ。これじゃ俺が、まるで道化じゃないか」

　半分涙声になりながら、懇願しているとカチャリと音がして、扉が外に向かって勢いよく開いた。

　外……つまり俺の立っていた方向である。

「ぶべっ!?」

　扉を叩き続けていた俺はその攻撃を躱かわせるはずもなく、まともに顔面を強打してしまった。

　背後でマクスウェルが笑いを堪えている気配がする。覚えてろよ、ジジィ。

　扉の奥はさらに通路になっていて、その両サイドには大量の剣や装備品が飾られていた。

　それらは一見してわかるほど、強力な魔力を放っている。

「これは……すべて魔道具か!?　これだけあれば小さな町でも買えるほどの財になるぞ」

「そういう理由もあって身を隠しているんだろうな。師匠はその気になれば、そのレベルの武器を自在に作り出せる」

「……なんと!?」

　絶句するマクスウェルだが、俺も初めて来た時はこの光景に言葉を失ったものだ。そのまま一本いただいて逃げようかと思ったくらいである。

　もっとも一本道のこの通路。逃げおおせるより先に、閉じ込められる方が早いだろう。

　そして十メートル程の通路の先にもう一つの扉。この向こうに問題の師匠が待っているはずである。

　俺は今度はノックせず、その扉を開いた。

「まったく。ゴネてないですんなり入れてくれよ」

「聞いたことのない声が聞こえたのだから、警戒するのは当たり前だろう？」

　中にいた一人の男は、こちらを見るなり、目を見開いて驚いてみせたのだった。




　相変わらず師匠の年齢は、見た目だけでははっきりとしない。

　一見すると、二十代後半にも見えるし、五十に届いているようにも見える。

　若作りの中年とも、老けた壮年とも見える謎の男。それが師匠である。

「驚いたな──」

　その男は俺を見て、一言そう呟つぶやいた。その気持ちは俺も痛いほどよくわかる。

　自分で言うのもなんだが、かつてのナイスガイがこんな可か憐れんな美少女になり果てていたら、誰だって驚く。
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「そう言うな。俺だってなりたくてなったわけじゃない」

「いや……それで今日は何しに来た？　極力関係を口外しないと言ったのはお前だぞ」

　じろりとマクスウェルを睨にらみながら、牽けん制せいするかのように問い詰める。口外しない約束だったのに、第三者を連れてきたことを責めているのだろう。

　俺はまず、マクスウェルの脇を肘でつつきながら、挨拶を促しておいた。その意図に気付いて、優雅に一礼してみせる。

「これは失礼を。私はマクスウェルと申す者です。ラウム森王国の魔術学院の理事長を務めております」

「魔術学院？　それにその名は、もしや六英雄の？」

「ご存ぞん知じでしたか。あの知の殿堂ともいうべき学まなび舎やでございますとも」

「ああ、知っている。俺は……いや、名前は言わない約束だったな」

「それは俺との約束だな」

　向こうは俺の名前を知っているが、俺の武器の稀き少しよう性せいを考えれば、彼の名前は知らない方がいい。

　俺は当時、いつどこで捕まり、拷問を受けるかもしれない身の上だった。

　そこへ稀少極まりない手甲ガントレツトを持っていれば、誰だって出所を探りにくるだろう。

　だから俺と師匠は、敢あえて互いの名を聞かないことにしていた。知らないものは口の割りようがないのだから。

「すまないがそこの男……女？　との契約で、名乗らないことにしている」

「ご事情、承知しておりますとも」

「では、今回は何の用だ？」

　細工中だったのか、銀の指輪を削る作業に戻る師匠。その机の向かいに、俺は勝手に椅子を持ち込み、腰を下ろさせてもらった。

「マクスウェルも座っとけ」

「よいのか？」

「受け入れた以上はお前たちは客人だ。腰を下ろす程度で怒ったりはせん」

「だそうだ」

　許可を得てようやくマクスウェルが腰を下ろした。この爺じいさんがここまで緊張するのは珍しい。

　その仕草を不審に思いつつも、俺は要件の手甲を取り出した。

　これはマクスウェルが物品転送アポートの魔法でこっそり取り寄せて、俺が受け取っていたものだ。

「俺は見ての通りの身体になっちまってな。おかげでこいつを上手うまく扱うことができなかった」

「ふん……」

　師匠は壊れた手甲を検分し、溜ため息いきを吐く。

「右手の内部の機構は整備不良だな。固まった埃ほこりが内部の滑車に食い込んで、動作を阻害している。左の外装の破損は経年劣化が主原因か。糸もかなり減っているな？」

「しばらく死んでたから、整備に持ってくることができなかったんだよ」

「死んだ？　そうか、転リーインカー生ネーシヨンの魔法を受けていたのか。それで女に……」

「納得した？」

　俺はわざとあざとく、小首を傾かしげてみせる。

　師匠はそれを見て、鼻先を押さえる仕草をした。コイツ、ひょっとしてロリコンか？

「まあいい。直すには少々素材が足りないから、すぐにというわけにはいかんぞ？」

「それは困る──が、贅ぜい沢たくを言える立場じゃないな。でも俺も、ここへは簡単に来られない立場でな」

「そっちの男なら転移テレポートの魔法が使えるのだろう？」

　確かにマクスウェルの転移テレポートや転移門ポータルゲートの魔法ならば、ここまでやってくるのは容易たやすい。

　しかし今の俺は、そのマクスウェルと会える時間が、あまり取れないのも事実だ。

　内弟子ということで彼のもとに出入りしているが、屋敷にいつ誰がやってくるかはわからない。

　俺を連れて長時間行方不明ともなれば、コルティナやライエルが心配してしまう。

「ちょっと、事情があってな……」

「ならば今夜中に素材を集めに行くか」

「え、すぐ行けるのか!?」

「俺も転移門ポータルゲートの魔法は心得がある」

　その提案を聞き、俺はマクスウェルと顔を見合わせ、思案する。

　今、俺は宿を抜け出している状態だ。しかし、他の生徒たちはぐっすりと寝入っていて、気付かれる心配はない。

　コルティナやマリアたちも今夜は羽目を外していて、こちらにやってくる様子はない。

　そもそも俺は今気絶中という扱いなため、様子を見るのはマクスウェルの使い魔に一任されていた。

　おそらく、朝までは大丈夫なはず？

「む、少々お待ちいただけますかな？」

「ああ、構わん。だが出掛けるならば早い方がいいぞ」

「承知いたしました」

　マクスウェルと俺は鼻面を突き合わせ、相談を開始する。師匠の目の前だろうと気にしない。

「で、どうする？」

「いや、これはチャンスじゃろ。未知の機構や技術を目にする機会じゃ。捨てるのは惜しい」

「だが、さすがに朝までかかるとなると少し心配だぞ」

「そこは幻術でごまかすとしよう」

「できるのか？」

「幸い、使い魔を置いてきたままじゃ。奴やつをお主に見せかければ問題はあるまい。身体は毛布で隠しておるし、幻術を上書きしておけば見破られる可能性は低かろう」

「まあ……お前がそう言うなら任せるが」

　幻覚イリユージヨンの魔法は、自身の視界によって射程が決まる。

　使い魔によって遠隔での視界を得ているマクスウェルは、離れた場所にいる使い魔を起点として魔法を放つことができる。

　しかし、この山の中からマレバの街までとなると、結構な距離による魔力消費が発生するはずだが──

「なに、この程度の距離ならば問題はあるまいて」

「つくづくバケモノだな、爺さん……」

　仮にも世界最高の魔術師。この程度の距離はどうにでもなるらしい。

「では失礼して……」

「待て。この洞窟内は地点指定魔法の発生を禁止している。ここからでは幻術は使えんぞ」

「ほ？」

　師匠にそう言われ、マクスウェルは試しに魔法を起動してみたが、発動することはなかった。

　地点指定魔法を禁止する術は、実のところ珍しいものではない。これが野放しになってしまうと、転移魔法を利用した泥棒や暗殺が横行してしまうからだ。

　なのでこれはセキュリティの一つとして、少し裕福な程度の一般家庭にすら普及している。

「放置しておくと、ここに直接飛んで来る輩やからも出るからな。出入りは実質、あの入り口からしかできなくしている」

「では一度外に出て準備をして参ります。御おん方かたにおかれましては、その間に出立の準備を」

「承知した」

　席を立つマクスウェルに付き従い、俺は洞窟の外に出る。師匠も素材集めの準備のため席を立ち、さらに奥の部屋へと入っていった。

　銀の指輪や廊下の武具などは放置したまま。なんとも不用心なことだ。

　洞窟の外ではマクスウェルの術は問題なく発動し、宿の寝床では俺が今も横たわっているように見せかけることができたらしい。

　こうして俺たちは、師匠と素材集めに出ることになったのだった。




　出発を決め、十分もしないうちに俺たちは洞窟の外に整列していた。

　師匠は革製の使い込まれたジャケットの上にローブを纏まとい、旅慣れた雰囲気を纏わせている。

　腕には俺のものとよく似た手甲を装備していた。糸の射出機構はなさそうなので、純粋に格闘用のものだと思われる。あの拳げん骨こつに、どれだけ酷ひどい目に遭わされてきたことか。

　俺とマクスウェルは宿の偽装工作を終えたので、すぐにでも出立できる状態だ。

　しかし旅立つ前に一つ、やっておかねばならないことがあった。

「なあ、師匠。今更だが、呼び名を教えてくれないか？」

「名は聞かない約束ではなかったのか？」

　俺の質問に、呆あきれた声を返す師匠。

　確かに名を聞かないように約束していた。しかしこれから先、一緒に行動するというのに名前を知らないのでは、不便が発生する可能性もある。

「この先は戦闘があるかもしれない。なのに師匠の呼び名がないんじゃ、俺はともかくマクスウェルが指示を出しにくい」

「ああ、それは確かに。そうだな……では、アスト、とでも呼んでくれ。無論本名じゃない」

「堂々と偽名を宣言してくる奴は初めて見たよ」

　アストと名乗った師匠は、知ったことかと言わんばかりの仕草で地面に魔法陣を描き始めていた。

　その魔法陣は、マクスウェルのそれと大きく違っていた。

「ほう、方円を先に描き込むのですな？」

「そうだ。先に誘導路を構築しておいてやると、魔力を導きやすいのでな」

「ですがそれだと、とっさの発動が間に合いませんぞ」

「その時は通常通りの魔法を発動させればいい。それに先に陣を描き込んでおいた布でも持っておけば、通常の発動方法よりも早く確実に発生させられる」

「ふむ……興味深い。入り口の仕掛けも、術式はかなり古いものと見ましたが」

「ほう、わかるのか？　そこの無骨者と違って見る目があるな」

「悪かったな、無骨で」

　前世の俺は魔法に関しては門外漢だったんだよ。今なら確かに普通の術じゃないと気付く。

　貴重な魔道具をいともたやすく製造する腕前といい、この師匠はタダ者ではない。

「それはともかく……どこへ向かうんだ？」

「まずはミスリル糸の調達。次に外装の素材を集めに行く。特に外装はここまで劣化するとは思わなかったので、素材を厳選させてもらおう」

「この手甲だけでも結構な代物だと思うんだがな」

「それはニッケルという金属を混ぜ込んでおいた。硬度ではやや劣るが腐食しにくく、靭じん性せいが高い」

「靭性？」

「粘り強いという意味だ。攻撃を受け止めた時、砕けるのではなくひしゃげることで衝撃を逃がす。内部の糸のクッション性もあるので、防具としての性能はかなり高いはず」

「だから剣の一発でひしゃげたのか」

「その代わりお前の左腕は無事だっただろう？」

　右は内部機構の故障だが、左の手甲は剣の攻撃をまともに受けた衝撃によるものだ。

　もちろん、きちんと整備しておけばここまで脆もろくはならなかったのだろうが、それでもここまで簡単にひしゃげるとは思わなかった。

　それも俺の腕を守るという一点を優先して作られた外装だったらしい。

「まあ、おかげで助かったのは確かだな」

　ポツリと漏らし、当時の状況を思い出す。

　大の男の、大上段からの斬り下ろし。そしてそれを受けるのは、幻覚を纏った十歳の俺少女。

　左手一本で受けた場合、外装が砕け、その下の俺の腕まで砕けていた可能性がある。それだけにとどまらず、頭か肩を斬り裂かれていた可能性もあった。

　装甲がひしゃげることで衝撃を逃がし、俺の力でも受け止められる余力を与えてくれたのだろう。

「そういうわけで、まずはミスリル糸の確保に向かうぞ」

「この糸の作り方ですな！　私も以前よりこの糸の製法には興味を持ってましてな」

「……できれば他言無用に願おう」

　興味津々のマクスウェルに、珍しく困ったような顔を向けてから、師匠は魔法を発動させた。

　足元の魔法陣が光を放ち、周囲の景色がクシャリと崩れる。

　一瞬の浮遊感に包まれ、次の瞬間には俺たちは暗い闇の中に放り出されていた。

「ここは？」

　一見して、今までいた山の中とは風景が違う。どこかの建物か洞窟の中に跳躍したらしい。

　じっとりとした湿気を含んだ空気が、肌に纏わり付いてくる。そして、その空気はあまりにも冷たかった。

「妙に肌寒い……だけじゃないな。息が……」

　息苦しい。いや、呼吸はいつも通りにできている。だが吸い込む空気の量が同じなのに、呼吸が浅くなったように感じられた。

　この現象には覚えがある。標高の高い山に登った時などに襲われる現象だ。

「ここは世界樹の中だ」

「世界樹……フォルネリウス聖樹国か!?」

　フォルネリウス聖樹国。この世界最大の宗教である世界樹教の総本山。

　大陸中央に位置する、最大の勢力を持つ国であり、その中央、首都ベリトには天にも届こうかという世界樹イグドラシルが聳そびえ立っている。

　その聖樹の内部は迷宮になっており、かつては千にも及ぶ階層を誇っていたのだとか。頂点には聖樹の生命力を蓄えた若芽が存在し、口にすれば不老不死を得られたという神話もあった。

　もっとも、その世界樹は神話の中で破戒神によってへし折られ、全体の七割程度しか残されていない。

「……考えてみると、碌ろくなことしてねぇな。あの白いの」

「まあ、当時は当時でそうせざるを得ない状況だったわけだが……いや、なんでもない」

「師匠、ひょっとして破戒神を知っているのか？」

「ノーコメントだ」

　あからさまに視線を逸そらす師匠。その行動から顔見知りであることは容易に察せられた。意外と噓うその下手な奴である。

「まあいい。それで、その世界樹の迷宮で何を探せばいいんだ？」

「ここは二百五十層だな。この近辺にはヒュージクロウラーという巨大な芋虫がいる。そいつを──」

「ぶちのめせばいいのか！」

「いや、生かしたまま捕まえてくれ」

「あ？」

　殺意をみなぎらせた俺の出鼻をくじく命令。殺し専門の俺が、モンスターを捕まえるだと？

「ヒュージクロウラーは世界樹の幹すら食い荒らす消化能力を持っている。そいつらにミスリルの鉱石を食わせて糸を吐き出させれば、食ったミスリルを多量に含んだ合成物が手に入る」

「なるほど、その糸を縒より合わせれば、俺の使っている糸になるんだな」

「その通りだ」

　モンスターの生態を利用して、装備を作るとか聞いたこともねぇ……普通はモンスターを倒して、その素材で装備を作るものだ。

　俺は、一筋縄ではいかない非常識人の関係者だったようである。




　とはいえ、作り方がそうである以上、俺に拒否権は存在しない。

　師匠がヒュージクロウラーという芋虫を捕まえてこいと言うならば、唯々諾々と従うしかない。

　マクスウェルが手早く光明ライトの魔法を使用し、俺は予備のピアノ線と振動短剣を装着した槍やりを装備する。師匠も武骨な格闘用手甲ガントレツトを準備していた。

「師匠、大丈夫か？　もういい歳だろ」

「黙れ、日々の健康管理には細心の注意を払っている。それに俺はまだ現役だぞ」

「少なくとも三十年前には今の姿だったよなぁ？　マクスウェルの頭なんて真っ白になっちまったのに」

「ワシは元から白髪頭じゃ！」

　軽口を叩たたきながら、無造作に迷宮内を歩き回る。無警戒なようでいて、俺の視線は周囲を絶え間なく飛び交い、罠わなを探していた。

　ここは神話にある迷宮。その難易度は冒険者たちの間でも恐怖の象徴になっている。同時にこの迷宮に挑むということは、冒険者の最終目的の一つでもあった。

　そんな高難易度の迷宮なのだから、油断することはできない。

「とか言ってるうちに、さっそく罠か」

「む、何か見つけたのか、レイド？」

「ああ、マクスウェルなら見分け付くんじゃないか？　あそこに何か魔法陣を隠した痕跡がある」

　俺の指さす先には、床に這はった木の根が少しだけ捲めくれあがった跡があった。

　その下には黒い線が複数走っているのが見て取れる。

　魔法陣の上を世界樹の根──というのもおかしいか？　とにかく繊毛のような管が上をのたくりまわって、隠してしまった痕跡があった。

　無論、誰かが意図してこれを行ったわけではあるまい。敢あえて言えば、世界樹の意思によって作り上げられた罠だ。

　俺はそのトラップを踏まないように、注意しながら痕跡に近付いていく。

　もう少しで覗のぞき込こめる──そんな距離まで来た時、頭上から巨大な何かが落下してきた。

「うおおおぉぉぉぉ!?」

「なんじゃ!?」

「お、さすが名高い暗殺者（笑）。さっそく見つけてくれたか」

　俺の頭上に振ってきたのは、目的のヒュージクロウラーだった。

　全長十メートルくらいある芋虫。うねうねと動く身体に、ゴムのように強きよう靭じんな外皮。それが俺の頭上に振ってきたのだ。

　幸い俺への直撃は避けられたが、落下の衝撃でのたくった繊毛が波のようにうねり、俺の足を絡め捕る。

　師匠の声にはどこか楽し気……というか、嘲笑が混じっているような気がするのは俺の気のせいか？

「暗殺者、関係ねぇ！」

「せっかく褒めたのに」

「うれしくねー！」

　巨大芋虫の落下の衝撃で俺の足を挟んだまま繊毛が捲れあがり、同時に逆さ吊づりになりながら、俺は師匠にツッコミを返していた。

　まだ俺にはツッコミを入れる余裕がある。それは俺の攻撃手段が近接戦ではなく中～遠距離戦に向いていたからだ。

　二十メートル近く先まで飛ばせるピアノ線に、十メートル以上に伸びる槍。これがあれば、多少の高さを宙吊りになったとしても、反撃はできる。

　しかし今回の目的は捕縛。殺してしまうわけにはいかない。

「んにゃろ……って、ひゃわ!?」

　俺は腕を一振り……しようとして、気付いた。逆さ吊りにされた影響で、上着が捲れ上がって胸元が露出している。

　まだ隠すほどの胸もないのだが、反射的に俺は胸元を押さえてしまった。

　以前なら問答無用で糸を飛ばしていたのだが、これもマクスウェルから受けた淑女教育の成果である。全くうれしくない。

　俺の攻撃がワンテンポ遅れた隙に、マクスウェルが捕縛のための魔法を唱え始める。

　そして師匠は……無造作にヒュージクロウラーに歩み寄っていた。

「おい、バカ！」

　少なくとも、師匠がかなり強いことは何度も目にして理解している。しかし相手は十メートル近い巨大芋虫。超接近戦主体の格闘武器では相性が悪い。

　だから危険生物に歩み寄る師匠を見て、思わず警告の声を発していた。だが、その暇もなくヒュージクロウラーは師匠に襲い掛かり──

「フッ！」

　鋭い呼気が響いたと思うと、飛び掛かったヒュージクロウラーは真横に吹き飛んでいた。

　後には鉤打ちの姿勢を取る師匠が残されるのみ。

　吹き飛んだヒュージクロウラーは壁面に激突し、そのままずり落ちびくびくと痙けい攣れんしている。

　あれだけの質量を真横に殴り飛ばすなんて、どんな筋力をしてんだよ……実はライエルより強いんじゃないか？

「……つくづく人間離れしてんな」

「この程度の大きさの敵は、何度か相手にしたことがある」

「なんで言ってくれないんだよ」

「聞かれた覚えもないからな」

　相変わらず無愛想な返事を返す師匠。だが考えてみれば、俺の手甲を作った時は彼が一人で捕獲しにきたはずだ。ならば戦えない道理がなかった。

　そして、仕事はきっちりとやる男だ。今も殴り飛ばしたヒュージクロウラーに歩み寄り、その顎を摑つかみ上げて何かを調べている。

「ダメだな」

「なにがだよ」

　俺は短剣で繊毛を斬り落とし、どうにか地面へと降り立っていた。

　そこで首を振っている師匠に気付く。

「こいつは少し大き過ぎる。この吐糸管では吐く糸が太過ぎて、ミスリル糸としては使い物にならん」

「そんな影響もあるのかよ……」

「できればもう少し小型で、それでいて繭を作れるほどに成熟している個体がいい」

「贅ぜい沢たく……と言えた義理じゃなかったな、俺は」

　元はと言えば、俺の武器を作るためである。ここで妥協してしまっては、この先俺は使いにくい武器で戦わねばならなくなる。

　だがその意見に、マクスウェルは暢のん気きな声を上げていた。

「なるほどのぅ。ワシはそこまで気が回りませんでしたわ」

「作る側になってみないと、そういうところには考えが行かないものだ」

「いや、いい経験ができましたわい。アスト殿には感謝の言葉もない」

「そういうわけだ。すまないがもう一匹倒しに行くぞ」

　マイペースに言い捨て、スタスタと進み始める師匠。床下の罠はヒュージクロウラーの落下で粉砕されており、すでに用をなしていない。

　俺は溜ため息いきを吐いて、師匠の後を追いかけた。




　師匠のこだわりようは、修業時代から全く変わらず、妥協がなかった。

「その芋虫では小さ過ぎる。糸の強度が保てない」

「そいつは栄養状態がよくなさそうだ」

「残念。そいつはヒュージクロウラーではなく、ポイズンクロウラーだったな」

　師匠のつける注文は次第に厳しくなっていき、ついに対ヒュージクロウラー戦は十戦目に突入することになった。

　一応戦えるとはいえ、師匠を前線に出すのも気が引けるので、俺が率先して前に出ているのだが、正直言ってかなり疲れた。

「あのぅ、申し訳ないんじゃが、今のこやつは持久力に問題がありましてのぅ。少し休ませてやりたいのですが？」

「ん？　ああ、そうだな。おそらくはそうだと思っていた」

「おそらくとは？」

　どうも俺の貧弱さを見抜いていたような口振りをする師匠に、俺は質問を返していた。

　しかし考えてみれば、俺の身体はまだ十歳。持久力があろうはずがない。

「それは──」

「ああいや、いい。そりゃそうだ、見ればわかるよな。どうも想像以上に疲れが溜たまっているようだ」

「お主の場合、昼にたらふく寝とったじゃろうに」

「気絶は睡眠とは違う！」

　暢気な意見を返すマクスウェルに俺は怒鳴り返した。疲労のせいで少し不機嫌になっているかもしれない。

　そんな俺を見て、師匠は休息を受諾する。

「そうだな。まだ子供を夜中に連れ出して、ここまでの労働をさせているんだ。嫁にバレたらドヤされる」

「ブッ!?　おいアンタ、結婚してたのか？」

「俺も結構な歳だぞ。結婚の一度や二度、経験があるとも」

「見かけじゃ判断できないんだよ、あんたは……」

　中年とも青年とも見える若々しさを持つ師匠に、俺は心底からぼやいた。こいつといい、マリアといい、若作りな奴やつが周りに多過ぎる。

「スマン、見み栄えを張った。実は結婚は一度しかしたことが無いんだ」

「そこはどうでもいいし」

　俺が一刀両断に切り捨てると、心なしかしょんぼりした表情で、迷宮の通路の隅でシートを広げ始める。

　どこにそんなものを用意していたのかと聞きたくなるくらい、用意がいい。

　さらに水袋に入った水まで提供してくれるのだから、ありがたい。

「あ、レモン？」

「うむ。皮を一欠け入れておくと、酸味が出て疲れが取れるだろう」

「しかもこの水、まるで身体に染み入るように美味うまいですなぁ！」

「その水はこの世界樹の根から抽出した、いわば世界樹の樹液だ。疲労回復の効果は折り紙付きだぞ」

「ぶはっ！　どっからそんな貴重品を取り出してきた!?」

　世界樹の根の樹液とか、その手のマニアに売ったらいくらでも出しかねない。

　特に世界樹教徒として信仰に篤あついマリアとか、ホイホイ金を出しそうだ。危険極まりない。

　だが現実として、疲れが取れるのは事実であり、その内容こそが重要だった。

「ああ、昔ここに挑んだことがあってな」

「どうりで……冒険者をやってたのか。あの攻撃力も納得だよ。それはそうとマクスウェル？」

「なんじゃ？」

「お前、なんで師匠にだけ丁寧に話すんだ？」

　俺の質問に、マクスウェルは眉間にしわを寄せて、溜め息を吐いた。

　呆あきれたような声で、その理由を説明してくれる。

「レイド、お主も一流の暗殺者ならば、相手の力量を見抜く大切さは理解しておるじゃろ？」

「そりゃ当然だな」

「ワシら魔術師も同じじゃ。相手の力量を見抜くことができるか否かは生死に直結する。アスト殿は……おそらくはワシと同格かそれ以上の魔術師じゃ」

「へ？」

　こいつがマクスウェル以上？　確かにこいつは魔道具を製造していたが……どっちかというと魔法よりも拳げん骨こつを飛ばす、この師匠が？

　しかもあの拳の破壊力は、下手をすればライエルにだって迫りかねない。そんな人物がマクスウェル並の術者とか、何の冗談だ。

「ええっと、ナイスジョーク？」

「冗談ではないわぃ」

「マジでか」

「マジじゃ」

　俺はぐるりと顔を向け、師匠に確認しようとした。

　だが彼は、素知らぬ顔で水を飲み干していた。ある意味マクスウェル以上に飄ひよう々ひようとしてやがる。

「それでは二十分交代で休みを取ろう。最初は俺、次はマクスウェル。頼めるか？」

「俺は？」

「お前が一番消耗しているだろう？　四十分フルに休んでおけ」

「くっ、否定できないのが情けないな」

「人には向き不向きがある。今のお前は長期戦に向くまい。休める時に休んでおくのも冒険者の資質の一つだ」

「ここじゃ、あんたの方が経験豊富だからな。悪いがありがたく休ませてもらうよ」

　この世界樹の中の迷宮は、冒険者の最終目標とも言われている最難所だ。そこの経験が豊富だと主張する師匠の言葉に歯向かうほど、俺は愚かじゃない。

　その場に応じた行動を要求されるならば、経験者の言葉は大事にしなければならなかった。

　俺は羽織っていたマントを引っかぶり、シートの上に身を横たえた。




　次に目を覚ました時は、すでに休憩時間が終わろうかという時間だった。

「あれ、いつの間に……」

「寝付きがいいところは、さすがお子様というところじゃの」

「うっせぇ」

　照れ隠しに羽織っていたマントをマクスウェルに投げつける。だが身体に巻き付いていたそれは、勢い良くとはいかなかった。

　ふわりと宙を舞い、寝ていた師匠にかぶさる。

「む？」

「あ、悪い。起こしちまったか？」

　そのマントに反応して、師匠は目を覚ました。想像以上に眠りが浅い。

　いや、ここに挑めるほどの腕利き冒険者だったのなら、当然の話かもしれない。

「いや、丁度いい時間に起こしてくれた。それではさっそく──」

　ゆるりと身を起こす師匠。すぐさま意識を覚醒させ、行動に移るところもさすがだ。

　しかしその言葉を遮るように、迷宮内に奇声が響き渡った。

「キシャアアアアアアァァァァァアアアアァァァァ！」

　長く、余韻を残すような軋きしむような音……いや、声。それが迷宮の通路を満たし、響き渡る。

「なんだ!?」

「ヒュージクロウラーと同じ鳴き声のようだが？　どうも切羽詰まった印象を受けるな」

「というと、何かに襲われているかもしれぬなぁ」

　師匠が分析し、さらにマクスウェルが追随する。

　ヒュージクロウラーはこの階層においては、それほど強い存在ではないらしい。迷宮内でモンスター同士が争い、その結果餌食になるのは彼らの方だ。

「せっかく捕獲しに来たのに、他のモンスターに持っていかれるとか、冗談じゃないぞ」

「そうだな。今のところいいサイズの獲物が見つかっていないが、この声の主がそうでないとも限らん」

「なら早速助けに行くとするかの」

　自分たちが襲われているわけではないので、俺たちの緊張感は薄い。

　しかも助けに行く対象がモンスターなので、切羽詰まった状況でもなかった。

　なのでどこか緩んだ空気のまま、俺たちは声の発生源に向かって駆け出したのだった。




　通路の奥では、小振りなヒュージクロウラーが黒い霧のような存在に襲われていた。

　その霧は小振りとはいえ巨大な芋虫にまとわりつき、執しつ拗ように攻撃らしき行動を取っている。

　その度にヒュージクロウラーは身体を蠢うごめかせ、体皮がこすれ合って軋むような、鳴き声のような音を立てている。

「あれはミストホーネットの群れだな」

「ミストにホーネット？　妙な組み合わせだな」

　ミストとはこの世界に存在するアンデッドの一種で、その名の通り霧状の身体を持つのが特徴だ。物理的な攻撃が効かないので、俺も苦労した経験がある。

　魔力を込めた武器なら余裕で対処できるので、強化付与魔術が使える今の俺なら楽勝だろう。ホーネットはその名の通り、蜂を意味する。

　ただしこの場合、モンスターとしての蜂であり、その大きさは十センチから一メートルにまで及び、種類も様々だ。

　無論、通常の十倍から百倍にも及ぶ巨大蜂に刺されたら、命に関わる。今回、その二つの組み合わせというのが、いまいちピンとこない。

「ミストは霧状のモンスター。見ての通り、蜂が霧状に見えるほど巨大な群れを作っていることから、そう呼ばれているんだ。一匹ずつの強さはモンスターとしては最弱に近いのだが、非常に大きな群れを形成する性質を持っていてな。多少殴っても数匹程度しか仕留められないので、群れ全体から見れば大きなダメージにならない。近接戦で倒すには面倒な相手だ」

「なら、ワシの出番じゃな！」

　この迷宮では出番のなかったマクスウェルが、張り切った声を上げていた。

　だがこの爺じいさんは忘れている。俺たちの目標は、今あの蜂にたかられている芋虫なのだ。

　ここでマクスウェル自慢の大火力を叩たたき込まれたら、一緒くたに丸焼けになってしまう。

「待て待て。まずは芋虫を引き離してからだ！」

「どうやって引き離すんじゃ？」

「それを考えるのがお前の仕事じゃないのか……いや、いい。俺が行ってくる」

　あれだけの数がいると、俺の糸による斬撃はあまり効果を発揮しないだろう。

　だが食事の最中に乱入されたなら、如何いかな蜂とはいえ不快に思うはず。

　攻撃の的が俺に移ればそれでよし。そうでなくとも多少のダメージを与えられるので、それも悪くない。

「とにかく俺が奇襲をかける。蜂が俺を追ってきたのなら、そこを焼いてくれ」

「承知した」

　マクスウェルの魔法はマリアほどは早く発動しない。

　それでも熟達した魔術師ではあるので、タイミングを見誤るような真似まねはしないだろう。

　俺は天井付近の壁の出っ張りに糸を飛ばし、自身を持ち上げる。

　この迷宮は四方が木でできているため、引っ掛ける的が多くて助かる。意外と、俺との相性がいい迷宮なのかもしれない。

　天井付近まで自分を持ち上げた後、俺は糸を自分の体に巻き付けておく。それも何重に。

　そして短剣を槍やり状に伸ばして、しっかりと固定し……蜂に向かって落下した。

　身体に巻き付けた糸が落下時に解ほどけていくので、俺の身体はそれに応じて回転を始める。

　落下速度が上がるほど回転は速くなり、同時に固定した槍の穂先は凄すさまじい勢いで振り回されることになった。

　そのままミストホーネットの群れに突入すると、回転する穂先が無差別に蜂を斬り裂き、叩き潰つぶしていく。

　ブチュブチュと嫌な音を立てて一息に十数匹が一度に叩き潰され……俺はヒュージクロウラーの背に落下した。

　ゴムのような弾力を持つ外皮は、俺にダメージを与えることなく弾はじき返かえし、都合よく地面へと降り立たせる。

　グルグル回る視界をどうにか上げると、そこには闖ちん入にゆう者しやに怒りを燃やす蜂の軍団が目に入った。

「お、成功？」

　そのまま逃走に移ろうと一歩踏み出し──俺はすっ転んだ。

　馬車にすら敗北する俺の三半規管が、高速回転しながら落下するという荒業に、耐えられるはずがなかったのである。前世では余裕だったのに。

「あ、ちょっと待って!?　いや、やばいやばい！　足が、目が……」

　フラフラと左右に揺らめく俺に猛然とミストホーネットの群れが襲い掛かる。

　今の距離では近過ぎて、マクスウェルは魔法を放てない。

　まるで酔っ払いのように逃走に移るが、その足取りは全く定まらない。このままでは追い付かれるのは必至。

「まっず──」

　事ここに到いたり、俺は自身の危険を完全に把握していた。

　しかし、目は回るが移動自体はできないわけではない。俺には糸という第三の手足がある。糸を壁に飛ばし、無理やり移動すればいいだけだ。

　だがそんな俺を猛然と引ひき摺ずり始めた存在がある。ヒュージクロウラー本人（？）だった。

　命の恩人と把握しているのか、それとも偶然なのか……逃げるヒュージクロウラーの短い爪先が俺の襟首を引っ掛け、そのまま蜂の群れから逃げ始めたのだ。

　無論、俺はその動きに引っ張られ、地面を引き摺られることになる。そしてそれは、完全にミストホーネットの不意を突いていた。

　俺という目標を見失い、地面に向けて突撃するミストホーネットの群れ。

　芋虫と共に離脱する俺。

　両者の間に、完全な『安全距離』が確保されると同時に……マクスウェルの魔法が炸さく裂れつしていた。

　使用したのはおそらく普通の火球フアイアボールの魔法。

　しかし彼の魔力で放たれたそれは、ミストホーネットを群れごと焼き払うに足る破壊力を持っていた。

　さらに言うと、虫というのは非常によく燃える。

　たった一発、それだけでミストホーネットはあっさりと壊滅する。

　火球の炎は、大量に群れる性質を持つミストホーネットに次々と引火して、周囲の空間を焼き尽くしていく。

　もちろん、そのそばにいた俺にも、その危険は迫る。

「あっつ！　ヤベェって!?　おい、芋虫、もっと走れ！　毛が、髪が燃える!?」

　虫と同じように、人の髪も非常に燃えやすい。

　特に柔らかく細く、それでいてまっすぐな髪質を持つ俺の髪は、よく燃えるだろう。

　コルティナとか俺を見てしょっちゅう『もえる』って言ってるからな。別の意味だろうけど。

　ともかく危うく爆炎に炙あぶられそうになりながらも、必死で逃げるヒュージクロウラーの頑張りもあって、かろうじて事なきを得た。

　これはぎりぎりを見極めたマクスウェルの魔力制御の実力もある……と思いたい。芋虫くんの奮闘のおかげのような気もしないでもないが。

　なんにせよ、目的の芋虫が無事でよかった。俺は芋虫の足に引っ掛かったまま、大きく安あん堵どの息を漏らしていた。

　しかし、そんな俺を無視して作業に励む、仕事中毒患者ワーカホリツクが一人。

「ふむ……？」

　床に落ちて今なお燃え盛るミストホーネットも無視して、師匠はずかずかと芋虫に歩み寄り、その顔面を鷲わし摑づかみにして吐糸管を調べる。

　その姿はまるで、ヒュージクロウラーの顔面を握り潰そうとしているようにも見えた。

「身体のサイズは思ったより大きいが、吐糸管は細いな。できれば現物も見てみたいところだが」

　ぶつぶつと品評する師匠だが、摑まれているヒュージクロウラーからしたらたまったモノじゃない。

　種族的に見たらやや小振りとはいえ、それでも七メートル程度はある。その巨体をうねうねと蠢かせ、逃げ出そうとするが、師匠の握力がそれを許さない。なんて羨ましい筋力だ。

「まあ、いい。こいつを連れて帰ろう」

「どうやってだよ？」

　七メートルの芋虫など、収めておく入れ物はない。

　長い手足があるならば、俺の糸で拘束することもできるのだろうが、芋虫にはそういうモノも存在しない。

「ふむ……む？」

　パッと手を離し、顎に手を当て思案する師匠。しかし解放された芋虫は、逃げようとはせず、その場に頭こうべを垂れた。

　その行動の真意を見抜けず、珍しく間の抜けた声を漏らしている。

「なんだ？」

「これはひょっとして……アスト殿に服従しておるのではないじゃろうか？」

「服従？　昆虫がか？」

「昆虫だからというか、知能が低いからこそ、強者には従うのかもしれませんぞ。ましてや我々は命の恩人ですしな」

「この虫が恩義を感じたってのか？」

「左様」

　俺はマクスウェルに疑問で返したが、彼は自らの推測に自信を持っているようだった。

　現に芋虫は師匠の前にひれ伏し、微動だにしていない。

「助けたのはそっちのマクスウェルなんだがな……まあいい。動くな」

　師匠はそう言うと、自らの指先の皮膚を歯で嚙かみ切きり、その血を水袋の中に浸してから芋虫にかけた。

　そして額に何やら魔法陣らしきものを描くと、一瞬でその水が蒸発していく。

　水が蒸発しても熱を発しているわけではないようで、芋虫が苦しがっている様子は見えない。

「あれ、なにやってんだ？」

「おそらくは服従契約の魔法じゃな。奴隷用のアイテムなんかに刻む魔法陣に似ておったわぃ」

　その行動を、俺とマクスウェルは遠巻きに見つめる。何かの儀式のようだが、俺の知識には存在しない魔法のようだった。

　巻き込まれると怖いので、微妙に距離を取っておく。

「へぇ、マクスウェルでも知らない魔法があるんだな」

「なにせ服従契約の魔法はご禁制じゃからの。迂う闊かつに広まったら犯罪に使われる」

「ああ、そういう問題もあったな」

　やがて師匠は、何事もなかったかのように俺たちのもとに戻ってきた。後ろには芋虫も追従している。

「待たせた。悪いが一旦小屋に戻るぞ。こいつをマレバまで連れて帰りたいからな」

「あの山ですか？　構いませんが……大丈夫ですかな？」

　あの山には猛獣も多い。ヒュージクロウラーはその大きさこそ脅威だが、逃げる時の様子を見ても、あまり足が速い方ではない。

　せっかく捕獲して契約を結んだというのに、猛獣に襲われて死にましたでは、徒労になってしまう。

「それに関しては問題ない。地下には他にも部屋を造ってある」

「部屋って……他の地下室もあるのか」

「そうだ。少々かさばる荷物などはそっちに放り込んであるな」

　温泉街近くの洞窟で、コルティナも使っていた穴を掘るための穿孔トンネルの魔法。術が途切れれば元の状態に戻ってしまうのだが、穴が開いている状態で固定の強化魔法を使うと、その状態が維持される。

　これを使って地下に空間を広げれば、意外と簡単に地下室は造れる。

　このサイズが収まるということは結構な広さの地下室が他にもあるということになるが、問題はそれを作る魔力量だ。その規模になると、結構消費するはずなのだが……

「ひょっとして、魔力量もマクスウェルに匹敵する？」

「それならば、いささか自信はあるぞ。あと、格闘戦もな」

「なんで冒険者やってねぇんだよ、もったいねぇ……」

「そんなものはすでに飽きた」

　なんとも豪快な返事を残し、転移門ポータルゲートの魔法を発動させる。

　俺は呆あきれた顔のまま、その門をくぐったのだった。




　期せずして芋虫が懐いてくれたおかげで、糸の調達の当てはできたが、それだけでは手甲の修復はままならない。

　内部の機構はどうにかできるが、左腕用のひしゃげた装甲がまだ直っていない。

　俺たちは再び、世界樹の迷宮の中に転移していた。

「というわけで、次は少し上の六百層だ。ここでジャガーノートという敵を倒す」

　ジャガーノートとは、神話上に存在する英雄の名前でもある。

　だがその英雄は非業の死を遂げ、彼の鎧よろいがその怨念によって動き出し、人を狩り尽くしていくのだとか。

　いわば動く鎧リビングアーマーというアンデッドの上位種なのだが、一括してジャガーノートという名前で呼ばれている。

　そんなわけで六百層に来たわけだが、迷宮内の光景はあまり変わらない。よく考えてみれば、同じ世界樹の迷宮内なのだから、光景も大差ないのだろう。

　到着後に師匠が素材について説明をしてくれる。

「そこそこ強敵だが、そいつの鎧は柔軟でいて強きよう靭じん。元が鎧なだけあって、防具の素材にするには最適だ」

「いや、そうだけどさぁ……アンデッドの外皮だろ？」

「今更、お前が気にするのか？」

「いや、それだったら、コルキスの外皮でもいいんじゃないかと思っただけだ」

　なんとなく、俺は思ったことを口にしただけだった。

　実際、俺は邪竜コルキスを倒した時の素材を丸々残している。その中には皮や鱗うろこもあった。

　ライエルの聖剣ですら貫くのに苦労した逸品だ。こいつを使えばいい防具ができるのではないか、そう思っただけだ。

　しかし、師匠は驚いたように俺を見つめ、しばらく考え込んだのちにポンと手を打った。

「その手があったか」

「気付けよ、おい!?」

「俺は自分の手持ちの素材にしか興味がなかったからな。お前たちの功績を考えれば、そこに考えが行くべきだった」

「まったく……じゃあ、無駄足かよ」

　意外なボケをかました師匠に、肩を落として俺は憎まれ口を叩たたく。だが師匠は数瞬考え込んだのち、きっぱりと首を振った。

「いや、せっかく来たんだし、一匹くらい狩っていこう。めったにない機会だしな」

「おい待て、そんな『ついでに一ひと狩りしていこうか』って簡単な相手じゃないだろう!?」

　一狩りしたい魔術師対人狩りしまくったアンデッド。いや、うっかり現実逃避したくなったが、冗談ではない。

　仮にも神話の英雄の名を冠するモンスター。実際は軍隊で対応しなければならないほど、高い戦闘力を持つ。

　それを、事のついでのように狩ると言い切るこいつは、どう考えても感性がおかしい。

「それもそうですなぁ。有名な世界樹の迷宮の上層、そのモンスターと手合わせする機会など、そうそうありますまいよ」

「ここにも、変なのがいたし！」

　呆れたことに、マクスウェルまで師匠の提案に乗り気だった。

　確かにマクスウェルの言う通り、こんな場所に来る機会はほとんどないだろう。日常的に修羅場に足を突っ込んでいた俺たちならば、そこで強敵と対たい峙じしてみたい気持ちは、理解できなくもない。

　だが今夜中に素材を集めなければならない以上、そんな寄り道はしたくない。

「そんな時間は俺たちには無いだろう？」

「いや、どうせ修復作業は今日中にできないから、素材さえ集めてしまえば、今日のノルマは完了だ」

「そうなのか？」

「ああ、お前が邪竜の皮を持ち込んでくれれば、今日の予定は終わる」

　生前の俺はマレバ出身なので、件くだんの邪竜の素材はその近辺に隠している。というか、その近辺で人の寄り付かない場所と言えば……マレバ山しかない。

　つまり、師匠の隠れ家のご近所にこっそりと隠していた。転移魔法もあるし、取りにいくだけならば、帰って十分もあれば余裕だろう。

「というわけで、早速行くぞ」

「お、おい……」

「というか、来た」

「へ？」

　師匠の言葉と同時に、ガシャリと重い金属音が通路に響き渡る。

　通路の奥には巨大な金属製の鎧の姿。ただし腕が四本ある。もはや人型から逸脱しつつある異形。

　神話の残骸。英雄の成れの果て。その逸話を持つモンスターが、兜かぶとの下の虚うつろな眼がん窩かで俺たちを見る。

「────────!!」

　声帯を持たないジャガーノートは声を出さない。だが雄お叫たけびを上げたことだけは理解できた。

　盾と剣を持つ両手を大きく広げ、仰のけ反ぞるように上方を仰ぐ。

　それは空に向かって絶叫する仕草に似ていた。

「どうする？　戦いたいのなら手は出さないが？」

「む……？」

　師匠の目的は素材集め。マクスウェルは戦いたがっている。その両者の思惑に齟そ齬ごはない。

　手っ取り早く処理するならば、師匠とマクスウェルが遠距離から魔法を放てばいいだけの話だ。

　いや、マクスウェルは遠距離から魔法を放つしかできないわけだが。

「レイドよ、こんな機会は滅めつ多たにないぞ？　それとも心まで大人しくなってしまったのかの？」

「お前、俺を挑発して巻き込むつもりだろう？」

「ホッホ、さすがに気付いたか」

　明らかな挑発だが、ここで爺じいさんの手に乗るのも悪くない。こんな機会がそうないのは事実だ。

　ここは世界の最難関である世界樹の迷宮の中で、目前には上層に生息する神話級のモンスター。

　マクスウェルが言うように、これほどの相手に自分の腕を試す機会は滅多にないだろう。

　俺は無言で一歩踏み出し、ピアノ線を引き伸ばす。

　そこまで言われては男が廃すたるってものだ。今は女だが。ともあれ、ここは腕試しに参加するしかあるまい。

「いいだろう。本気の戦いってやつを見せてやるよ」

「そうこなくてはな！」

　俺の後ろに付くようにマクスウェルが動く。俺たちの戦闘における基本フォーメーション。

　その隊形の変化を見て、ジャガーノートが二つの盾と二本の剣を構える。

　両側に一つずつ盾と剣を持っているため、防御は堅そうだ。

「それを崩すのも、戦いの醍だい醐ご味みってね」

「なんだかんだ言っておっても楽しそうにしておるの。お主も立派な脳筋ではないか」

「俺の目的は知っているだろ」

「男に戻ることかの？」

「違う！　いや、違わないけど、そうじゃない」

　俺の目標は、ライエルを超える英雄の姿を体現することだ。男に戻るのは、その過程の一つに過ぎない。

　あそこに立つのは、その領域に到いたった者の名を冠するモンスターだ。

　目標への試金石にするには、実に都合がいい。

「いくぞ、マクスウェル！」

「おう、いつでも！」

「────────!!」

　俺たちの鼓舞する声に、ジャガーノートが応える。

　相手もすでに、こちらと戦う気は満々だ。こちらが逃げる可能性もあるのだから、向かってくる敵はむしろありがたいと思っているのだろう。

　一本の剣を振り下ろし、腰を落として迎え撃つ体勢を取っていた。

　俺は大きく一歩踏み出し、奴やつに向かって渾こん身しんの糸を解き放った。




　ジャガーノートは両手に一つずつ持った盾で防御しながら、脇から生えた二本の腕で攻撃してくる、実に堅実な戦いをする。

　防御を主体とする戦いは、かつて戦った誘拐犯の男を彷ほう彿ふつとさせる。しかも堅い防御にアンデッドというのは、俺にとっても相性が悪い。

　絞め殺すこともできないし、糸の斬撃も効果が薄い。一人ならできる限り戦闘を避けたい敵だ。

　しかし今回俺は一人じゃないし、ここは広い貯木場ではなく迷宮の通路である。

　俺は糸で強化した運動能力にモノを言わせ、壁や天井すら足場にして敵を攪かく乱らんした。そうやって充分に敵の目を引き付けた隙に、マクスウェルが狙撃系の光弾エネルギーボルトで撃ち抜き、勝負を決めた。

　終わってみれば順当な結果である。だが堅い防御を崩すのに手間取り、少々時間をかけてしまった。

　そしてその『少々』の時間が、俺にとっては致命的なスタミナ消費となり得る。

「どうやら終わったようじゃな」

「ぜぃ……ぜぃ……」

「どうした？　魔力畜過症はすでに完治しておるのじゃろう？」

「病は治っても、体力まですぐには上昇しねぇよ。それに元々の体力が低過ぎるんだ、この身体」

「それは大変だな。身体を鍛えておかないと、出産の時とかに苦労するぞ」

「おぞましいことを言うな!?」

　斜め上方向にカッ飛んだ師匠の忠告に、俺は真剣に鳥肌が立った。

　確かにこの身体が女である以上、そういう結果を招く事態も想定される。しかし俺としては断固として拒否したい。いや、まだ月の物すら来てないんだけど。

「とにかく、マクスウェルもこれで気が済んだだろう？　さっさと帰って、邪竜の素材を取りに行くぞ」

「そうは言っても、ワシはお主の隠し場所なんて知らんぞ」

「幸か不幸か、前世の俺の拠点がマレバだったことは知っているだろう？」

「そういえばそうじゃったな」

「師匠と知り合ったのも、あそこが俺の地元だったからだ。こいつも目を付けていた通り、あの山は人が寄り付かない。破戒神の聖域とまで呼ばれるあの山は、いわば邪教の総本山だ」

「実に不本意ではあるな」

　なぜか師匠が不機嫌そうに鼻を鳴らしている。お前、破戒神の関係者じゃないだろうに。

　いや、あの山に住み着いているってことは、俺のように遠い血縁でもあるのかもしれない。

「まあ、人が来ないって事実だけが大事だ。同じく地元の俺がそこに目を付けないわけがないだろう？」

「つまり、レイドの隠し場所も、あの山にあるというのじゃな？」

「そうだ」

　とはいえ、俺が隠しておいたのはもう少し麓の方だった。中腹にある師匠の家からならば、一度麓に下らないといけない。

　昼間なら十分も下れば辿たどり着つける距離だが、今の時間だと、俺の足なら下手をすれば朝までかかってしまいかねない。

「ああ、あの麓でごそごそしてた奴……アレは邪竜の素材を隠しにきていたのか」

「へ？」

　だが師匠が俺の思考に水を差した。というか、気付いていたのか？

「ここは俺の地元だぞ。それに、王国の法律的にも俺の土地だ。何者かが出入りすればすぐわかる。お前が弟子だから見逃してやったが、何か運び込んでいるとなれば、気になって当然だろう？」

「そ、そうだったのか……？」

　こいつが地主だったことにも驚きだが、そんな離れた場所の出来事を把握していたことにも驚いた。

　我が師ながら、本当にこの男は得体がしれない。

「あの場所なら俺も把握している。転移門ポータルゲートで飛べる。お前を初めてあそこに連れて行った時も飛んだだろう？」

「そういえばそうだったか。ついでに素材の運び出しもお願いできるか？」

「……こき使ってくれるな。まあ、それくらいは構わんが」

　そういうと師匠は魔法を発動させる。ここへ来る時に使った魔法とは別の、いつもマクスウェルが使用している形式の魔法だった。

　無論その違いを、マクスウェルは見逃さない。

「先ほどとは違う術式のようですが？」

「先に使った術は対応する魔法陣のもとへ飛ぶ術だったからだ」

「ああ、なるほど」

　俺の秘密の隠し場所にそんなもの仕込むな。と言いたいところだが、これはバレた俺が間抜けだったと言える。

　師匠以外にバレていたら、根こそぎ持って行かれていたかもしれない。次からはもう少し、見つかりにくい場所を探しておこう。

　発動した魔法陣にマクスウェルが飛び込んでいく。これは既知の術式だから、マクスウェルも大して興味を持たなかったのだろう。

　俺もそれに続いて飛び込むと、周囲の景色は一転して森の中に変化していた。

　これは懐かしい、俺がよく利用していた隠し場所の風景だ。

「ああ……懐かしいな」

「ここで間違いないのか？　ただの廃村に見えるのじゃが」

「そうだぞ。ほら、そこに屋根が見えているだろう」

　俺が指さす先には、地面から屋根だけが生えているという奇妙な建物が存在していた。

「ここは五百年ほど前の噴火で土石流に飲まれた村らしくてな。大半は土の中に飲み込まれたんだが、ごく僅かにそうやって頭だけ出してる建物もあるんだ。そこを隠し場所に使用している」

「ほほぅ」

　長い髭ひげを扱しごきながら、無造作にマクスウェルは歩み寄っていく。

　そしてしばらく進んでから、こちらを振り向いた。

「止めんのかの？」

「なぜ止める必要がある？　そこに用があって来たんだぞ」

「いや、罠わなとか仕掛けておるのかと思っての」

「こんな廃はい墟きよに罠なんて仕掛けたら、それこそ『何か隠してます』って主張するようなもんだろ」

「……ふむ。そんなモノかのぅ？」

　俺はマクスウェルを追い抜いて、屋根のそばに近寄った。

　一階部分は完全に地中に没しているため、屋根裏部屋の窓から室内に入ることになる。

　ほどなくして師匠も後を追ってきたので、まとめて俺の隠れ家に招待することになったのだった。




　五百年も前の遺跡というべき小屋。だが不思議と腐食している気配は少ない。

　これは小屋の木材の表面を丁寧に焼いて、腐食を防ぐ工夫をしてあるのも一因だろう。

　奇跡的に崩落していない室内の階段を下り、一階部分にやってくる。

　そこはやはり土の圧力に押され、半壊した状態になっている。だが屋根が地表に出ていることで雨を凌しのげたおかげか、これまた腐食は奇跡的に少なかった。

「屋根が地上に出ており、周囲を土で封じられていたことで水分が染み込むのを避け、酸化が遅れているのだな。まさに奇跡的だ」

　内部の風景を師匠が端的に解析する。魔道具作りの達人だけあって、その本質を実によく見抜く。

「ああ。俺もおかげで助かってるよ」

　目指すは厨ちゆう房ぼう。その更に下。つまり地下室だ。

　土が覆おおい被かぶさって空気の流れを遮断した室内の、さらに隔絶された地下。実に隠し場所にもってこいだ。

　もっとも、それを二人に知られてしまったので、今後の使用は考えないといけない。

　俺は内心そんなことを考えながら、床板に設置された上げ扉に手をかけ、地下室への階段を下ろうと思ったのだが──

「ふんぬぅ……！」

「うん、ワシ知ってた」

　案の定、俺の筋力では扉を持ち上げられなかった。その光景をさも当然という風に、生なま温ぬるい目で見るマクスウェル。

　結局最後は師匠に引っ張り開けてもらって、ようやく地下に降り立った。




　ここは元々炭焼きの小屋だったらしく、地下室の壁もきっちりと表面を焼いて、油っぽい何かを塗り、腐食に備えていた。

　おかげでこうして、俺が隠し部屋に使うことができている。

　地下に降りると、そこには大量の金貨や宝石、そして武具に素材という価値の高いものが放置されていた。

　街までの利便性が悪い山中なので、食料などを貯蔵する意味でも地下を広めに造っていたのだろう。

　そこは結構な広さのある地下空間が広がっていた。

「ほほぅ、これはドラゴンの寝床もかくやと言わんばかりの絢けん爛らんさじゃの」

「これはまた……溜ため込こんだモノだな。修繕費は高めに請求した方がいいか？」

「やめてくれよ!?」

　俺の前世の富の集積場である。それを見てさっそく算そろ盤ばんを弾き始めた二人。

　実のところ、俺はライエルの庇ひ護ご下かにあるので、この財宝が無くても生活はできるのだが、前世の苦労の結果が消えてなくなると考えると、それはそれで物悲しいものがある。

　師匠は俺の抗議を聞き流し、早速部屋の一角、邪竜の素材のもとに足を運んでいた。マクスウェルは俺が生前集めた武具に興味津々だ。

「これが邪竜コルキスの皮か。なるほど、いい素材になりそうだ……ああ、マクスウェル。その魔剣の付与魔法は大したことないぞ」

「そうなのですかな？　そこそこの品に見えるのですが」

「その程度なら、俺の洞窟に陳列している物にも及ばない。欲しければ一つくらい贈呈してやろう」

「それはありがたい！」

「なんでマクスウェルには無料でやって、俺の修繕費は値上げするんだ？」

　扱いの差に俺は嘆きの声を上げた。しかしよく見ると、師匠は皮の他に牙や鱗うろこなどにも手を伸ばしている。

「おいおい、さすがにそれはやらんぞ？　いくらなんでも価値があり過ぎる！」

　腐っても邪竜。その牙や鱗だけでも天文学的な値が付く。

　材料持ち込みの武具の修繕費には、さすがに釣り合わない。

「む、いや……その、希少素材なので、ついな。外装として皮をこの程度、それと内部の補強用にこっちの骨と牙を数本貰もらいたいのだが？」

「骨と牙まで？　当初の予定とずいぶん違ってないか？」

「ここまでの素材を見ると、ついあれこれ細工したくなってな」

「……まあ、懐に収めるんでないなら別に構わない。でも、俺が使いやすいように作ってくれよ？」

「任せろ。どのみち成長期なのだから、毎年のように微調整は必要になるだろう。使い勝手もその時に調整すればいい」

　師匠の言う通り、俺の身長は結構な勢いで伸びている。

　この三年でおよそ三十センチ。それでも他の子供に比べれば、ずいぶんと小柄ではあるが。

「そうなると、マクスウェルには毎回付き合ってもらわないといけなくなるな」

「ラウムに住んでいるのだったか？　ならば俺の方から出向いてもいいぞ。出張費はいただくが」

「微妙にケチ臭いよ！」

　あれだけの魔道具を作れる存在ならば、いくらでも儲もうける当てはあるだろうに。

　しかし、その製品を世に流していないからこそ、奴やつは知られざる名工として存在できる。

　もし市場に師匠の品が流れれば、その名は一躍世間に轟とどろくことになるだろう。

　そうなればこの山での隠いん遁とん生活もできなくなる。ひっきりなしに客が訪れ、落ち着く暇もなく仕事が舞い込む。そんな生活は、さすがに嫌気がさすに違いない。

　だからこそ、師匠は名を伏せ、この山に隠れ住んでいるのだろう。

「くっくっく、この牙があれば近接戦用のフックを付けて……いや別途鉤爪付きのワイヤーフックを装着するか？」

「頼むから、俺の使いやすいように……」

「格闘戦用に爪を付けるのも悪くないな。服に引っ掛ければ簡単に相手を摑つかめるようになる」

「だから……」

「そもそも前回は重量と強度の関係で破壊クラツ緩衝シヤブ域ルゾーンとしてしか使えなかった装甲が、今回は立派な盾として使用できるようになるわけだし、強度を上げるか？　しかしそうなると身体への衝撃が……では内部に衝撃緩衝機構を──」

「……もうダメだ」

　師匠は両手に抱えた素材を見て、ヤバイ感じの視線で設計構想を垂れ流していた。俺のことはすでに眼中にないかもしれない。

　ここに来て、俺はようやく師匠が隠遁している真の理由を悟った。

「ああ、そうか。師匠は……マッドだったんだな……」

　思考を形にせずにはいられない。使い手のことなど考えず、機能を詰め込むだけ詰め込んで、ピーキーな作品を作り上げる。

　そういう行為に喜びを感じる、特殊な性癖の人たち。

　そんな俺の独り言を、耳みみ聡ざとく聞きつけ、師匠が反論してくる。

「失礼なことを言うな。隠遁生活が長いと、そんな趣味に走るしか暇を潰せんのだ。他にはたまに戻ってくる嫁とイチャコラするくらいで」

「なんだ、嫁に逃げられているのか」

「──あ？」

　俺の不用意な一言で、師匠の目が剣けん吞のんに細められる。そしてニタリと邪悪な笑みを浮かべた。

「そういえば貴様。嫁によく似た外見をしているな？」

　わざとだろうが、好色そうな笑みを浮かべて俺にそう告げてくる。

　俺はその笑顔に全身が総毛立つ思いがした。

「そういう冗談は、頼むからやめてくれ！　マッドって言ったのは謝るから!?」

「わかればいい」

　あっさりと笑顔を引っ込めて、師匠はいつもの無表情に戻った。やはり俺は、心までは女になっていないのだと確信した瞬間であった。

　俺の手甲ガントレツトの改良に必要な素材を師匠が搔かき集め終え、ようやく一息つくことができた。

　考えてみれば、すでに深夜どころの話ではない。もうすぐ日が昇るかもしれない時間にまで達している。

　しかし帰りはマクスウェルの魔法で一瞬だから、ここで一息入れるのもいいかもしれない。

「つっても、ここじゃ茶の一杯も淹いれられねぇけどな」

　俺は書物を詰めた空き箱の一つに腰を掛け、凝り固まった身体を伸ばす。

　今夜は街から山まで駆け抜け……マクスウェルの肩に乗っていたが。そのまま世界樹の迷宮まで行き、……師匠の転移魔法を使ったが。ヒュージクロウラーと連戦し、最後はジャガーノートと戦った。

　考えてみれば、結構ハードな運動量をこなしている。

「茶ならばここにあるぞ」

「それなぁ……なんだかもったいなくて口を付けられないんだよな」

　師匠が迷宮の休憩用に使っていた水袋を持ち出すが、そこに入っているのが世界樹の樹液と聞いては、畏れ多くて口にできない。

　いや、それ以上の素材を奴に提供したわけではあるが……

「そうか。じゃあ俺だけ飲もう」

「やっぱ俺も飲む！」

　だからといって目の前で一服されるのを黙って見ているだけというのも、せつない。

　俺は水袋をひったくり、直接口の中に流し込んでいく。

　温ぬるい樹液の混じった茶だが、不思議と爽快なのど越しをしており、スーッと疲れが抜けていくのを感じる。

「ああ、これいいなぁ……定期的に入手できないか？」

「残念ながら、ラウムに輸送するとなると結構な手間になるな。お前がこっちに来る分には問題ないが」

「できるわけねー」

　俺がもう少し干渉系魔法を上手うまく使えるようになれば、転移テレポートの魔法を使えるようになるだろう。

　それまではマクスウェル頼りになるため、簡単にはマレバまでやってこられない。

　非常に残念だが、この茶は諦めるしかなさそうだ。俺は水袋を師匠に返し、木箱を二つ並べて寝台にして、そこに横になる。

　ぐったりと伸びる俺と、返された水袋を眺め、師匠は微妙な表情をしていた。

「なんだよ？」

「いや……保護者が苦労しているだろうと思ってな」

「保護者？　なぜ」

「無防備が過ぎると思っただけだ」

　そう言われ、俺は自分の格好を見下ろした。

　横になった拍子に体操着の上が捲めくれ、へそが剝むき出だしになっている。

　下はショートパンツなので下着が見えることはないが片足を木箱からだらりと垂らし、片足だけ載せた体勢は大きく足を開く形になっており、ややはしたない。

　トドメは俺が返した水袋。それに直接口を付けた物を男に返すという行動。

　例の淑女教育の反動で、最近の俺はかなり雑な仕草をしていた。

「ま、まあ、そう言うな。俺も女ってのになかなか慣れなくてな」

「そうか……ん、ということは……？」

　そこで師匠は顎に手を当て、考え込む。そしておもむろに顔を上げ、マクスウェルに話し掛ける。

「おい、マクスウェル。捜すぞ」

　魔剣を探っていたマクスウェルは突然話を向けられ、驚きよう愕がくした。

「は？　な、何をですかな？」

「こういう男は、自分の恥ずかしい過去をこういう場所にまとめて隠すはずだ。つまり──」

「ふむ……承知！」

「承知じゃねぇ!?」

　確かにここは根無し草に近かった俺の数少ない拠点と言ってもいい。だからこそ人に見られたら困るものもここに放り込んである。

　師匠のその読みは実に正しい。正しいからこそ、探られたら困る。

「どこか壁際……はないな。そんな目立つ場所に隠すはずがない」

「そうですかな？　レイドという男は、こと戦闘に関しての閃ひらめきは素晴らしいものを持っておりましたが、日常生活においては非常に視野の狭い男でしたぞ？」

「確かにそのようだ。しかし、そもそもここに他人が踏み込むことを考えていない。ならば隠しておく必要すらあるまい」

「なるほど……ならばどこかの箱にまとめて放り込んでいる可能性が高いですな」

　そこまで言ってから、マクスウェルは俺の方に視線を向ける。

　いや、俺の寝そべっている木箱に視線を向けていた。

「お、おい……よせ」

「ニコルちゃん、ちょっとそこを退どいてくれるかのぅ」

「こんな時に猫なで声を上げるな！」

　俺は断固として抵抗しようとしたが、振り回す手をあっさり押さえられ、ひょいと持ち上げられた。

　その隙に師匠が俺の寝そべっていた木箱を奪い去る。

「お前ら、妙にコンビネーションがいいな!?」

　俺の抗議の声を無視して木箱をこじ開け、そこにあった俺の恥部をさらけ出す。

「や、やめ──」

「ほうほう、まずは定番の色本じゃな。こういうのが趣味であったか」

「エルフが多いな。それに獣人。人間は少なめか？」

「こやつはスレンダー系が好みのようですなぁ」

「勘弁してくれ！」

　事ここに到いたっては、遠慮などしていられない。

　俺の襟首を摑んで持ち上げていたマクスウェルの腕にしがみつき、そのまま関節技に持ち込んでいく。敬老精神など知ったことか。

「いたたたた！　こりゃレイド、ちょっとは手加減せんか！」

「人の秘密に踏み込んでくる無粋な輩やからには、手加減などしない！」

「わかった、もう見るのはやめるからやめんか！　腕が折れる」

「俺は見るけどな」

「そっちもやめろってのぉぉぉ！」

　黙々と俺の隠しておいた少々危険な本のページをめくる師匠。俺はマクスウェルを放置してそっちに飛び掛かっていったのだった。
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　なんとか師匠を制止させた俺は、マクスウェルに隠れ家を厳重に封印してもらうことにした。

　ここを知っているのは師匠とマクスウェルだけだが、師匠が勝手にここに乱入しないとも限らない。

　俺の秘密のコレクションを持ち帰ることができない以上、封印してもらうしかない。

　それに時間もない。日の出はもうすぐという時間になっている。気を抜けばカクリと首が落ちるほど、眠気が襲ってきていた。

　幼い俺の身体では、徹夜というのは非常に負担のかかる行為だ。

　俺の隠れ家から師匠とはその場で別れ、直接宿に帰ることにした。一応カッちゃんを身代わりに置いているとはいえ、さすがに心配な面もある。

「じゃあ、俺は抜け出した宿の方が心配だから、先に帰らせてもらう。別に素材はお前一人でも持ち帰れるよな？」

「ああ、この程度の量ならば問題ない。完成したらラウムまで届けてやろう。代金もその時でいい」

「いきなり大金払えって言われても困るんだが……」

「その時はマクスウェルにでもツケさせてもらうさ」

　そう言い捨てると、さっさと自宅の洞窟へと転移していった。あの男も、結局よくわからない男だ。

　茶ちや目めっ気けがあるようで頑固偏屈。サービス精神が旺盛なようでいて、ケチ臭い。なんとも読めない男である。

「さて、それではワシらも戻るとするかの」

「ああ、下手したらマリアやコルティナが覗のぞきに来てるかもしれないからな」

「一応ワシの使い魔を付けておることにしているから、心配はしておらんはずじゃ。現に部屋に来た様子はない」

「ああ、お前は使い魔と視覚を共有できるんだったか」

　あの部屋にいる鳩はとと視界を共有できるマクスウェルが大丈夫だというのだから、マリアとコルティナはそのまま寝てしまったのだろう。さすがにこの時間まで起きているとは考えにくい。

　ライエル辺りが乱入してきそうな気もしないでもなかったが、さすがの奴やつも女子部屋に飛び込んでくるほど図太くはなかったようだ。

「なら戻るなら今のうちだな。今日はいろいろあったせいで疲れた。今からだと少ししか休めないが、それでも休息が欲しい」

「やれやれ。そういうところはまだまだお子様じゃのう」

「そっちこそ爺じいさんのくせに徹夜とか、タフ過ぎるだろう？」

　それにマクスウェルは荷役カーゴの魔法すら使っていた。

　これは魔力による体力補助だが、だからと言ってゼロから体力を補うわけではない。

　使用した体力の分を魔力で補っているだけなのだ。爺さんの魔力が底なしとはいえ、今日は三百人という人数を転移させている。

　さすがに疲労はあるはずである。

「なに、お主と違ってワシらはお主の死後も戦い続けておったのだ。あれから更に魔力も伸びておるわ」

「マジかよ。そういやマリアも、あっさり転移テレポートの魔法覚えてやがったな」

「あやつの場合は下地もあったからの。覚えるコツも習得しておるのじゃろうて」

「うらやましい限りだ」

　こちとら中級の魔法ですら、まだ使えない。初級の魔法をようやく習得し終わったかというレベルである。

　元々純後衛だったマリアとは、そりゃ下地は違うだろうが、やはり妬ましい思いはある。

　そんな感情を振り払うべく、俺はマクスウェルに帰還を促した。

「まあいい、さっさと戻ろう。これでアレクマール剣王国での用事は済ませた」

「まったく、淡白な奴じゃのう」

　そう言いながらも魔法陣を展開し、転移門ポータルゲートを開く。

　軽口を叩たたきながらだというのに、実に滑らかな発動だ。この辺りはさすがと言うほかはない。




　翌朝、俺は前日の疲労と気絶騒動による体調不良を言い訳に、行事のほとんどをすっぽかして睡眠に費やした。

　ただでさえ睡眠を削って訓練したり、休みを削って狩りに出たりしていたのだ。俺の身体は、大きな負担が常に掛かっていると言っていい。

　思うにそれが逆に、俺の体力の成長を阻害している可能性だってある。この期間を利用し、たっぷりと休ませてもらおう。

　俺はカッちゃんを抱き枕代わりに、その日一日寝て過ごした。

　その日の行事は歴史博物館の見学である。地元の俺にとっては、参加する意味はほとんどない。

　行事から帰ってきたクラスメイトたちは、カッちゃんを抱いて眠る俺を見て、くすくす笑っていたそうだが、この際どうでもいいことだ。

　そうして午後の自由時間にレティーナと土産物を買いに行き──俺の場合、フィニアとミシェルちゃんしか渡す相手がいなかったが──アレクマール剣王国で最後の夜を迎えた。

　連日行事で引き回されたせいで、生徒たちの元気は底をついている。皆泥のように眠り、帰還する日と相成ったのである。




　この日はマクスウェルが俺たちをラウムに送った後、奴だけマタラ合がつ従しよう国こくと北部三か国連合に飛んで、他学年の生徒を戻しに行かねばならない。

　代わりにコルティナが全体の指揮を執る。

　無論、教師生活が長く、また軍の指揮を執ったこともある彼女だから、問題が起きようはずもない。

　校庭に集まった生徒たちに手早く注意事項を伝達し、解散することになった。

　コルティナは旅行の後始末があるため、居残りで作業している。

　旅行に参加できなかったエリオットも合流して、書類を片付けたり、参加できなかった生徒に連絡を取ったりしている。

　そういう忙しい一面を見ると、彼女もここで教師として生活しているのだと、妙な感傷に浸ってしまう。

　時間で言うとまだ昼前。

　俺は、ミシェルちゃんとフィニアにお土産を渡すべく、まっすぐ帰宅していた。

　レティーナも母親を安心させるために、一度屋敷に戻らねばならなかったので、俺一人だ……いや、俺とカッちゃんの二人か。

　そうしてコルティナの家まで戻ってきたところで、俺は家の前の騒動に気が付いた。

　見ると、フィニアが玄関前でミシェルちゃんと激しくやり取りしている。穏和な彼女たちが口論する場面なんて、珍しい。

　しかし、それがケンカとなると、穏やかではない。

　俺はできるだけ何気ない風を装いつつ、会話に紛れ込み、仲裁するべく声を掛ける。

「ただいま。二人ともどうかしたの？」

「あっ、ニコル様！　おかえりなさいませ」

「ニコルちゃん、たいへんなの！」

　一応侍女の作法として出迎えの挨拶を返すフィニアと、血相を変えてこちらに迫るミシェルちゃん。

　その眼は血走っており、尋常じゃない様子が見て取れる。

「ど、どうかしたの？　慌ててるみたいだけど……」

「クラウドくんが……クラウドくんが捕まっちゃったの！」

　そして彼女から、これまた尋常じゃない事態を知らされたのであった。




　　　　◇◆◇◆◇




　ニコルがアレクマール剣王国に出発することになって、その煽あおりを受けた人間は多い。

　中でも大きな被害を受けていたのが、二人。一人がエリオットであり、もう一人はクラウドだった。

　エリオットはニコルに付き添うようにラウムから姿を消したマクスウェルを追及する術を失い、失意の底にあった。

　しかも今回の一件で、彼周辺の防護に問題があると判断され、本来半年以上ラウムで休暇が取れたはずなのに、半分にされてしまった。その残りですら、状況次第では取り消されかねない。

　エリオット自身、自分がラウムに来ていることで、残してきた腹心たちに負担をかけているのは理解している。その主張に強硬に反対するわけにもいかず、唯々諾々と受け入れるしかなかったのだ。

　そして被害を受けたもう一人が、クラウドだった。

　元々がいじめられっ子。その立場は、冒険者見習いとして孤児院に頻繁に差し入れる食料によって、大きく改善されていた。

　今、孤児院でクラウドをいじめる人間はいない。

　そんな真似まねをしてクラウドがへそを曲げてしまうと、美味うまい肉が食えなくなってしまうかもしれないからだ。

　もしそんな事態になってしまったら、いじめの対象が『自分たちがクラウドを』から『肉を食えなくなった他の人間から自分たち』へ変化してしまう。

　クラウドは良い仲間を見つけたようだが、自分たちにそんな都合の良い人材と出会えるかどうか、不明だ。

　である以上、現状を下手に動かす危険性を悟る程度には、いじめていた者たちも理解していた。

　ところがニコルが最近忙しそうに立ち回っている影響で、孤児院への肉の供給が途絶えてしまった。このままではクラウドは、元の立場に転落してしまう危険性がある。

「ってわけだから、早く狩りに行きたいんだよなぁ」

　冒険者支援学園の食堂で、クラウドは大きく溜ため息いきを吐いていた。

　この学園は基本的に部外者は立ち入り禁止だ。そしてクラウドには入学するだけの資金力は、もちろんない。

　しかし、ここには仲間のミシェルが通っている。そういう点で言えば、一様に部外者と切って捨てることもできない。

　そんな理由で、クラウドはここの食堂を、時折利用していた。

「そんなこと言っても、魔術学院の行事だもの。ニコルちゃんだって、クラウドくんをないがしろにしたわけじゃないよ？」

　クラウドの向かいに座るミシェルは、ふくれっ面つらで果実水をすする。

　クラウドの言いたいことは理解できるが、ニコルにはニコルの事情がある。それを目の前の少年は軽んじているのが、気に入らない。

「いや、もちろんそっちの事情もわかってるよ。でも、ほら……俺って半魔人じゃん」

「あー、うん」

　ミシェルはクラウドの言いたいことを、その一言で把握した。

　半魔人。この世界において全国共通の社会的弱者。高い魔術的、身体的素養を持ちながら、それを認められない存在。

　だからこそ、実力本位の冒険者という職業に、彼らは居場所を見つけている。

　しかしそれは、常に危険と隣り合わせの仕事にしか就けないという意味でもある。

　半魔人は幼少時に虐待死に遭うか、その後あまりにも未熟な状態で冒険に身を投じ命を落とすケースが多い。

　それでも冒険者は、彼らにとって一獲千金の唯一の手段なのだ。現に六英雄にまで登り詰めたレイドが、その栄光を体現していた。

　クラウドもまた、その栄光に憧れる一人である。そのためには、最低限一人で暮らしていける力量を身に付けねばならない。

　彼にとって狩りとは、己の身の安全を確保する手段であり、高みを目指すための修業でもあった。

　それが師匠であるニコルの都合で、頻繁に中断している。愚痴りたくもなるだろう。

「いや俺だってさ、ニコルには感謝してるんだよ？　ほら、あのままだったらいじめ殺されてた可能性もあったし」

「むー」

「今の俺の立場を支えているのが、狩りで得る食料なわけでさ。悪気があったわけじゃないんだ」

「……まー、いっか。じゃあ、わたしと二人で狩りに行く？」

「え、二人だけでか？」

「なに、不満？」

　ミシェルもクラウドの境遇は把握している。だから、彼が焦っている理由も理解できる。

　なればこそ、今回の提案をしてみた。
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「わたしだってギフト持ちだし。弱い敵なら、わたしたちだけでも充分狩れるはずだよ？」

「大丈夫かなぁ？」

「強い敵が出たら、白銀の大弓サードアイを使えばいいんだし」

「でも、それ使ったら、ミシェルは動けなくなるんだろ？」

「倒すくらいはできるよ。山蛇だって一撃だったんだから！」

「それがいまだに信じらんねー」

　クラウドももちろん、ミシェルの技量は把握している。

　しかし、いくらギフト持ちとはいえ、軍隊で対応しなければならないほどのモンスターを倒したというのは、簡単には信じがたい。

　その証拠の素材すら持ち帰っていないのだから、なおさら疑惑は深まる。

「あー、信じてないわね、その顔！」

「いや、信じてるって。だってニコルやレティーナもそう言ってたし」

「わたしの言葉は信じられないって言うの？」

「まさか！　仲間だろ」

「じゃあ問題ないじゃない」

「むぅ？」

　上手うまく誘導された気はしないでもないが、実際ミシェルの攻撃能力は年齢相応を遥はるかに超越していた。

　元々盾役のクラウドが敵を引き付ければ、大抵の敵はミシェルが仕留めてしまえるだろう。

　彼女の提案も、あながち理が無いわけではなかった。

「そうだな。じゃあ明日の朝から狩りに出るっていうのはどうだ？」

「ん、りょうかいー」

　こうしてミシェルとクラウドは、二人で狩りに出るという冒険に踏み切ったのだった。




　ラウムは森に囲まれた大都市である。

　街を出て街道から一歩外れれば、そこはすでに森の中というくらい、周辺の緑が深い。

　薄暗く、日の光を遮る木々は、方向感覚を容易たやすく失わせる。そして危険な大型モンスターは冒険者に狩られているとはいえ、有害な動物が完全にいなくなったわけではない。

　つまり森とは、脆ぜい弱じやくな一般人が足を踏み入れていい場所ではない。

　しかし、クラウドとミシェルは一般人の領域からすでに数歩踏み出した冒険者という存在だ。

　森の中も慣れた調子で突き進み、敵の存在を暴き出す。

「──あ、そこに蛇」

「まかせて！」

　草むらに潜む蛇を目め聡ざとくクラウドが見つけ、指示を出す。特に毒を持つ危険な生物ではなかったが、その肉は食用に適している。

　狩ったところで大した量ではないが、それ以上に大した労力でもない。

　返事をしながらも手に持った狩猟弓に流れるように矢を番つがえ、返す言葉が終わると同時に放つ。

　警戒のため準備していたとはいえ、その速度は目を見張るものがあった。

　クラウドもミシェルも、ニコルのスパルタについて行くことによって、一般的冒険者を遥かに超越した技量を手にしつつあったのだ。

　そうやって気楽に、しかし堅実に狩りの成果を挙げていって、そろそろ昼を迎えようかという時間帯。

　野鳥を三羽、蛇を一匹、兎うさぎを二羽仕留めていた彼らは、ホクホク顔で帰途に就いていた。

　しかしその途中、クラウドが奇妙な痕跡を発見する。

「ん？」

「どうかしたの？」

「ああ、ほら……ここに馬車の轍わだちの跡」

　クラウドが指さした先には、確かに馬の蹄ひづめと車輪の跡が残されていた。しかも二組。

　それと数名の足跡があったが、斥候の経験のない二人には、それが何名かまでは判別できない。しかし、この場所を馬車が二台通過したことくらいはわかる。

「別に珍しくないんじゃない。ここは首都の近くなんだし、馬車は頻繁に往来してるよ？」

「でもミシェル。ここは森の中だぞ？」

　楽観論を述べるミシェルに、クラウドは反論した。

　轍を発見したのは、街道から少しとはいえ離れた場所だ。道もろくに整備されていない場所を無む理り矢や理り馬車で通るなど、普通の旅人ならば絶対にしない。

　しかも土の抉えぐれ具合を見る限り、それほど時間は経過していない。

「んん～？　つまりどういうこと？」

「怪しいってことだよ」

　クラウドはそう言い残すと、轍の跡を追って草を搔かき分け始めた。

　その仕草から、彼が後を追おうとしていると、ミシェルは察する。

「ちょっと、どこ行くの！」

「こんな場所に馬車で入り込むなんて、怪しいに決まってる。きっと後ろ暗いところがある連中だ。なら衛え士じに通報すれば、報奨金が貰もらえるかもしれないだろ」

　貧困生活を送るクラウドにとって、この轍は一獲千金の道標に見えた。

　このような場所に、こそこそと人目を避けて潜む連中がまともなはずがない。しかし、怪しいというだけでは通報できない。

　半魔人のクラウドではその発言力が低く、通報しても信用されない可能性もある。

　どんな連中が、どこで、何をしているのか。それを見極めてから通報すれば、報奨金が出る可能性もグッと高まるはずだ。

　その金はクラウドにとって、冒険者生活に踏み切るための貴重な準備資金になり得た。

「危ないよ。せめてニコルちゃんが帰ってくるまで──」

「帰ってくるのは今日の昼過ぎだろ。相手がそれまで待ってくれるとは限らないじゃないか」

「そうだけどぉ」

　かつて人ひと攫さらいの男と戦った経験のあるミシェルは、クラウドほどには楽観的になれなかった。

　いつもは気楽な意見を述べるミシェルと、慎重論を述べるクラウドの立場が逆転していた。

　それは急激に成長したことによって、自信過剰となっていたクラウドの失態だったかもしれない。

　そしてミシェルも、強力な武器を手に入れ、それを使いこなせるようになったことで、少なからず『どうにでもなる』という楽観論に捉われていた。

　やがて二人は、森の中の小さな広場に停車している、二台の馬車を発見する。

　その馬車は明らかに旅行用の馬車とは違った構造をしていた。

　一台は通常の旅行用に使われる馬車と大した違いはない。荷台に幌ほろが掛かっており、雨を避けられるようになっている。

　だがもう一台は明らかにそれとは違っていた。荷台はやたらと頑丈な鉄製。しかも檻おり付き。

　屋根は幌ではなく、これも鉄でできた頑丈な物。そして檻の中には……小さな子供が一人、捕らわれていた。

　手足に枷かせを嵌はめられた、ミシェルたちよりもさらに小さな少女。その身体は薄汚れていて、ボロ布一枚纏まとっただけ。

　しかもかなり衰弱しているようにも見える。

「ひどい……助けてあげないと」

「あれってもしかして、奴隷商？」

「クラウドくん、知ってるの？」

「俺だって見るのは初めてだよ。でも法律で禁止されているから、取り引きを街の外で行うって話は聞いたことがある」

「じゃあ、あの子も？」

「うん。このままだと奴隷として売られちゃう」

　草むらに潜み、声を潜めて相談する二人。

　馬車の周りには、五人の男が思い思いの格好で休息を取っていた。

　さすがにミシェルといえど、五人を纏めて狙撃するような真似まねはできない。それは二人にも理解できている。

「戻ろう。奴隷商がいるってわかっただけでも充分だ。衛士に通報すれば、きっと捕まえてもらえる」

「うん」

「そりゃ困るなぁ？」

　突然、二人の背後から気楽そうな声が聞こえてきた。

　小さな蛇すら感知するクラウドやミシェルに気付かれることなく、至近まで忍び寄ってきた存在。

　やや気け怠だるげな、緊張感のない声に二人は同時に振り向き、矢を放ち、剣を振る。

「おっと。意外とやるな、こいつら？」

　だが男はその同時攻撃をいとも容易く回避してのけた。

　しかし、その攻撃音は他の男たちの耳にも届く。

「誰だ！」

「ネズミだよ。ちぃっとばかし、デケェけどな？」

　男たちの誰何すいかの声に、目の前の男が答える。だらりと二本の剣を下げたその腕は、やたらと長く感じられた。

　だがクラウドにはそれを不思議に思っている余裕は無い。

「ミシェル、行け！　早く街に──」

「で、でも！」

「俺は何とか粘ってみせる！　ここは街からも近い、すぐに戻れば間に合うはず！」

　とっさにクラウドはミシェルを逃がす行動に出た。

　木製の大盾を構え、男に対たい峙じする。しかし、五人の男もこちらに迫ってきていた。

　このままここに留とどまれば、確実に二人とも捕らえられるだろう。

　しかし二人揃そろって逃げては、確実に追いつかれる。相手には馬だってあるのだ。ならば、どちらかが足止めしないといけない。

　即座にそう判断したクラウドは、ミシェルに逃げるように命じた。そしてミシェルもまた、クラウドと同じ結論に達していた。

　だからこそ、自分一人での逃亡を躊躇ためらってしまう。

「いいから行け！　こうしている時間だって惜しいんだ」

「わかった──死んじゃダメだからね！」

「まかせろ！」

　そしてクラウドは、男たちの方に踏み込んでいく。

　相手の方が数は多い。受けに回ってはミシェルの後を追われるかもしれない。積極的に前に出て戦闘に巻き込む。そうすることで後を追えなくする。

「へぇ、坊主、いい判断してるよな？」

　二刀流の男が感心した声を上げた。その声を背に受けながら、ミシェルは街に向かって駆け出していたのだ。
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　ミシェルちゃんの話を聞いて、俺は即座にその場を駆け出していく。

　その勢いについていけず、カッちゃんが俺の頭から転がり落ちた。

　そうだ、よく考えればわかることだった。三年前にレティーナが攫さらわれた時、俺は誘拐犯たちを壊滅させた。だが外で取り引きに応じる予定だった奴隷商には対処していない。

　商人の娘であるマチスが攫われた時も、彼女を奴隷商に売るという話を、誘拐犯たちは口にしていた。

　そうだ、まだ肝心の連中と取り引きしていた根源が残っていたじゃないか。

　それをクラウドたちは発見してしまったのだ。

「しかも、仲間を逃がすために、一人残るとか……！」

　その行為は過去の俺と全く同じだ。

　今でもその判断が間違っていたとは思わない。もし全く同じ状況になったら、同じ判断を下すだろう。

　しかし、その結果がもたらした悲しみも、今では理解している。コルティナもフィニアも、俺の死を悲しんでくれた事実を忘れてはいない。

「もし死んだら──本当に破門だからな、クラウド！」

　ここで奴が死んだら、今度はミシェルちゃんがその悲しみを背負うことになる。そればかりは、許されない。

　駆け出す俺の背後で、フィニアが叫んでいる声が聞こえた。

「あーもう、だから言ったんですよ！　ニコル様には絶対内緒だって！」

　おそらくは、彼女とミシェルちゃんが口論していたのは、この結果のことだろう。

　この情報を知れば、俺は一も二もなく飛び出していく。

　フィニアとしては衛士に通報して、役人に任せる方がいいと判断したに違いない。

　しかし当事者であるミシェルちゃんは違う。

　そんな時間的余裕がないため、最も頼りになる存在──すなわち俺かコルティナに頼ろうとしたのだ。

　だがコルティナは仕事が残っていて不在。マクスウェルに到いたっては国内にすらいない。

　そこへ俺が帰ってきたのだから、泣いて縋すがるのも当然と言える。

「ま、待ってニコルちゃん。わたしも行く！」

　フィニアを置いて俺の後を追ってくるミシェルちゃん。

　その足は十歳児とは思えないくらい速い。だがそれでも俺には敵かなわない。俺の瞬発力は、同年代において他の追随を許さない。

　しかし体力はそうもいかない。その体力の消耗を抑えるために糸を使って足の動きを補助し、消耗を最小限に留めておいた。走るという単純な繰り返し運動なら、肉体への負担も少ない。

　一番近い東門に到着し、しばしミシェルちゃんを待つ。その間に顔見知りの門番に事態を知らせておいた。

　週末になると門を出入りする俺たちは、それなりに有名人でもある。

　子供だけで狩りに出かけ、しかも年齢に不相応な大物を仕留めて帰ってくるのだから、目立つのも当然だった。

　しかもコルティナとマクスウェルを後援者に持ち、ライエルとマリアの娘。

　その俺が奴隷商の存在を知らせたのだから、通報を疑われるということもない。

　クラウド一人が対応中と聞いて、血相を変えて仲間を搔かき集あつめる衛士。

　普通の子供だったら、役目はここまでだろう。だがこの瞬間にもクラウドは殺されているかもしれない。

　衛士が部隊を編制するまで、待つ時間はない。

「や、やっと、追いつい──」

　ゼェハァと息を切らし、ミシェルちゃんが到着する。いつもならば『お疲れさま』と声を掛けて労ねぎらうところだが、今はその余裕すらない。

「悪いけどミシェルちゃん、場所を案内して」

「う、うん」

　苦しいだろうに、健けな気げにも俺の言葉に頷うなずき、先を急ぐ彼女。

　休ませたいが、場所を知るのは彼女だけだ。

「来て、こっち！」

「わかった！」

　促されるままに森の中に入る。時折大きな枝をへし折って、進行方向に傾けて地面に突き立てておいた。

　ミシェルちゃんの案内で俺たちは目的地に進めているが、後続の衛士たちにその案内はない。

　だから通った痕跡を残しておいて、追ってくるための目印を残しているのだ。

　しかしその救援も、いつになるかわからない。人数を搔き集め、武装を整え、上司に出陣を報告し、許可を貰もらう。

　軍隊の行動というのは、何かにつけて遅い。この場合、その遅さが致命に過ぎる。

「あった！」

　突然ミシェルちゃんがそう言って地面を指さす。

　そこには数人分の足跡と、馬車の轍わだちの跡が残されていた。深い轍の跡は重い荷物──檻を載せている馬車の特徴だろう。

　そしてそれを牽ひく馬の蹄ひづめの跡も、二頭分。二頭立ての大型馬車がここを通った証拠である。

「……なるほど。確かに怪しい」

「ね？　この先でクラウドくんが戦ってるの、早く助けてあげないと！」

　ミシェルちゃんはそう言って先を急ぐ。だが……剣撃音はしない。

　距離がまだ離れているのか、それとも戦闘が終わってしまったのか。

　クラウドの戦闘力は高くない。大人六人を相手に勝利を収められるとは思えない。

　ならば戦闘の終了とはすなわち──

「いや、まだそうと決まったわけじゃない！」

　俺は頭を一振りして、ミシェルちゃんの後について行った。

　しばらく進むと、ミシェルちゃんが足を止めた。そして口元に手をやり、悲鳴を上げるのを必死に堪えている。

　俺はそんな彼女の反応に、視線を更に前へ移動させた。

　そこには突如緑が途切れ、広場になっている空間が広がっていた。

　そして数人の男と、右腕から出血を──いや、右腕を失って地面に倒れ伏しているクラウドの姿が存在したのだった。




　クラウドの右腕は、少し離れた地面に転がっていた。

　その身体からは今もなお、血流がどくどくと、定期的な脈動を打って噴出している。

　出血が脈打っている、それはつまり彼の命はまだ存在するということでもあった。

　そしてクラウドのそばには男が一人立っていて、今にも剣を振り下ろそうとしていた。

「お、前らああぁぁぁぁぁぁ！」

　俺はその光景に、一瞬にして我を忘れた。

　目の前の連中が許せない。その想おもいだけに心を占拠され、殺意の感情一色に塗り潰されていく。

　せっかくミシェルちゃんが声を上げるのを抑えたというのに、俺が絶叫してはその苦労が無駄になる。

　だがそれでも、叫ばずにはいられなかった。

　クラウドがここまで、どれほど努力を積み重ねてきたか知っているから。その右腕を斬り落とすということが、どれほど彼にとって絶望的なのかを知っているから。

　無論、治癒魔法を極めたマリアならば、腕を繫つなぐくらいは容易たやすい。

　しかし、マリアは教会に所属しており、治療には費用を要求するのが常である。そしてクラウドにはその費用を支払うだけの余力はない。

　もちろん俺の『お願い』ならば、無料で癒いやしてもらえるだろう。ミシェルちゃんがそうだったように。

　しかしそれも、この状況を切り抜けてからの話だ。今クラウドは、死に瀕ひんしている。

　マリアがここにやってくるのは、いつになるかわからない。

　一刻も早く彼を助け出し、止血しないと、死亡してしまう可能性が高かった。そして死者を蘇そ生せいすることは……マリアにもできない。

　クラウドのそばに立つ男に向かって、俺は持っていたピアノ線を打ち放つ。

　初見にして不意打ち。普通ならばこの攻撃を避けられる者はいない。

　それでもその男は、長い腕を撓しならせ、飛来する斬糸を打ち払ってみせた。

「っとぉ！　物騒な攻撃をするなぁ？」

　惚とぼけた表情で余裕を持って攻撃を打ち払う男。しかしこれは隙でもある。

　俺は男が体勢を崩した隙に、懐に全速力で踏み込んで短剣を突き出す。

　しかしこれも逆の腕の長剣で弾はじき返かえされた。

「うひっ、なんだこのガキ──？」

　俺も攻撃を受けられたことに驚きよう愕がくはしているが、ここで手を緩めたらこちらの方が危ない。

　そこで金的に向かって蹴りを放つ。だが、これも距離を取って避けられてしまった。

「──野郎……できるな」

「っぶねぇなぁ。お嬢ちゃん、妙に戦い慣れてないか？」

　だがクラウドから男を引ひき剝はがすことには成功している。後は、俺が六人を引き受けている間に、ミシェルちゃんが回収してくれれば、何とかなるはず。

　愛用の手甲は修理中。帰還したばかりなので、カタナも持ってきていない。

　手にあるのは短剣一本とピアノ線一本。心こころ許もとないこと、この上ない。

「それでも、退くわけにはいかない」

「あ。悪いけど、ここを見られたからには、生かして帰せないんだよなぁ。ごめんね？」

「残念だけど、生きて帰らせてもらう！」

　男の長い手、そこに持たれた長剣を見る限り、侮れない膂りよ力りよくを持っていることは理解できる。

　しかも不意打ちを余裕を持って躱かわせるほど、熟達した腕前。惚けた仕草も、強者の余裕と言うべきか。

「マテウス！　さっさとそのガキ始末しとけ。知られたからにゃ衛え士じが駆け付けてくるぞ！」

「そりゃ困る、こっちは一仕事終えたばかりなんだ。目ぇつけられるのは勘弁してくれや？」

　広場と言っても草の生い茂った拓ひらけた空間というだけの場所。

　それなのに男──マテウスと呼ばれた男は足音一つ立てず、間合いを詰めてくる。足運びの滑らかさが尋常じゃない。

　それに意識の隙間を突くような、歩法。これは──

「まさか、隠おん密みつのギフト持ち!?」

　かつてマチスを攫さらった盗賊ども。その仲間にいた隠密能力の高い剣士。

　そいつと同じ動きを、マテウスは行っていた。しかも長さは違うが、同じ二刀流。もしや、同門の徒か？

「ついでに長剣のギフトも持ってるよ。わかったら降参してくれないかな？　お嬢ちゃんは良い商品になりそうだ」

「断固として断る」

「そっか、残念？」

　長い腕を鞭むちのようにして使い、長剣を叩たたきつけてくる。短剣でそれを受け止めるが、たった一発で腕が痺しびれた。

　これは俺の貧弱さもあるが、男の腕が独特のスイングで、一撃を重くしているせいだろう。

　ついでに言うと鋼糸も一本しかないため、身体に纏まとわせての身体強化もままならない。

「くそ、今度からせめて五本は持ち歩くようにするぞ……」

「おお、受け止めるとは驚き。ラウムにはいい冒険者が揃そろってるなぁ。そこの少年もなかなかいい守りをしてたし？」

　男の言葉で俺は状況を思い出した。クラウドにはすぐさま止血が必要だった。

　幸い、ミシェルちゃんはまだ固まったままで、戦闘の領域外。彼女ならば連れ出すこともできる。

「ミシェルちゃん、クラウドを連れ出して止血して！」

「あ……う、うん！」

　返事と同時にクラウドを救出すべく動き出すミシェルちゃん。同時に俺も、短剣に魔力を流して一メートル半ほどの槍やりへと変化させた。

　その変化に目を剝むくマテウス。

「おお、すげぇ！　それ変わってるなぁ。俺にくれない？」

「さっきも言ったが、断固として断る！」

「あらら、残念。じゃあ力尽くでいただくとしますかね？」

　再び腕を撓らせ、上下左右から嵐のように斬撃を加えてくる。短剣のままだったら、受けきれずに弾き飛ばされていたことだろう。

　しかし今度は柄つかの長い槍の形状だ。刃に近い場所を持ち、棍こんのように使えば防御に適した武器にもなる。

　東の方では、ナギナタとかいう武器がそれに当たる。

　意図的に刃元に近い場所を持ち、柄の中央付近でバランスよく保持する。

　二刀による連撃を、柄を回転させることで効率よく受け止め、受け流していった。

　この戦い方は筋力に劣る女性向けに開発された戦法のため、今の俺との相性はいい。

　もちろん、最良はギフトによる糸を使った攻撃なのだが、それでは守りに不安が出る。数も一本しかない以上、使いどころを考えねばならない。

　背後ではミシェルちゃんがクラウドを引き離し、上着を裂いて止血作業を始めていた。

　俺の役目は、そこに人を近付けさせないことだ。

「何をグズグズやっている、マテウス！」

　さっさとこの場所を立ち去りたい他の男の一人は、マテウスが俺を仕留めきれないことに苛いら立だち、助すけっ人とに向かおうとしていた。

　この男の相手だけでも厄介だというのに、追加で参戦されては正直手に余る。

　ミシェルちゃんも止血で手一杯な以上、俺が対応するしかないのだが……

「こっちくんな！」

「ぐわっ!?」

　斬撃の間隙を縫ってピアノ線を飛ばし、男の膝を斬り付ける。その動きは男たちには見えなかったようで、ことさら驚いていた。

　おそらく連中はマテウスの雇い主で、彼ほどには腕が立たないのだろう。

　ならば牽けん制せいはできる。このまま粘れば、じきに衛士が駆け付けてくれる。そう考えた矢先──

「ふむ？　じゃあ、ちょっと本気を出すとしましょうかね？」

　マテウスは不敵に笑い、さらに構えを低くした。

　低く構えたマテウス。俺はその姿勢を見て、背筋に氷を投げ込まれたような感覚を覚えた。

　本能に任せて後ろへと跳躍する。その俺の残像を薙なぎ払はらうかのように、左右から同時に剣が襲い掛かってきた。

　続いて上下からの斬撃が俺を追って迫ってくる。これを槍を旋回させるようにして弾く。

　ガツンという衝撃。俺の身体のすぐそばを長剣の刃が駆け上がり、そして振り下ろされていく。

　その剣勢は重く、どうにか直撃を避けはしたが、俺の腕は激しく痺れていた。

「っつぅ──、お前、まさか今まで手加減して……」

「そりゃ、そっちのガキと違って売り物になりそうだったからな？」

　歯を剝むき出だしにして嗤わらうマテウス。低い姿勢を取ることにより、振り下ろしの威力を強め、その反動を使った斬り上げの威力も増している。

　いや、二刀を同時に振ることにより、双方を加速させているのか？　彼独特の理り合あいに基づいているのだろう。

　俺の低い身長も、この場合悪い方へと働いた。

　本来ならば、低い位置からの攻撃ということで盾などで受けやすいのかもしれないが、俺の場合、身長差ゆえに真正面からの攻撃になってしまう。

　今までと違い、より重くなった攻撃は、受け続けることが難しい。

　しかもそこへ、さらに悪い報告が入った。

　背後にいたミシェルちゃんからだ。

「ニコルちゃん、血が──とまらないよ！」

「肩口で縛って！　あと、脇に石を挟んで太い血管を押さえて！」

　クラウドの腕は肘の少し上で両断されている。

　少々の傷ならば、焼けば塞ぐこともできるが、あそこまでの傷だと、焼いたところで出血は止まらない。

　焼き潰した組織の向こうから、血流が傷口を押し開いてしまうためだ。そのため血流自体を止めないと、出血は抑えられない。

「後ろを気にしている余裕はあるのかなぁ？」

　背後に意識の向いた一瞬を突いて、嵩かさにかかって斬り掛かるマテウス。

　その一撃を受け損ね、俺の手から槍が飛んだ。

「くっ──」

　痺れる腕を叱しつ咤たしつつ、俺はピアノ線を両手に構える。

　本来、糸の方が俺のスタイルには合っているのだが、今回ばかりは心許ない。

　この鋼糸で奴やつの斬撃を受け止められる気がしない。だがそれでも、この場は持もち堪こたえなければならない。

　俺が負ければクラウドは死ぬ。俺とミシェルちゃんは……おそらく捕まり、奴隷として売られる。

　その先にあるのは暗い将来だけだ。もちろんライエルたちが救出に乗り出してくれるだろうが、助け出されるまでの時間は人を壊すのに充分な時間となる。

　せめて武器を用意してから来るべきだったか？　一瞬そんな思考が脳裏をよぎるが、駆け付けた時、クラウドの命はまさに風前の灯ともし火びだった。

　ここまでの時間、一瞬でも躊ちゆう躇ちよしていれば彼の命は失われていた可能性もある。

　ならばここまでは最善のはず……途中で衛士にも通報してある。そこからコルティナやマクスウェルにも連絡が行く。持ち堪えれば勝機はあるはず。

　しかし、その持久戦こそが、この男を相手には最も難しい。

　極端に攻撃に偏重した斬撃は、俺にとっては鬼門だ。受け止めることも、受け流すこともできないからだ。

　ならば避けるしかない。せめていつもの手甲か糸がもう少しあれば、戦いようもあるのに。

「もう、少し──？」

　そこで俺は微かすかな天啓を得た。

　今俺の手元にあるのはピアノ線だけ。しかし糸は他にもある。

　例えば髪。これを抜けば糸と見み做なして使うことができないだろうか？

　答えはできる。現に三年前は、誘拐犯の男の足を止めるのに使ったことがある。

　いや、髪程度の強度ではいささか心許ない。しかしそれが可能ならば、より内側に目を向けてみればどうだろう？
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　例えば筋肉。例えば神経。例えば血管。

　そのほとんどが、繊維によって構成されている。つまり糸だ。

　そして俺の操糸のギフトは接触によって発動する。つまり体内への干渉ならば、無制限で発生させられるはずだった。

　思考の影響で俺の足が一瞬止まる。その隙を逃すようなマテウスではなかった。

　再び左右ほぼ同時の斬撃が迫ってくる。

　奴の攻撃は見切れないほど速いわけではないが、遠心力をたっぷりと乗せているため、非常に重い。ピアノ線一本では到底受けきれないだろう。

　俺は意識を体内に向け、筋繊維に操糸を施す。

　ぶっつけ本番の思い付きではあったが、確かな手応えが返ってきていた。

　そのまま右腕を振り上げ、迫る左剣を下から弾き飛ばす。

　ガツンとも、ぐしゃりともつかない衝突音。

　俺の拳は間違いなく奴の剣の腹を叩き、上方へと弾き飛ばしていた。

　しかし、その代償は軽くない。

　俺の肉体そのものが強化されていたわけではないからだ。俺の右拳は砕け、人差し指はあらぬ方向を向いていた。

　背骨にまで響く衝撃を、ここは強引に抑え込む。反対側からの右剣を避けねばならないからだ。

　続く横よこ薙なぎの一いつ閃せん。だがすでに右腕を打ち上げた姿勢のため、下方向への回避は不能。

　ならば上へ避けるしかない。俺は背面跳びの要領で地面を蹴り、右剣を飛び越えてやり過ごす。

　転がるように地面に着地。これは本来ならば、紛れもなく大きな隙になる。

　しかし、マテウスとて強い攻撃を連続して放てるわけではない。左剣は上に弾かれ、右剣の勢いを相殺することができずに身体が大きく捩ねじれていた。

　おかげで追撃を行うことができず、俺にわずかな時間を与えてくれている。

　その隙を突いて、ジワリと今になって痛みを訴え始めた右腕の痛覚神経を体内で切断しておいた。簡易の麻酔だが、マリアの治癒魔法があれば、怪け我がと一緒に治せるはずだ。

　施術と同時に、右腕に広がりつつあった痛みが噓うそのように消きえ失うせた。

　対するマテウスは、驚きよう愕がくの表情で固まっていた。

　本来ならば、勝負が決まる攻撃だったはず。それをやり過ごされたことで、驚いているのだろう。

　しかも右拳が砕けるという重傷を負いながら、平然と対たい峙じする俺。異常を感じないわけがない。

　マテウスが躊躇した時間を利用し、俺は大きく離脱。再び体勢を立て直す。

　こうして状況はさらに膠こう着ちやくしていった。




　右拳は完全に壊れていた。これでは近接戦で糸を使うことは難しい。

　しかし朗報もある。俺の身体の内側、筋肉の繊維に操糸が掛けられたことだ。

　糸一本につき、俺の筋力分の力。即すなわち俺の筋繊維の本数分の強化が施されていることになる。今、俺の拳は多大な強化を成し遂げていた。これがあの白い神の言っていた『最強になれるだけの力』なのだろうか？

　だがそれにしては、やはり俺の身体が脆もろ過すぎる。これでは最強にはほど遠い。しかしこの苦境を乗り切るだけの力には──なる。

　マテウスが一瞬の驚愕から立て直し、こちらに迫ってきた。

　その斬撃を、俺は紙一重──いや、薄皮一枚もない距離で躱かわしきる。

「な、んだと!?」

　驚くのも無理はない。奴にとっては残像を斬ったような感触を受けただろう。

　それほど際どい回避をやってのけたのだ。

　俺は操糸の能力を、攻撃ではなく防御に使っていた。

　この力を攻撃に使えば、敵を倒すより先に自分の身体が壊れてしまう。ならば回避にすべての力を注ぎ込み、時間を稼げばいいと考えた。

　手足の筋肉に操糸の力を纏まとわせ、操り人形のように動かし、紙一重で躱していく。

　筋肉や腱けん、神経を、手や指よりも緻密に動かせる糸と見做したからこそ可能な、ぎりぎりの回避。俺は自身の身体を人形のように操作し、精密極まりない動作を可能としていた。

　奴にとっては信じられない神技に見えたことだろう。

　続く嵐のような斬撃の雨をぬるりとした動きで避け続ける。

　端から見れば俺は細切れに斬り裂かれているようにも見えたはずだ。しかし、その斬撃はかすりもしていない。

　十を超える斬撃を放ち、すべてをことごとく躱しきられ、たまらずマテウスは距離を取った。

「なぜ……急に？」

「さぁな。教えてやる義理も無い」

　捨すて台詞ぜりふと共に左腕のピアノ線を一閃。しかしこれはあっさりと回避される。やはり牽制程度の攻撃では通用しない相手だ。呆ぼう然ぜんとしていても、正面からの攻撃に対応する程度の正気は残しているか。

　とりあえず、防御に関しては問題なくなったと言ってもいい。しかしまだ楽観はできない。

　クラウドの出血はいまだ止まらず、俺の右拳も砕けている。回避とて、いつまで可能かはわからない。操糸の力を体内に向けることは、確実に俺の身体の耐久力を削っている。

　対して向こうは、膝を斬り裂かれた男が一人のみ。マテウスに到いたってはまだ無傷だ。

　ここで残る護衛のうち二人が俺を挟み込むように襲い掛かってきた。

　今まではマテウスの邪魔になるため、近付くこともできなかった連中だ。マテウスが距離を取ったため、チャンスと見て襲い掛かってきたのだろう。

　だが俺はその二人を壁にしつつ、さらにマテウスから距離を取る。

　一気にクラウドのそばまで飛び退すさり、ピアノ線を振ってクラウドの腕に巻き付け、止血する。

　糸は斬り裂くような動きをさせていないため、その肩口を強く締め上げ、出血を押さえる。

　同時に襲い掛かってきた一人の膝を踵かかとで踏み砕きにかかった。本来ならば男の足は、体重が軽い俺の蹴りで砕けるほど、やわではない。

　しかし今の俺は、筋繊維に操糸をかけているため、その蹴りは通常よりも遥はるかに重い一撃になっている。体重の軽さを、速度で補う踏みつけ攻撃だ。

　ゴキリと嫌な音を立てて、容易たやすく男の膝を踏み砕き、マテウスとの間に転がしておく。

「ひぎいいぃぃぃああああぁぁぁぁぁぁ!!」

　足を折られた男は俺とマテウスの間でのたうち回り、互いの障害となった。

　それを見て、マテウスは一瞬、思案する素振りをみせる。

　残る一人も、反対側から剣を振りかざして襲い掛かってきたが、これは左肘を持ち手に叩たたき付つけることで剣を弾はじき飛とばし、武装解除しておいた。

「ぐわああぁぁあああぁぁぁぁ!?」

　肘打ちで持ち手の指が砕かれ、男が悲鳴を上げて自分の手を押さえる。一流ならばそんな無防備な姿は晒さらさない。やはり敵の中で注意が必要なのは、マテウスだけのようだ。

　ついでに膝を横から踏みつけ、同じようにへし折って、地面に転がしておく。

　これでマテウスは俺のもとに辿たどり着つくまでに、のたうち回る二人を回避しなければならなくなったわけだ。

　そして迂う回かいしようとする動きは、そのまま奴の隙になる。俺はそれを見逃したりしない。

　だがマテウスはこちらに向かうどころか、だらりと腕を下げて、気の抜けた、投げやりな声を上げた。

「ああ、もう……やめたやめた？」

「なに？」

「お嬢ちゃんは予想外の手て練だれだし、同僚は三人無力化されたし、これはもうは退ひき時どきでしょ？」

「おい、マテウス！　目撃者を放置するつもりか!?」

　やる気なく腕を垂らしたマテウスに、雇い主らしき男が驚愕の声を上げる。

　見たところ、でっぷりと太ったその男こそ、奴隷商の頭目なのだろう。どう見ても戦いには向いていない。

「いや、だってさぁ。このお嬢ちゃん、倒すのに時間かかりそうだぜぇ？」

「かければいいだろう！」

「そんな余裕ないっしょ？　どうせ通報しているだろうし、衛え士じが駆け付けてくるのも時間の問題よ？」

「……くそっ！」

　残る男たちはそれだけ吐き捨てると、馬車に繫つながれていた馬を外し、それに乗って、とっとと逃げ出し始めた。

　これは馬車に乗ったままでは逃げきれないという判断だ。森の中を駆けるのに、大型馬車を牽ひいたままでは難しい。

　できるならば後を追って、とどめを刺したいところではあるが、俺の手にはすでに武器はない。

　しかし仲間を見捨てて逃げ出すあたり、実に思い切りがいい。正体がバレても気にしないということは、ラウムの街に入る気は毛頭ないというところか。

「お嬢ちゃんの名前、聞いてもいいかなぁ。そっちのお嬢ちゃんが散々呼んでいたから知ってるけど？」

　気安く肩を竦すくめて、そう尋ねてくる。おそらくはこの男なりのケジメなのかもしれない。

　俺としても、クラウドの救出は成ったわけだし、ここで無理をして深追いする理由はない。いや、あるが……さすがにそこまで猪ちよ突とつ猛もう進しんではない。

「──ニコル」

「ニコル……ね？　覚えた、覚えた。じゃあ、次の標的はニコルちゃん、君にしよう」

「標的……？」

　そこまで言われ、俺はようやく心当たりにぶち当たった。

　隠おん密みつの能力を持つ、一流……いや、超一流と呼んでいい剣士。そんな奴やつがこの場にいたことが、偶然なわけがない。

　そんな男が起こした事件を、俺は最近耳にしている。

「お前が──タルカシール伯爵を暗殺したのか？」

　おそらくは俺と同じく隠密のギフトを持つ者が成したであろう、暗殺事件。

　その能力を持つ者が、ここにいて事件に関係していないはずがない。案の定、マテウスは大仰に手を広げ、肯定してみせた。

「そぉぉのとおぉぉり！　よくぞ見抜いてくれました。さすが俺のライバルだね？　将来嫁になってくれてもいいけど」

「断固として断る」

「またそれかぁ？」

　今度は残念そうに肩を落としてみせる。感情表現が豊富……と言うより、これは意図的にそう演じている風にも見える。

「誰に雇われて、タルカシールを殺した？」

「言えるわけないじゃん？」

「……だよな」

　奴も暗殺者ならば、雇い主のことを漏らすはずもない。

　しかし、できるならばこいつを引き留めて、逃げる隙を与えたくはなかったが……それは向こうも承知していたようだった。

「それじゃ、そろそろお迎えが来そうだし、俺も逃げるとするかね？」

　ひょいと後ろに飛び退り、もう一頭の馬に跨またがるマテウス。

　先ほどの男が馬車から外していたせいで、まだ残っていた馬だ。鉄の檻を積んだ馬車には複数の馬が繫がれていた。

「俺は、隠刀流ジェンド派のマテウス。また会う時まで覚えていてくれよ？」

　そう言い残し、走り去る。

　俺はそれを追うことはできない。クラウドが残されたままだからだ。

　そして遠くから、馬の嘶いななきと、金属のこすれる音。どうやらようやく、衛士隊が到着したらしかった。
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　俺たちはやってきた治癒術師の治療を受け、最小限の治癒だけ施されて、街に戻った。これは現場でできる治療では限界があるという意味であって、決して衛生が手を抜いたわけではない。

　クラウドは孤児院に連絡だけ入れておき、その容態は衛士詰所で見続けることになる。

　ラウム首都の詰所は仮にも軍事施設の末端。下手な施療院よりも設備が整っているため、緊急の事態に対応しやすいからだ。

　そうこうしているうちに、コルティナとエリオットが詰所にやってきて、俺たちの容態を知った。

　最初、コルティナは悲鳴を上げそうなほど驚き、そしてすぐさまマクスウェルに連絡を入れてくれた。

　彼女ほどの知名度になると、冒険者組合が専有している通信魔法についても、ほぼ無条件で利用できる。

　連絡を受けたマクスウェルは、その足でマリアを迎えに行き、その夜には俺たちは傷一つない身体に戻ることができていた。

　無論、タダとはいかない。俺の仲間とあって、金銭を取るようなことはしないが、その代わりお説教という名の厳罰が待っていたのである。

「まったく、ニコルは目を離すとすぐ危険に突っ走っていくんだから！」

「ごめんなさい」

　今回、俺は間違った判断はしていない。ただそれは子供の範はん疇ちゆうからは大きく逸脱した行為であることは否めない。

　ここは大人しく、マリアの説教を受け止めるしかなかった。

「クラウド君も！　怪しいものを見つけたからって、功を焦って……それは冒険者として、一番死亡率の高い行為なのよ？」

「はい、申し訳ありません……」

　クラウドも再生リジエネーシヨンの魔法を受け、夜には失われた血液まで再生してもらい、平静な状態へと戻っていた。

　結果的に功を焦り、俺を巻き込んだクラウドも、反論のしようがない。

　二人並んで床に座らされ、悄しよう然ぜんとうなだれて反省を態度に表す。

　そんな子供たちの姿に、マリアもそれ以上の小言を重ねるわけにもいかず、意外とあっさりと矛を収めてくれた。

「おう、まだ集まっておったのか？　いい加減子供は寝る時間じゃぞぃ」

　詰所の仮眠室で正座させられていた俺たちのもとに、マクスウェルがやってくる。

　彼は捕らえた奴隷商の護衛たちを尋問するため、席を外していたのだ。その結果を報告しに戻ってきたのだろう。

「マクスウェル、状況はどうだ？　ウチの娘に手を出した奴は誰だ？」

　落ち着いた、だが底冷えするような声で、ライエルが問い詰める。

　ガドルスも腰に吊つるした戦斧をポンポンと叩たたいて、気を静めようとしていた。

　それほどに、彼らの怒りは深い。自分の娘や親友の家族に手を出されたのだから、さもありなん。俺だって、こんな身体じゃなかったら速攻飛び出していたことだろう。

「ああ、どうもベリトとラウムを行き来しておる奴隷商人らしいの。ついでに例のタルカシール伯爵の暗殺にも一枚嚙かんでおったわ」

「ほほぅ……」

　警備の目を搔かい潜くぐって厳重な牢ろうに忍び込み、伯爵を暗殺した連中。そこに奴隷商が絡んでいるとなると、話は変わる。

　ここ数年、この街で徘はい徊かいしている悪党の尻尾を摑つかんだかもしれないからだ。

「ニコルが聞いた、隠刀流ジェンド派というのは？」

「それなら私が聞いたことがあるわ。南部のリリスコーム都市国家連合のリリスって街を根城にして暗躍してる連中よ」

「南部の？」

　南部のリリスコーム都市国家連合。位置的には、アレクマール剣王国の隣。コームとリリスという街を主軸に、南部一帯を支配していた都市国家群。

　本来はアレクマール剣王国もその一部だったのだが、後に独立し戦乱を巻き起こした経緯がある。さらに南部西方のジード連邦も同じく独立。今、大陸でもっともキナ臭い一帯だ。

　そして、ここはコルティナの故郷でもあった。彼女の率いる都市国家連合軍とアレクマール剣王国軍は、何度も戦火を交えた歴史がある。

「二刀流を主軸にした暗殺剣の流派よ。南部を散々暴れまわって、私も手を焼いた経験があるわ」

「よし、南部ごと滅ぼそう」

「やめなさい、ライエル。アンタが言うと洒しや落れになってないから。それに南部にはあんたの故郷があるでしょうに」

　スパンとライエルの後ろ頭を叩くコルティナ。

　ライエルは俺とは逆の、ジード連邦に所属し、コルティナと何度も戦った経緯がある。もっとも、一将兵だったライエルは、軍師であるコルティナと面識はなかったが。

　情報交換するため、目の前に勢せい揃ぞろいした英雄たちを初めて目にするクラウドは、口をパクパクさせて驚きよう愕がくしていた。

「クラウド、人を指さしちゃダメ」

「いや、だって……六英雄だぞ？　それも全員揃ってるなんて……」

　今さらなことを指摘して、驚愕しているクラウド。俺は一応その娘なんだから、こういう状況くらい予測できただろうに。

　冒険者を目指すクラウドにとって、六英雄は理想の極み。目指すべき頂点である。

　それが目の前に並び、漫才紛まがいの相談をしているのだから、脳が空転するのもよくわかる。

　だがお前、その六英雄の転生者に稽古をつけてもらっているんだからな？　転生については教えてないけど。

「で、誰がタルカシールの暗殺を指示したのだ？　黒幕はわかったのか？」

　低い声で話を軌道修正したのはガドルスだ。俺やマクスウェル、ライエルが話の流れをずらすと、こうして彼が戻してくれるのが常だった。

　発言が多いわけではないが、だからこそ彼の言葉には皆が耳を傾ける。

「いや、しょせん下っ端しか捕まえておらんかったからな。詳しい事情を知る連中には逃げられてしまったようじゃの」

「逃げおおせたか……胸むな糞くそ悪いのぅ」

「むしろニコル嬢ちゃんが下っ端を捕まえてくれんかったら、その情報すら手に入らんかったのじゃぞ？　いや、ここはクラウド坊が見つけてくれなんだら、と言うべきかの」

「その点ではよくやったと褒めてやるわぃ」

　そう言うとガドルスはクラウドの頭を乱暴に摑んで振り回す。いや、あれは撫なで回しているのか？

　ぐりんぐりんと頭を揺すられ、クラウドは目を回していた。

　しかし悪い気分はしていなさそうだ。現に締まりのない恍こう惚こつとした表情を浮かべている。

「しかし一つだけ、連中が聞き出した単語があったようでな」

「ほう、なんだ？」

「捕まえた下っ端どもが聞いた話では、奴隷商たちの会話の中に『ストラ』という単語が混じっていたようじゃ」

「ストラ？」

　俺はどこかで聞いたことがある単語だと思い、首をひねる。

　しかしマクスウェルはその答えを待つことなく、正解を告げた。

「このラウムの北の端、北部三か国連合に隣接する場所に、ストラ辺境伯領があってのぅ」

「それ、確かタルカシール伯爵の領地の隣……」

「そうじゃ。北部三か国連合のスリア領に隣接する、ラウムのストラ領。管理するのはクレイン・ストラ＝サルワ辺境伯」

「ストラ＝サルワ……どこかで聞いたような？」

　俺はぽつりと、そう漏らした。少し前、いや、かなり前に。そうだ、確か……

「ドノバンもストラ＝サルワって名乗ってた？」

　魔術学院に入学する前、ミシェルちゃんたちと見学に行った日、俺にぶつかり絡んできた権威主義の少年。

　その名を今聞くとは思わなかった。

　この国では領地を持つと、姓と名の間に領地名が入る。ストラ＝サルワだと、ストラ領を持つサルワ家という意味になる。

　レティーナの場合、ウィネ領を持つヨーウィ家という意味になるのと同じだ。

「確か、タルカシールはラウムのサルワ辺境伯を『我が友』と言っていましたね。魔術学院にも、息子が通っているとか言っていたような？」

「これまでは積極的な関与が認められなかったので、野放しになっておったが……これは決定的かもしれんの」

　エリオットの言葉に、マクスウェルは大きく頷うなずく。

　この国の裏切り者を見つけた。そう確信している仕草だ。

「王族の血を引いているとはいえ、たかが伯爵。エリオットに背くなど、大それたことをと思っておったが……どうやら裏が見えてきたようじゃなぁ」

　ラウムの辺境にいる大領主。その後援を受けているのなら、のぼせ上がって反旗を翻す可能性も無きにしも非あらず。

　そう確信したマクスウェルの言葉に、その場にいた全員が頷いたのだった。
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「人が消える？」

　ライエルは宿の食堂で同席した商人の話に、訝いぶかし気げに首を傾かしげた。

　邪竜によって滅ぼされた三国の一つ、グリトニル王国の領土に入ってすぐの村での出来事だった。

　邪竜に王都が滅ぼされ、王家が断絶したといっても貴族や住民が消えていなくなるわけではない。地方の貴族たちは現在、戦々恐々とした日々を送っている。

　統治者の王家が滅んだ以上、次の統治者を決めねば国が立ち行かなくなる。

　かといって、新たに統治者を選出した瞬間、また邪竜に焼き払われる危険がある。そんな地域の統治者に誰がなろうというのか。

　統治者のいない、無政府状態。再び邪竜が訪れれば、組織だった抵抗もできず焼き払われ、領土は餌場と化すだろう。

　邪竜が来なくても、状況は最悪だ。治安は乱れに乱れ、税収すらままならない。組織的な武力も持てていないため、他国の侵略があれば、あっさりと攻め落とされてしまうだろう。

　今、北部の三か国が他国に攻められていないのは、皮肉にも邪竜が存在するからである。

　そんな色々と胡う散さん臭くさい状態になった町の宿の食堂で、レイドたち六人は情報収集に勤いそしんでいた。

「そうさ。このグリトニルの南方だけで、少なくとも三十人は消えているって話だぜ」

「でも、それだけ消えていたら、領主が鎮圧に部隊を出すんじゃない？」

「出す部隊がねぇよ。それにそもそも、領主は消えていることに気付いてすらいない」

　商人は大仰に肩を竦すくめ、吐き捨てる。治安維持のために尽力せず、自身の屋敷に閉じこもって出てこない領主に呆あきれ果はてているようだった。

　そんな商人と積極的に話をしているのは、人当たりのいいライエルとコルティナ。

　ライエルは見てわかるほど朴ぼく訥とつとした性格をしており、第一印象は誰よりもいい。

　そしてコルティナも、その若い見た目から、相手の警戒を緩めやすい。

　仏頂面のガドルスや、やたら目付きの悪いレイドにはできない芸当である。

　ちなみにマクスウェルは意外とこういう作業に向いていないし、マリアは下手な貴族よりも高貴な印象を与えるので、この場にいなかった。

「あっちの村で一人、こっちの町じゃ三人って感じでよ。国の南部全域から少しずつ消えてるらしい」

「だから領主は気付いていない、と？」

「ああ。元々、この地方へ赴任したばかりの新任領主でよ。そこにこの邪竜騒動だ。もうすっかり怯おびえちまってな」

「それは責められんなぁ。邪竜はそれだけの脅威だし」

「瞬く間に王都が焼かれちまったからな。気持ちはわからんでもないが、領民は大変だよ」

　ライエルに奢おごってもらった酒を一息に呷あおり、大きく息を吐き出す。彼ら領民としても、今の状況ではどうにもならないと理解しつつも、領主の不ふ甲斐がいなさに失望している。そんな様子だった。

「それにしても三十人も消えるのは、ちょっとおかしいわね」

「ああ、そもそもそんな人数を何に使うんだ？」

　本来なら奴隷として……と考えるところだが、北部は今、深刻な男性不足である。

　女性を攫さらっても労働力としてはやや不足だし、性的な目的だとしても買う男がいない。

　売れなければ奴隷はタダ飯喰らいと化し、攫った者の懐を痛めるだけだ。

「そこまでは俺もわからんよ。そもそも誰が攫ってんだか」

「そうだよなぁ。いや、面白い話が聞けたよ。俺たちも気を付ける」

「そうした方がいい。まだ若い嫁さん連れてんだからな」

「……これはさすがに遠慮するわ」

「それはヒドイだろ!?」

　ここまでの旅で、ライエルがかなり天然ボケの入った凄すご腕うで剣士という扱いに困る存在だと知っているコルティナは、しみじみとそう呟つぶやいたのだった。




　宿の部屋に戻ったライエルとコルティナは、先に戻って待機していた残り四人に先ほどの情報を伝えておいた。

　これは正直邪竜退治に全く関係のない情報なので、彼らとしては警戒だけしておいて先に進む、というのが当然の選択である。

　しかしこれを聞いて、じっとしていられない人物が一人いた。世界樹教司祭の資格を持つマリアである。

「人が消えて困っている人がいるのに、それを無視して進むなんて！」

「なんとなく、言うと思った」

「ティナ、あなたまで何を！」

　たった二人の女性ということで、マリアとコルティナはすでに友人といっていい関係を築いている。

　しかし孤児上がりで現実的なコルティナと、宗教施設の箱入り娘だったマリアでは、意見がぶつかり合うことも多かった。

「俺はコルティナに一票だな。面倒はゴメンだ」

「レイド!?」

　壁にもたれ掛かるように立っていたレイドは、真っ先に無視を宣言した。それをニヤニヤと眺めるマクスウェル。

　その視線に気付いて、レイドは不快そうに老エルフを睨にらむ。

「なんだよ、意見があるのか、爺じいさん」

「いや、ワシはどっちでもいいと思うでな。だがレイド、お主は本当にそれでいいのかの？」

「いいから無視しろって言ったんだが」

「とか言ってこっそり宿を抜け出して、自分一人で調べようとか思っとるじゃろ？」

「なんで俺がそんなこと──！」

　プイッと顔を背けるレイドを見れば、図星であることが丸わかりである。

　そもそも暗殺者などと呼ばれているレイドだが、彼はこの中でも人一倍正義感が強い。その強過ぎる正義感は、相手が貴族だろうと平気で牙を剝むくほどだ。

　そんなレイドの気質を、マクスウェルは正確に見抜いていた。

「なになに？　レイドってばニヒルを気取って人情派のつもりなの？」

　マクスウェルの言葉を受け、ニマッとイヤらしい笑みを浮かべ、口元に手を当ててレイドに近寄るコルティナ。その頭をレイドは叩たたこうとして避けられた。

　こう言えばレイドが叩きにくると予想していたからこそ、できた回避行動だ。

「黙れ、クソ猫」

「素直になりなさいよ。どこのナマイキ少年よ、アンタ」

　ともあれ、この一件に首を突っ込むかどうかの決を採った結果、マリアとライエルが積極的に解決に動く。レイドとコルティナが無視を選択した。

　マクスウェルとガドルスは、どちらでもいいという選択をしたため、結果としては五分と五分である。

　しかし実質レイドは解決に動きたいので、実際は三対一と言っていい。

「やれやれ。こっちには素直じゃない坊やの票があるから、解決に決まりかしらね」

「俺はそんなこと言ってない！」

「でも抜け出すんでしょ？」

「ぐぬっ」

　コルティナの言葉を否定しきれない時点で、レイドの負けである。結局六人は、その領地の失踪事件の解決に乗り出したのだった。




　失踪事件が発生しているのはパイモン領と呼ばれる国境に近い領地だった。

　ここはライエルたちがいた場所からそう離れていないため、立ち寄るのにそれほど遠回りにならない場所だ。

　その途中で失踪者の情報を集めながら移動した結果、商人の話が事実であると裏付けが取れていた。

「しかし本当に三十人以上も……」

「しかも女性ばかりよ。なんかおかしいわね」

「さらに言うなら、全員二十代前半以下。私たちも要注意ね」

「アンタはいいわよね。ライエルが必死に守ってくれるんだから」

「ん？　ああ、仲間は守るぞ」

　ライエルの言葉に、マリアはがっくりと肩を落とす。コルティナはというとお手上げとばかりに肩を竦すくめていた。

「新しく着任した領主はワラク子爵。すっかり引きこもっちまって、領民も顔を知らないくらいだとよ」

「レイド、よく情報収集とかできたわね？」

「俺の職業を何だと思ってやがる……情報が命の暗殺者だぞ」

「いや知ってるけど、その目付きでよく話してくれたなぁって」

「軽く猫背にして俯うつむき加減で話すと、結構話してくれるんだよ。若い女は逃げることもあるけど」

「それ、わりと悲しいことよね？」

「うるさい」

　人ひと気けのない空き地で、ライエルたちは話し合いをしていた。

　この町に来たばかりでまだ宿は取っていない。それぞれが散って情報収集した結果を、この空き地で交換していたのだ。

　もっとも、行動は常に二人一組であり、万全を期している。これはコルティナの指示によるものだ。

「レイドは意外と話がうまくて、楽ができたぞ？」

「お前は何の役にも立たなかったよな、ライエル」

「……俺は剣を振るしか能がない男だから」

　レイドと組まされたライエルは、ニコニコと後ろで微笑ほほえんでいるだけだった。それだけで女性の反応が良くなるのだから、ある意味カリスマと言えよう。

　ちなみにコルティナはマリアと、ガドルスはマクスウェルと組んで情報を集めていた。

「ただ、少しおかしいところもあるんだよな」

「おかしいところって？」

「ここの領主が着任したのは、三年ほど前。邪竜が北部に現れたのは二年前。つまりここの領主は一年は普通に暮らしていたはずなのに、誰も顔を知らない」

　ここまで聞いて、コルティナはレイドの言わんとすることに気が付いた。

「引きこもっているにしても、時期が合わないってことね？」

「そうだ。着任した時は邪竜は現れていない。なら普通に政務に励んだり、人前に顔を出していたはずなんだ」

「なのに、誰も顔を覚えていない。いえ、知っている人がいない」

　コルティナの言葉を受けて、今度はマクスウェルが発言する。

「それなんじゃがな。ワシも奇妙な話を聞いたぞぃ」

「どんな？」

「領主の屋敷に奉公に出た娘が帰ってこないそうじゃ。年季が明けたというのに、男を見つけてそのまま他の領地に嫁いだんじゃと」

「それ、なんかおかしくない？　いくらなんでも親に顔くらい見せるでしょ？」

「それも一人や二人じゃないぞ。その数、十人以上」

「あ、これはもうダメだ」

　コルティナは早々にアウト宣言を出す。言うまでもなく、レイドも黒と判断していた。

「ちなみにその情報源は？」

「パン屋のマーサ嬢の話じゃな。あと古着屋のトレイシー嬢と、農婦のシェリー嬢、後は──」

「もういいわ、この熟女キラー。なにが『嬢』よ。全員四十以上でしょ」

「ワシから見れば赤子も同然じゃな」

「エルフ基準で語るんじゃないわよ」

　エルフはその長過ぎる寿命から、暢のん気きな気性の者が多い。マクスウェルもまた、その傾向が見え始めていた。

　いや、これは本来の性格なのかもしれない。

　ここでコルティナが宿に移動することを提案し、そのとおりにする。

「それより、それだけ情報が出ているなら、直接乗り込んで話を聞くのもアリね」

「素直に話すとは思えん。それにどういう口実で乗り込むつもりだ？　まさか『人を攫さらいましたか？』と聞くわけにはいかんだろう？」

　重々しくガドルスが口を開く。彼は無口なだけあって、たまに発する意見には誰もが注目する。

「忍び込むしかない……いえ、それだけじゃダメね」

「なんでだよ。俺が失敗するとでも言うのか？」

「違うわよ。年季が明けたのなら、いなくて当然でしょ。そんな相手の話を聞けるはずもない。そして残っている使用人は事情を知らない可能性が高い」

「なら領主に直接──」

「話をしてくれると思う？　そもそも私たちは表向きはタダの冒険者。子爵に面会できる立場にはないわ」

「だから忍び込んで……も尋問ができないか」

「子爵を拉ら致ちった時点で、わたしたちはお尋ね者よ。レイド、あなた個人がしたことでもね」

　どうしたものかと、頭を悩ませる。そこへマリアが明るい声で、自分のアイデアを提示した。

　一枚の紙を懐から取り出し、皆の前に突き出した。

「そこでいい考えがあるの。これ見て」

「なになに、メイド募集？　これにマリアが応募するのかの？」

「悪いけど、私は少し顔が知られているから無理ね。それに技術的な面でも、その……」

「ならコルティナか？」

「ライエル、コルティナは下手したら私以上に顔を知られているわよ。主に悪名方面で」

「だよなぁ」

　戦場の死神、コルティナ。多数の死者を出す戦術家の顔は、この世界でも有名だった。特にコルティナは、明るい金髪に同色の猫耳と、目立つ要素が多い。

　マリアはそれを知るからこそ、コルティナも候補から外していた。

「ほら、この中でメイド服が似合いそうな人がいるでしょ？」

「だから誰……おい、まさか？」

　一瞬で嫌な予感に囚とらわれたレイドは、蒼そう白はくな顔でマリアに詰め寄る。

　マリアはそんなレイドに満面の笑みを湛たたえたまま、答える。

「レイド、あなたが変装すればいいじゃない」

「冗っ談っじゃねぇ!?」

　身長が百七十センチ程度。瘦せぎすで筋肉の薄い体型。相手によって大人しく振舞う分別もある。

「ふむ、名案かもしれんのぅ？」

「爺さんまで！　正気に戻ってくれ!?」

「多数決、採るか？」

「ガドルス、それで俺が生き延びられるとでも？」

「無理だろうなぁ」

　レイドの虚うつろな声に、ガドルスすらも投げやりな答えを返した。

「ここになぜか、メイド服が用意してあります！」

「てめぇ、さてはすでに根回ししてやがったな!?」

　コルティナが荷物からバサッと取り出したのは、紺を基調とした女性用の作業服。いわゆるメイド服だ。

　同時にガドルスとマリアが一歩引いて、扉と窓を押さえる。この動きにレイドはイヤな予感がした。

「お、おい？　お前らなんで逃げ道を塞ぐ！」

「んっふっふ。さぁ、大人しくレイドちゃんになるのよ」

「なれるか！　ガドルス、どけ！」

「昔から言うだろう、レイド」

「何をだよ」

「楽しんどる女性の邪魔をしたら一生恨まれる、と」

「俺の犠牲はいいのかよ？」

「がんばれ」

　沈痛な表情で首を振るガドルス。そこへ野生に戻ったコルティナがレイドに襲い掛かってきた。

　レイドはとっさに逃亡すべく、身を引いて回避行動を取る。

　しかしそれは、背後に迫っていた肉の壁に阻まれてしまった。

「てめ、ライエル!?」

「いや、スマン。マリアがどうしてもって言うから」

「裏切り者ばっかりか！」

　レイドは絶叫し、そして視界が真っ黒に染まる。レイドに再びコルティナが襲い掛かり、メイド服を頭から被かぶせたせいだ。

　事ここに至ってはあらゆる抵抗は無意味である。彼は完全に脱力し、されるがままの状態で弄ばれたのだった。




　散々俺をいじくりまわし、マリアとコルティナはようやく満足したようだった。

　観念して目を閉じ、再び目を開いた時、そこには『何かを成し遂げた男の顔』をした二人の姿があった。

「いやー、予想以上に上出来で、自分の技術に戦慄したわ」

「そうね。私もここまで化けるとは思わなかったわ。お化粧って恐ろしい」

　そう言って姿見を俺の前に持ってくるマリア。鏡には、少し地味で背が高いが、どこに出してもおかしくない美少女の姿があった。

　細い体格はコルセットを締め上げることによってさらに細く、腰の括くびれすら作り出されている。

[image: ]

　髪はカツラによって増量され、丁寧に結い上げてかっちりとセットされていた。

　その頭頂部にはちょこんとヘッドドレスが飾られ、可愛かわいらしさを演出している。

　そして顔。ここは身体のどこよりも丁寧に化粧を施され、レイドの特徴であるきつい目付きが穏やかに修正され、穏和な、どこか親しみやすさすら感じられる顔になっていた。

「レイドってば肌の質がいいから、お化粧がノってノって」

「そうそう。私たちより肌理きめが細かいんじゃないかしら？」

「ちょっとどんなスキンケアしてるのか教えなさいよ！」

「してねぇよ!?」

　レイドは反射的にがなり立てたが、その発言は女性陣の神経を更に逆さか撫なでた。

　長旅の最中、毎日細心の注意を払って肌の調子を整えているのに、この男はそれを一切せずに女性顔負けの肌質を誇っているのだから、無理はない。

「ムッカつくわね、この男。襲ってやろうかしら！」

「それは私の創作意欲が刺激されそうね。ぜひ見学させてね、ティナ」

「おい、冗談でもヤメロ！」

　レイドは鳥肌を立たせながらマリアたちから距離を取る。だがコルティナは軽く息を吐き出し両手を広げて肩を竦すくめた。

「冗談よ。それより外面はきちんと整ったことだし、あとは礼儀作法とか家事の話ね」

「それなら何とかなる。暗殺術を学んだ師匠のもとでは、俺が家事全般を受け持っていたからな」

「それなら問題ないかしら？　あとは礼儀作法だけど、これはマリアの担当よね」

「いや、むしろ学ばん方が怪しまれんじゃろう。町にこんな募集をかけておるのじゃ。これで作法のしっかりした娘が来たら、逆に怪しまれるかもしれん」

「あ、そっか。町娘ならそういう知識がない子の方が多いものね」

　マクスウェルの指摘を受け、あまり詳しい作法については、あえて学ばずに応募することになった。

　最低限女性的な仕草を覚えさせて、レイドを送り込む方針が決まる。

「それと、できる限りことは荒立てない方針で行こう。あくまで領主が怪しいってだけで、まだ確定的な証拠はないからな。危なくなったら、俺たちが護まもるようにするから」

「ライエル、お前に潜入工作とかできんのか？」

「マクスウェルが姿隠しコンシールの魔法を使える。これを使えば屋敷内に忍び込むくらいは簡単だろう」

「防衛用の感知装置とかあるかもしれんぞ？」

「その程度ならワシがなんとでも誤ご魔ま化かしてやるわい」

　簡単に言うマクスウェルだが、それを行うのはかなりの技量が要求される。これだけでも、このメンバーが精鋭集団であると理解できるレイドだった。

「それならいいが、それより礼儀作法なしで本当に受かるんだろうか？　領主の屋敷の下働きとか、競争率高そうなんだが？」

「それは大丈夫だって。レイドの美貌なら、ぶっちぎりで合格できるから」

「だけど俺、半魔人だぞ？　むしろ忌避されそうな気がするんだが」

　額の右上からちょこんと突き出た黒い角。それは長い髪でもさすがに隠しきれずにいた。

　半魔人はこの混乱した世の中で、今なお差別されている種族である。むしろ混乱した時勢だからこそ、憂さ晴らしに差別が激化しているとも言えた。

　そんな使用人をあえて雇う貴族がいるだろうかという、危惧は確かにある。

「むしろ半魔人だからこそ、狙ってくるかもしれないわね。後始末が面倒にならずに済むから」

「事が済めば口封じに殺すってわけか」

「北部では、特にね」

　厳しい環境の北部だからこそ、被差別種族が迫害される傾向にある。逆に南部ではまだ扱いがマシだったが、代わりに奴隷という存在があった。

　どこもかしこも、弱者を踏みつけることでしか、自身の尊厳を確認できない者が多過ぎる。

　その事実にレイドは唾を吐きつけたい思いだった。今の姿ではそれはできなかったが。




　こうしてレイドは、領主の下働きに応募することになった。

　意外なことに、応募に来た町娘はたった三人だけ。応募規定に年齢が二十五歳以下とあったので、そのせいで応募者が減ったのかもしれない。

　どの家庭も、それくらいの年齢の娘は、労働力として重宝されているのだから。

　結果的に、応募者が三人だけなので、全員が雇われることになった。

　レイドもめでたく領主の屋敷に潜入し、そこで清掃の仕事を担当することになった。これは彼の身軽さが評価されてのことである。

　残る二人は料理を担当することになっており、生活リズムの違いから部屋割りも、レイドのみが別の部屋で過ごすこととなった。これは彼にとって都合のいい部屋割りだ。

　自分の身長よりも高い窓を拭いたり、広い廊下の石畳を磨いたりと、初日のレイドは張り切って掃除に励んでいた。

　そして夜になると部屋を抜け出し、行方不明になった娘たちの痕跡を探すため、屋敷内を探索する。

　無論見つかると危険な行為だが、隠おん密みつのギフトを持つレイドにとっては、この程度のことは朝飯前だった。夜だが。




「で、お前らも俺の部屋に潜り込んできていると？」

「ここが一番身を隠しやすい場所じゃったんでな」

　姿隠しコンシールの魔法で侵入してきたマクスウェルは、レイドの部屋に潜り込んでいた。

　この部屋は本来四人部屋なのだが、現在掃除を担当しているメイドはレイドだけという有様なので、実質は個室になっている。

　マクスウェル一人が紛れ込んでも、手狭ではない。

「それにしても、寝間着まで女物とは念の入れようが凄すさまじいな」

「これはコルティナが用意したんだよ！　断じて俺の趣味じゃないからな!?」

「そうじゃったら面白いと思っただけじゃよ」

　ニヤニヤと笑うマクスウェルに、レイドは苛いら立だちをぶつける。もっともそれが八つ当たりであることくらいは、彼自身も理解していた。

　そんなレイドを面白そうに観察しつつ、マクスウェルは今日の成果を話し合うことにした。

「で、初日が終わったわけじゃが、おかしな点はあったかの？」

「ここに俺一人しかいない時点でおかしいだろ。これだけの屋敷で、清掃担当が俺一人なんだぜ？」

「そういえば、そうじゃな。この広さなら、せめて掃除だけでも五人は欲しい」

「爺じいさんの屋敷よりでかそうだからな」

「ワシの家を知っておるのか？」

「有名人だからな。いつか潜り込むこともあるかもしれないと調べて……挫折した。なんだよあの警備魔法の山は」

「そりゃ危険な魔道具も多いからのぅ」

　莞かん爾じと笑い飛ばすマクスウェルだが、レイドの侵入を防いだだけでも、大したものだ。もっともレイドも、後先考えなければ侵入は可能と考えていた。それを知らせてやる必要も、今はない。

　とりあえずレイドは、マクスウェルが持ち込んだ紙に屋敷の見取り図を描き込んでいく。

　そうすることで、マクスウェルもいざという時に動きやすくなるという配慮だ。それに転移魔法を使用できるマクスウェルなら、配置を覚えておいて損はない。

　もっとも、この屋敷も貴族の屋敷の例に漏れず、転移魔法などの対策は為なされているようだったが。

「ここから二階へ、でここまでで部屋は三つ。こっちの階段から三階。こっちの階段を登れば四階になるが、そこから先は領主の寝室だけになっている」

「ふむふむ。高い場所に寝室のぅ。腰が痛くなりそうじゃ」

「爺さん独特の考え方だな。まあ日当たりはいい場所だろうな。今日は一階から二階を清掃してついでに調べて回ったが、あまりめぼしい発見はなかった」

「隠し通路や隠し部屋的なものはないということかのぅ？」

「ああ、そうだ。爺さんでも思い付くくらい、真っ先に疑うよな、そこは」

「それで、明日はどうするんじゃ？」

「明日は三階から上、明後日は地下を調べてみようと思っている」

「地下か。むしろ一番怪しい場所ではないかね？」

　見取り図の地下に続く階段を指さし、マクスウェルはそう指摘した。レイドもそれは承知しているのだが、新参の彼が真っ先に地下を調べるとなると、領主に怪しまれる可能性が高い。

「新入りの娘が地下に入りたがるなんて、怪しまれかねないからなぁ」

「ふむ？　ではワシが調べに行くとしよう」

「大丈夫か？」

　広い屋敷なので、レイド一人で調べるとなると、圧倒的に手が足りない。

　マクスウェルが手伝ってくれるならありがたい話だが、日中から出歩くとなるとやはり見つかる危険が高まってしまう。

「なに、人目がない地下室じゃから、逆にワシでもどうとでもなるじゃろうて」

「というかこの屋敷自体、人が少な過ぎるな」

「確かにそこも怪しい点じゃな。それに今から行くのも有りかの。消えた娘たちが今も無事という保証はあるまい？」

「その可能性もあるな。今この瞬間にも死ぬかもしれない、か」

　マクスウェルの指摘に、レイドは顎の撫なでながら考え込む。

　確かに姿を消した娘たちがこの屋敷の地下でいたぶられ、危険な状況になっている可能性はあった。一刻を争うのなら、今すぐにでも助けに行く必要がある。

「よし、そっちはワシが調べに行く。姿隠しコンシールの魔法があれば、なんとかなるじゃろう」

「じゃあ、俺も──」

「お主は今夜は休んでおれ。昼間あれだけ働いたのじゃから、かなり疲れておるじゃろ？　それに明日の朝も早い」

「そ、それは確かにそうだが……」

「ワシがそれほど信用できんか？」

「いや、そんなことはない。わかった、今日のところは休ませてもらおう」

「そうしておけ」

　マクスウェルはそう言うと、再びコンシールの魔法をかけ、姿を消す。

　そして唐突に扉が開き、室内から気配が消えた。どうやらさっそく調査に向かったらしい。

「素人に任せるのは心配だが……まぁ、あの爺さんの手札の多さなら、なんとかなるか」

　あらゆる魔法を使いこなすマクスウェルの手札は、レイドが考えているよりも遥はるかに多い。ひょっとしたらこういった調査では、彼よりも優秀かもしれなかった。

　自分を無理やり納得させるように呟つぶやき、レイドは大人しく毛布をかぶる。

　慣れない清掃の仕事に没頭したせいか、眠気は彼が思っていたよりも早く訪れ、まるで魔法にかかったかのようにあっさりと意識を手放したのだった。




　深夜、レイドの部屋。マクスウェルはまだ戻っていない。

　そんなレイドの部屋の扉の隙間から、煙のようなものが室内に流れ込んでくる。

　それは室内をゆるゆると揺蕩たゆたうと、やがてレイドのベッドの脇に集まり、人の姿を取った。

　それは肉を持ち、重さを得てその場に立ち尽くす。

　その姿は昼間レイドが見た領主ワラク子爵の姿だったが、一つだけ違う点が存在した。

　口元からはみ出た、鋭い犬歯。いや、牙というべきか。それは明らかに人の範はん疇ちゆうを越えた大きさだった。

「こんばんは、我が姫よ。早速で悪いが、食事を戴いただきに参上させてもらったよ」

　眠るレイドにそう声を掛けるワラク。しかしレイドは一向に目を覚ます気配はない。

　本来暗殺者という気の休まらない職に就くレイドは、非常に眠りが浅い。いつもなら、実体を持った段階で踏み締める床の音に気付いて、跳ね起きただろう。

　しかしこの夜は一向に目を覚ます気配はなかった。疲れているとかそういう問題ではないレベルで、深い眠りに落ちている。

「その前に、姫の身体を楽しむのも悪くないか？」

　そう言うと毛布を剝はぎ取とり、レイドの身体を真上から眺める。

　そこには女性としては長身であるが、肉付きの薄い少年のような身体の……まるで男のような……

「はて？　これはまるで男のような？」

　言うが早いか、ワラクはレイドの寝間着を剝ぎ取る。そこには言うまでもなく、男の身体が存在した。

「なななな、なんとこれは──！」

　驚きよう愕がくに震えるワラクだったが、マジマジとレイドの身体を眺めた後、ポツリと呟いた。

「……うむ、まぁ、これはこれで悪くないかもな」

「悪いわ!?」

　さすがに服まで剝ぎ取られて眠り続けるほど、レイドは鈍くなかった。

　かけられていた眠りスリープの魔法をあっさりと打ち破り、目を覚まして怒鳴る。が、彼の身体は指先一つ動かすことができなかった。

「これは──なんだ？」

「我の魔眼だよ。姫……ではないな。不審な男よ」

　ワラクはレイドの言葉に答えながらも、その手を休めない。いつの間にか彼は寝間着を完全に剝ぎ取られ、全裸となってベッドに横たわっていた。

「おい待て、男だぞ！　俺は男だって!?」

　この先に何が待っているかわからないほど、純情なレイドではない。

「大丈夫だ、我は男の娘こも守備範囲である」

「ぜんぜん大丈夫じゃねぇ！」

　レイドの足元に回り、ワラクは嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべる。こうして抵抗する娘たちを、今まで散々食い散らしてきたからだ。

　その時の悲痛な叫びが思い返され、より高い喜悦に、彼は浸っていた。

「さて、いただきま──プギィッ!!」

　尻に何かが当たり、レイドが絶望の表情を浮かべた瞬間、豚のような悲鳴を上げてワラクの身体が跳ね上がった。

　動かぬ体のまま視線を足元に向けると、そこには息を荒げたまま、足を振り上げたコルティナの姿があった。

　どうやらギリギリで駆け付け、ワラクの股間を蹴り上げたらしい。この辺りの行動力は、箱入りのマリアにはできない行動だ。

　そのマリアは、部屋に駆け込んでレイドの状況を把握し、顔を両手で覆っていた。もちろん指の隙間からしっかりと見ている。

「この豚、レイドに何てことしてくれんのよ！」

「た、助かった、コルティナ！　今ほどお前に感謝したことはない」

「いい、よく聞きなさい！　その尻は私のモノよ！」

「違うわぁ！」

　いつ自分の尻が他人のものになったのか、小一時間聞き咎とがめたい気分のレイドだったが、今はそれどころではない。

　さいわい、魔眼の効果はコルティナの蹴りで切れたようで、身体はようやく動くようになっていた。

「こやつは吸血鬼じゃな。不死者アンデツドの一種で、人を襲い血を啜すすって生き延びる種族。まだ現存していたとは思わんかった」

　続いて駆け込んできたマクスウェルが、ワラクを一目見て、その正体を看破する。

「バカな、この屋敷の防御は完璧なはず。どうやってここまで……」

「転移魔法じゃよ」

「できぬように防備を固めていたはずだと言っている！」

「できるように防備を破壊したからに決まっておろうが」

　まるでからかうようなマクスウェルの口調に、ワラクは怒り心頭に達していた。その表情が人間の限界を超えて歪ゆがむ。

　そして姿がぼやけ始め、搔かき消きえようとしていた。

「人間風情が調子に乗りおって。ならば我ら吸血鬼の恐怖を思い知らせてやろう」

「あ、それは無理だから。神の檻ホーリージエイル」

　ワラクがその力を振るう前に、マリアが最速で魔法を発動させた。霧化したワラクを丸ごと包み込むように結界を張り、その動きを閉じ込める」

「その魔法は究極の防御魔法。内外からのあらゆる攻撃を遮断するわ。同時に出入りもできなくなるから、決して逃げられない」

「クッ、小こ賢ざかしい真似まねを……だが攻撃できぬのならば、汝なんじらも手詰まりのはず」

「そうね、だからこうするの。マクスウェル」

「ほぃ、詠唱は終わっておるぞ。爆炎焦球ブレイズスフイア」

　言うが早いか、マクスウェルは魔法を発動させる。使用したのは火球フアイアボールよりもさらに上の攻撃魔法。

　高温の火炎の玉を作り出し、自在に動かして敵を攻撃するという範囲よりも追尾性と持続性を強化した魔法だ。

　この魔法がマリアの神の檻ホーリージエイルを飲み込むように動く。完全に炎に包まれた向こうから、ワラクの嘲る声が聞こえてくる。

「クハハハ、バカか貴様！　この結界魔法がある限り、この魔法が我に届くことはない。墓穴を掘ったな！」

「バカはあなたでしょ。全周を炎に包まれた状態で逃げ場がないんだから、結界を解けばいいだけじゃない」

「な、なに？」

　コルティナの宣言を受け、マリアが軽く指を鳴らす。同時に炎の球体からワラクの悲鳴が聞こえてきた。

「ぎ、ぎゃあああああああああ!?　バカな、不滅の吸血鬼である、我が!?　こんな場所で」

　火球内部の神の檻ホーリージエイルが解除されたことにより、周囲を覆っていた爆炎がワラクのもとに流れ込んできたからである。

「不滅じゃったら絶滅に瀕ひんしたりせんじゃろうに。ああ、それとお主の『寝床』な。すでに仲間が『穢けがし』に向かっとるから」

「な、なん……だ……と……」

　もはや途切れ途切れの声だけが、レイドたちの耳に届く。それすらも轟ごう々ごうと蠢うごめく火炎の音に搔き消されていった。

　こうしてグリトニル王国南部に巣くっていた吸血鬼は、その人生を終えたのだった。




　ギリギリのところで貞操を守り切ったレイドは、マクスウェルの口から出たいくつかの単語に疑問を持った。状況が落ち着いたので、それについて質問していた。

「で、『寝床』ってなんだ？」

「なんじゃ、レイド。そんなことも知らんのか？　吸血鬼という連中はしつこくてのぅ。寝床と決めた棺かん桶おけを破壊せん限り、何度でも復活しよる。いわば寝床こそ奴やつの本体と言っても過言ではない」

「へぇ？」

「それが地下にあったので、ライエルとガドルスを向かわせておいた。寝床は連中にとって神聖な術式を施した、いわば神殿。じゃから小便でもかけて『穢して』やれと言っておいたわ」

「それは、ひでぇ」

　史上最悪の穢し方ではなかろうかと思わなくもないレイドだったが、それよりも改めて言わねばならぬことがある。

　彼はそのままコルティナの方に向き直り、改めて頭を下げた。

「コルティナ、さっきは本当に助かった。改めて礼を言う」

　ひねくれ者のレイドがこう言うのだから、先ほどの恐怖は本当に堪こたえていたのだろう。

　両手を広げ、コルティナに向かって抱擁ハグしようと迫る。フルチンで。

「こ、こ、こ……こっち来んなぁ!?」

　解放された安あん堵どと、仲間への油断。それがレイドの回避を致命的に遅らせた。

　ボスッと濡ぬれた水袋を叩たたくような音が響き、レイドの顔が蒼そう白はくに変化していく。

　それを見たマクスウェルも、内股になって顔を蒼あお褪ざめさせていた。

「あ、あれは痛いぞぃ……マリア、早う治してやれ」

「え、ちょっと触りたくないんだけど」

「触らんでも治せるじゃろう!?」

　まじまじとレイドの下半身に視線を向けていたマリアは、惚とぼけたようなことを口にした。元々好奇心の強い性格なので、視線を外せなくなったようだった。

　そして当のレイドはというと、その場に音もなく蹲うずくまり、不穏な痙けい攣れんを何度も繰り返していたのだった。
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あとがき




　皆様、お久しぶりです。拙作『英雄の娘として生まれ変わった英雄は再び英雄を目指す』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　今作は書きたいと思っていたレイドの過去なども書けて、非常に満足しています。

　同時に無精ヒゲのあの人とか二刀流のアイツとかも書けたので、もはや至福と言ってもいいでしょう。

　オッサンばかりな気がしないでもないですが、そこは趣味ということで……




　さて、『英雄の娘』ですが、御存じのようにコミックもＷｅｂ上で掲載されております。コミックス一巻と同じく、二巻もこの本と同時に発売という運びになりました。

　そちらの方も好評のようで、更新日にはニコニコ静画様での毎時ランキングを眺めてはニヤニヤしている毎日です。

　カクヨムや小説家になろうの連載でも、コミックを見て原作を読みに来ましたという方も結構いらして、本当にありがたい限りです。そのわりに更新が滞りがちなのは、非常に申し訳なく思っています。

　Ｗｅｂでは物語も最終盤に差し掛かっているのですが、私の癖というかなんというか、終盤になればなるほど筆が鈍ってしまいます。

　書きたいシーンはあるのですが、そこに持っていくのに苦労するタイプなのでしょうね。

　特にあのヒゲの人とか、書籍では地味に師匠設定が追加されていたりするので、書いている途中で混乱することもありました。

　追加したのは自分なので、まさに自業自得でしょう。特に今巻では、調子に乗って「書き下ろし、やります！」と豪語した挙句、本の三割近い量を書き下ろしてしまったので、スケジュールやらストックやらが大ピンチになってしまいました。お調子者な性格は直さないといけませんね。

　ですがやはり、「書籍を購入していただくからには、Ｗｅｂのままというわけにはいかない！」と考えていますので、できる限りお得感を出していきたいとは思っています。

　そのたびに「本が厚くなると値段が……」と苦悩させてしまう編集さんには申し訳なく思いつつ、やめる気はありません（笑）




　話は変わって私事になりますが、令和に入ってすぐに父が倒れました。

　そしてわずか一か月半で他界してしまいました。どうやら胆のう癌がんだったようです。

　元より医者嫌いだったので発見が遅れ、倒れた時はすでに手遅れという状態だったため、見守ることしかできなかったのが歯がゆい限りです。

　皆さんも健康診断はちゃんと受けましょうね。ある意味、父は教訓を残してくれました。

　私も数年ほど健康診断を受けていないのですが、近いうちに受けに行こうと思ってます。

　そう思いつつも、実はまだ行っていません。医者嫌いは父譲りのようです。いや、本当に暇を見て行くつもりですので！




　最後に、このシリーズもなんと五巻まで到達しました。

　ここまでこられたのも読者の皆さんのご愛顧と編集さんの熱意のおかげです。

　ましてやコミカライズまでされるとは、連載を始めた時は、想定もしていませんでした。

　関係者の方々には感謝の言葉もありません。

　毎回美麗なイラストを提供してくださる晃あき田た先生、愛らしいニコルを描いてくださる言こと寺でら先生、編集の方に、毎回ファンレターをくださるＯさん、Ｗｅｂで感想をくださる多くの方々。皆さん、本当にありがとうございます。

　この作品がここまでこられたのも、皆さんの応援あってのことです。

　それでは、今後も頑張りますので、よろしくお願いします。





鏑かぶら木ぎハルカ
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電子書籍特典　書き下ろし短編







　レイドが『師匠』のもとに入門してから、一か月が過ぎた。

　その間にやらされたことというと、基礎体力作りと銀の指輪作りのみ。そもそもなぜ指輪作りなのか理解不能だった。

　だがその持ち前の器用さで、ヒョイヒョイと指輪を量産するレイドを見て、『師匠』は満足げな表情を浮かべている。

「なあ、師匠。なんで指輪なんか作らせるんだ？」

「師匠の出す修業の内容に、口答えするな」

「何が目的かとか、教えてくれたっていいじゃないかよ。モチベーションに関わるし」

　レイドの反論に、師匠は口ヒゲを弄って思案する。確かにレイドの言い分にも一理あると考えたらしい。

　師匠はまじめな顔で、もったいぶってレイドに目的を告げた。

「そうだな。知らないまま働かされては、気分も良くないか。これはお前の器用さと指先を強化するための修業だ。糸使いのお前にとっては指先の器用さと強さこそ生命線と言える。こうして銀の指輪を緻密に作ることで器用さを、それを研磨し磨き上げることで、指先の強さを鍛えているんだ」

「へぇ、そんないみがあったんだ」

「あと、俺が嫁とイチャつくために必須な道具でもあるんだがな」

「ん？　なんか言ったか？」

「いや、なにも」

　騒々しい研磨の音で、後半の師匠の言葉は完全に搔き消されてしまい、レイドの耳には届かなかった。

　実は師匠の嫁は魅了のギフト持ちで、この指輪に精神耐性強化を付与した魔法を込めていないと正気を失ってしまうらしいが、それはレイドの知るところではなかった。

　もし聞かれていたら、修業のボイコットすらありえただろう。

　円形の砥石を高速で回転させる工作機械を使い、銀の塊を削り出し、表面を研磨して輝かせる。そんな地味な作業に飽きたレイドは、こっそり砥石の角を使って指輪の表面に模様を入れていく。

　別段、数にノルマが課せられているわけではないので、こういった部分に凝ったとしても、それで師匠に怒られることはなかった。

　一部をへこませ、放射状の刻みを入れて、へこませた部位に在庫の小さな赤い宝石を嵌め込み接着する。

　それだけで指輪に赤い太陽がデザインされ、見た目も華やかになった。

「うん、いい出来」

「勝手に何をしている」

　しげしげと完成品を眺めていると、師匠にゴツンと頭を殴られて注意される。

　しかしレイドの手にある指輪を見て、目を細めた。

「ほう？　悪くないな。以前の弟子は揃って不器用な連中ばかりだったが、これだと商品価値も上がりそうだ」

「売るのかよ？」

「別に俺とて霞を食って生きているわけではない。生きていくには金が必要だ。売れそうなモノや、売って問題のないモノなら売る。食い扶持も一人分増えたことだしな」

「悪かったな、押しかけて」

　憎まれ口を叩いているレイドではあったが、貴族に手を出して行き場を無くした自分を匿ってくれていることには感謝している。

　だからこそ、一か月もの間指輪作りをやらされても、文句を言わなかったのだ。

「しかしお前、器用だな。ひょっとすると他にもいろいろ作れるのか？」

「道具があって、こんな簡単な加工だからできるんだよ。専門じゃないから難しいことはできない」

「そうか。ひょっとしたら、もっといいモノを作れて、楽に養ってもらえるかと思ったのだがな」

「ぐうたらが過ぎんだろ、このダメ師匠!?」

　感謝はしているが、それはそれとしてツッコミを入れざるを得ない。

　魔法の腕は一流だし、戦いの技術も優秀。だというのに生活面は大雑把極まりない師匠についていけるか、今から心配の種は尽きないレイドだった。
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